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01．新しい騎士団






「……ひどい人」

　ディアナの心は、ばらばらに砕けてしまっていた。

　叶わなかった恋と、捨て鉢になって好きでもない──軽蔑すらしている──男に身体を開いてしまった後に残ったものは、透明で綺麗だったはずの、心の残滓だった。

　四散した欠片を集めて、なんとか元に戻そうとしてみるけれど、ちっとも上手くいかない。







＊＊＊








　ディアナ・ウォレスは黒い、真新しい制服に身を包み、王城の広間に立っていた。自分の出世が未だに信じられない気持ちだ。

　フローヴェリア王国の王太子ヴィクターが壇上に立ち、彼が新しい騎士団「レイヴン黒い鳥近衛騎士団」の創設を高らかに宣言すると、広間に集められた団員たちは大きな拍手をした。

　その後、騎士団長を務めるルシール公爵セオドア・アーネスト・イームズがこの騎士団の概要や方針を改めて説明する。

　レイヴン近衛騎士団はヴィクター専属の近衛騎士団である。王族の身辺警護を担う騎士団はすでにあったが、ここ数年は膝の悪い国王ハロルドに代わってヴィクターが公務を請け負うことが増えていた。そこでヴィクターは、まったく新しい騎士団──常に行動を共にする、自分だけの近衛騎士団──を創ろうと思い立ったらしい。彼はまず、旧知の仲である側近のセオドアを騎士団長に指名し、それから二人でメンバーの選定にあたったようだ。

　フローヴェリア王国軍は数多の騎士団から構成されているが、王城を拠点として動く騎士団の団員は大多数が貴族の子女だった。特にレイヴン近衛騎士団は「王太子の護衛」という重要な役割がある。それにも関わらず、ディアナは自分が選ばれたことが不思議でならなかった。






　ディアナは、商人の娘である。実家が裕福なため、貴族や富豪の娘が通う全寮制のフリックス女学校へ入ることができた。その学校の卒業も近づく頃、ディアナは母親のパメラから実家へ呼びつけられる回数が増えた。そのまま着替えを命じられ、どこかのパーティーや歌劇場に連れ出されると、決まって知らない男性に引き合わされる。パメラは女学校の卒業と同時に、ディアナを嫁がせるつもりだったようだ。

　女学校を出た娘たちの多くは親が決めた相手に嫁いでいくわけだが、パメラが連れてくる男性と言ったら──実業家や地主であったりするものの、大抵はずっと年上の中年男性で、ディアナの心を動かすような人たちではなかった。そして八十を超えた老男爵との縁談を持ち込まれた時、ディアナは騎士になることを決意した。

　亡き祖父が興したウォレス海運は、船や倉庫をいくつも所有しており、今はディアナの父と二人の兄が切り盛りしている。ディアナが金持ちの男性を捕まえる必要はまったくない。ディアナは結婚から──というより、パメラが連れてくる花婿候補から──逃げるために騎士になったのである。

　ディアナが入っていた女学校は、卒業後に侍女やメイドとして城へ仕える者も多くいたから、城へあがって騎士になるというディアナの希望はそこそこ容易に叶えられた。

　ただ、騎士と言ってもしょせんは平民あがりである。ディアナは出世コースからは大きく外れた城下警備隊に所属し、街を巡回して詰所に戻るという一日を過ごしていた。迷子の世話をしたり、暴れる酔っ払いを取り押さえたり、スリを追いかけたりする仕事を選んだ娘を、パメラは嘆いた。

　休暇の際に実家に戻れば「いつまで騎士の真似事なんてしているの。女の子なんだから、早く結婚しなさい」とせっつかれる。ディアナは一応本物の騎士であって、決してそれは真似事ではないのだが、パメラはそうは考えていないらしい。

　そんな時、王太子が新しく創設する騎士団に入らないかと声がかかった。もちろんパメラは猛反対した。出世などしてはディアナの結婚が遠のいてしまうからだ。そして、さすがに父と兄たちも複雑そうな表情を見せた。王太子の警護ともなれば、自分の命を捨てる覚悟が必要な時がやって来るかもしれないからだ。

　平民出身の自分になぜ声がかかったのか訝しむ気持ちはあったし、この話を受けるか否かで人生が大きく変わるであろうこともわかっていた。騎士になった理由は決して高尚なものとは言えなかったが、突然自分の目の前に開かれた新しい世界に、思い切って飛び込んでみたいとディアナは考えたのだ。






「──……話は以上だ。解散」

　セオドアがそう告げると、集まっていた騎士たちは身体の緊張を解いた。ディアナがざっと確かめた感じでは、レイヴン近衛騎士団のメンバーは十数名ほどで、女騎士は自分ともう一人……短い髪の毛の女性だ。ディアナよりも少しだけ年下に見える。仲良くできるだろうか。でも、お高くとまった貴族の娘かもしれない。

「それから。ディアナ・ウォレスはここに残ってもらえるかな」

　もう一人の女性に話しかけてみようかと迷っているところに、セオドアの声がかかる。ディアナが顔を上げると、皆が一斉にこちらを見た。ただでさえ女騎士は数が少ないから目立つ。加えて自分は平民あがりだ。快く思わない者もいるのだろう。ディアナは身を竦すくめたくなった。

　遠目に見ても豪奢な雰囲気は認識できたが、間近で見ると、セオドアはさらに威厳と優しさを兼ね備えた風貌の、魅力的な男性だった。彼はヴィクターの幼馴染で、二十三歳にして公爵家の当主でもある──ということだけはディアナも知っている。

「気後れしているみたいだね」

　ほかの団員たちが広間から退出して二人きりになると、セオドアはずばりと言った。ディアナが出自に関して気にしていることを、彼はとっくにお見通しのようだ。

「団員のダラス・ローガンは地主の息子で、貴族ではない。君と同じようなものだ。それからアーヴィン・バクスターも準男爵の息子だ。後は……女騎士のマーテル・フィンドレイ。彼女は貴族の血筋だけれど、気さくな娘だから仲良くできると思うよ」

「は、はい。ありがとうございます」

　あの髪の短い女の子はマーテルという名前らしい。ダラスとアーヴィンについては誰なのかまだわからないが、準男爵の息子ということは、お金で爵位を買った家出身なのかもしれない。ディアナが考えていたよりも団員たちの出自は多岐にわたっているようで、少しだけ安心した。

「それから……なぜ、君をこの騎士団の団員に選んだか、だけれど」

　セオドアは、ディアナが知りたかったことを聞かせてくれた。

　まったく新しい騎士団を発足させるにあたって、よその騎士団からメンバーを引き抜くのは避けたかったとセオドアは言った。騎士団によって方針が違うし、団員が団長に心酔している場合もある。所属が異なっていた騎士たちを、レイヴン近衛騎士団に纏めるのは危険だと判断したのだ。したがって警備隊にいた下級貴族や平民出身の騎士、或いは学校を出て騎士になったばかりの若い者たちに声をかけることになったらしい。自分に声がかかった理由に、ようやく納得がいったディアナだ。

「女性の騎士は少ないからね。大抵はすでに王妃付きや王女付きになっているし。だから警備隊にいた君や、女学校を出たばかりのマーテルを選んだんだ」

　警備隊とは勝手が違うから、初めは戸惑うことも多いかもしれないけれど、君の働きに期待しているよ。と、セオドアは微笑んだ。彼はレイヴン近衛騎士団の団長でもあり、王太子の側近でもあり、公爵家の当主でもあり……ディアナにとっては雲の上の存在と言ってもいい。騎士団を取り纏める人間として、肩身が狭そうにしているディアナを気遣ってくれたのだろう。

　ディアナが騎士になったのは、決して褒められる理由からではない。しかしディアナはこの時、心の底から思ったのだ。この人の……セオドアの役に立ちたい、と。










02．次期伯爵






　所属が変わったので、ディアナが使う宿舎も変わった。兵士や位の低い騎士たちが使うものよりも、もちろん立派なものになる。王城とは渡り廊下や地下通路で繋がっていて、有事の際に駆けつけやすい構造となっていた。

　ディアナが宿舎の食堂へ入っていくと、微妙に食事時が過ぎていたために、人はまばらだった。その一角を女騎士たちが陣取っている。女性がいることにホッとしたディアナは、トレイに食事を乗せると、彼女らの近くの席に着こうとした。女騎士は本当に少ない。所属は違っても、知り合いになれたらいい。そう思ってのことだった。

「ねえ、知ってる？　……商人の娘なんですって」

「聞いた聞いた。あそこの団長って、ルシール公爵でしょ」

「やだ、平民を殿下の近衛騎士にするなんて、何考えてるのかしら」

　ディアナはどきりとする。自分の話をされている。しかも、わざと聞こえるように。背中に冷たい汗が滲むのがわかったけれど、ディアナはなんとか平静を装って彼女たちがいる席を通り過ぎた。

　思えば、女学校時代からディアナは身分制度の最下層にいた。ディアナが通っていたフリックス女学校において、一番上にいるのは何代か遡ればフローヴェリア王家の血筋に辿り着く、国王の親類縁者たちであった。その次が爵位のある家の娘。次に祖父や曾祖父が貴族だという者。その下が地主の娘で、最下層が商人の娘だ。同じ平民でも地主か商家かで違いがあるのは、労働でお金を稼ぐ行為を卑しいと感じる王侯貴族が多くいるからだ。ディアナの噂をしている女騎士たちも、きっとそういう考えなのだろう。

　以前所属していた城下警備隊では、出自による差別は殆どなかった。王城仕えからの左遷というかたちで警備隊に回された貴族出身の騎士は、ディアナのことを「平民あがりの下級騎士」と悪し様に呼んだが、警備隊は大多数が平民あがりの騎士と兵士で構成されていたので、肩身の狭い思いをすることはなかったのだ。

「商人の娘が殿下のお側に仕えるなんて、笑っちゃう」

「私だったら恥ずかしくて生きていられないわ」

「生まれが生まれだから、私たちとは恥の概念が違うのよ、きっと」

　彼女らの意地悪なお喋りはまだ続いている。ただでさえ女騎士は少ないのに、これはちょっときついかも。これから同じ騎士団の所属となる、あのマーテル・フィンドレイとは仲良くできるといいのだけれど……。ディアナはそんなことを考えながら、人のいない方へ向かって歩く。

「ディアナさん、こっちへ来ませんか」

　その時柔らかな男性の声がして、ディアナは顔を上げた。前方のテーブルに着いた、金髪の騎士がひらひらと手を振っている。同じ制服を着ているし、レイヴン近衛騎士団の発足式で見た顔ということは覚えているが、名前まではわからない。向こうが一方的にディアナを知っているのは、セオドアがディアナの名を呼んだからだろう。あれで注目を浴びてしまったのだ。

　ディアナが返事をする前に金髪の騎士は立ち上がり、そのまま自分の隣の椅子を引いた。

「さあ、どうぞ。ディアナさん」

　ディアナは驚いた。まず、目の前の騎士の足の長さに。それから、宿舎の食堂という殺伐とした場所で、紳士的な振る舞いを受けたことに。

「あ、ありがとう。あの……？」

「失礼。自己紹介がまだでしたね。俺、ジェフリーって言います。ジェフリー・オレルス・クライアー。さあ、お掛けください」

　テーブルにトレイを置いて、ジェフリーに促されるまま腰掛けると、彼は洗練された優雅な動きで自分の椅子に座る。親しみやすい印象ではあるが、貴族か、それに次ぐ階級の出身ではないだろうか。

「これから俺たち、同じ騎士団の仲間ですね」

「ええ」

　ディアナが頷くと、ジェフリーはにっこり笑って身を乗り出してくる。綺麗な顔だと思った。優男と表現してもよさそうだが、男性的な力強さも見え隠れしている。ふさふさとした金色の髪はほんの少しだけ波打っていて、長めの前髪は彼の頬にかかっていた。青い瞳を縁取る睫毛も羨ましいぐらいに長い。

「俺、さっき、広間であなたを見た時から、綺麗な人だなって思ってたんです」

「え……？　は、はあ……」

「今度、食事を一緒にどうですか」

「今、してるじゃないですか」

　ジェフリーは目の前のトレイに視線を落とし、すぐに顔を上げた。

「ええと、そういうことじゃなくて。城下に、美味しい店があるんですけど」

「……いえ。結構です」

　この展開は想定外だ。軽い娘だと思われているのだろうか。或いは平民だからどう扱っても構わないと。彼を美男子だと思っていたが、その柔らかな微笑みは、よくよく観察してみれば愛嬌と軽薄さの狭間で危うく揺れているようにも思える。

「じゃ、この後お茶なんかどうですか」

「いえ、それも結構です」

　ディアナはすげなく断ったが、ジェフリーが気を悪くした様子はなかった。先ほどと変わらぬ柔らかな口調で彼は続ける。

「でも俺、これからのこととか、語り合った方がいいと思うんですよね」

「これからのこと……」

　ディアナはジェフリーが口にした言葉を繰り返した。

　騎士団は発足したばかりだし、他の団員たちについてはまだ何も知らない。正式な仕事は来週からで、それまでに何度か皆で集まる予定になっている。おそらくはそこで団員同士の紹介があるはずだ。でも、個人でそれぞれ親睦を深めておくことも大事かもしれない。

「それも、そうね」

　頷くと、ジェフリーはディアナの手を取った。

「ええ。俺たち二人の、これからについて」

　彼は真剣な眼差しでディアナを見つめ、手に力を込めた。

　この人、何なの？　馬鹿なんじゃないの？　こんな場所でナンパ行為に励んでいるとしたらアタマがおかしいし、真面目に言っているとしたら、やっぱりアタマがおかしい。

　これから、こんな人と一緒に仕事しなくちゃいけないの……？

　苛立ちと呆れの混じった感情がふつふつと湧いてくる。

「結構です！」

　ディアナはきつめに言葉を放ち、ジェフリーの手を振り払った。






　新しい自室へと向かうと、廊下の前方から髪の短い女の子がこちらへ駆けてくる。

「ディアナさぁん！」

　それはレイヴン近衛騎士団のもう一人の女性、マーテル・フィンドレイであった。

「よかった。あたし、ディアナさんの部屋探してたんです。女騎士が少ないのは知ってましたけど、でも、まさか二人だけだなんて、びっくりしませんでした？　あたしなんだか不安になっちゃって、それでディアナさんのこと探してたんですよう」

　マーテルはディアナの両手をぎゅっと握る。今日はよく人から手を握られる日だ。だが今回は振り払うつもりなどない。マーテルは驚くほど人懐こかったので、ディアナは安心した。

「あっ、すみません。自己紹介まだでした！　あたし、マーテルって言います。フリックス女学校でディアナさんの後輩だったんですよ。たまにディアナさんのこと見かけて、綺麗な人だなって思ってたんです。でも、ディアナさんが騎士になってたなんて知らなかったから、さっき広間で見かけてびっくりしちゃいました！」

　セオドアから、マーテルは気さくな娘だと聞いていたが、ここまでよく喋るとは思わなかった。

　──え？　あたしが貴族の血筋？　団長がそう言ってたんですか。でも、男爵家の妾腹……愛人の子ってやつなんです。それで、あたしが女学校を卒業する前に父さん死んじゃって。あ、幸い、学費は払ってあったんですけど、他には何も残してもらえなかったんですよね。結婚するにしても、愛人の子で持参金も無いんじゃあ良い条件の男は見込めないって、後見人さんに言われて。それじゃ母さんと弟が路頭に迷っちゃうから、働くことにしたんですよ。騎士って、衣食住の心配がないからいいですよね、あはは──と、マーテルは己の過酷な半生を朗らかに語った。ディアナの実家は裕福で、使用人もたくさん抱えている。やたらと結婚を勧めてくる母親に辟易していたことや、出自について嫌味を言われたくらいでへこんでいた自分が恥ずかしくなるくらいに、マーテルは前向きで明るい娘だった。

　セオドアによると、他にも出自が微妙な者──地主の息子や、準男爵の息子。王太子の近衛騎士としては微妙な者──がいるという話であったし、それに先ほど食堂で会ったジェフリー──立ち居振る舞いから貴族であると感じたが、一体、何者なのだろう？　──のこともある。新しく発足したレイヴン近衛騎士団のメンバーは、ディアナが思っていた以上に多様性に富んでいるようだ。

　準男爵の息子、アーヴィン・バクスターについて知る機会はすぐにやってきた。新しい宿舎は中心部にホールや食堂、医務室、図書室に浴場などの施設が位置し、そこから騎士たちの居住エリアが東西に広がっている。アーヴィンはホールで新しく支給された武器防具を広げ、それらを丁寧に磨き上げているところだった。磨き油の臭いが周囲に広がり顔を顰しかめる者もいたが、彼はお構いなしに、うっとりとした眼差しで鎧を眺めている。

「やだ、アーヴィンさん。こんなところで何やってるんですか。油臭いですよう」

　マーテルの突っ込みに、アーヴィンはようやく顔を上げた。

「いやあ、僕の部屋、西日がやたらと眩しくてさ。今の時間帯は特にものが見辛いんだ」

　そして鎧を掲げ、角度を変え、くもった部分を見つけたのか、丹念にそこを磨き出した。

「あたしはバッセル工房の磨き油をお勧めしますね。あれ、安いうえにあんまり臭いが気にならないんですよ。ディアナさんは普段、何を使ってるんですか？」

　マーテルはディアナを振り返る。ディアナは武具の扱いにあまり拘っておらず、磨き油は宿舎や詰所に置いてある備品をそのまま使っていた。そう答えると、アーヴィンは嘆かわしいといった風にため息を吐き、大げさに首を振る。

「それはいけない。僕はこれまで西地区の城下警備隊に所属していたけれど、あそこに置いてある油は粗悪品だった。それに、マーテル。バッセル工房のものも、安いだけあって質は良くない。アトリエ・フェルマーの油の方が絶対にいいよ。ほら」

　脇に置いていた油の入れ物をアーヴィンが持ち上げ、マーテルはそこに貼られたラベルを読もうとして顔を近づける。

「臭い！　やっぱり臭いですよ、これ。女の子に勧めるものじゃありません」

「港湾警備隊の人たちは皆これを使ってるって話だよ。長時間海風に晒されても継ぎ目はスムーズに動くし、何より錆び難いんだってさ」

「あたしが重要視してるのは、臭いか臭くないか、それだけですね。鎧を外しても身体に油の臭いが染みついてるなんて、ぞっとしちゃう」

　マーテルとアーヴィンは磨き油についてあれこれと議論を続けている。初めはマーテルの甲高い声が響き渡って、周囲の人間たちはこちらを遠巻きに見ていたようだが、今はそうでもない。そこに、ふと男女の笑い声が聞こえ、ディアナはそちらに顔を向けた。

　足の長い金髪の騎士、ジェフリーが宿舎付きのメイド二人と談笑している。メイドはどちらも洗濯物の入ったカゴを抱えており、仕事の最中と見える。話の内容までは聞こえてこなかった。ジェフリーが何かを問いかけるように首を傾げると、メイドたちは「きゃあっ」「やだあ！」と楽しそうな悲鳴をあげた。彼から馴れ馴れしく食事に誘われたことを思い出し、ディアナは思わず半目になる。もっとも、メイドたちはまんざらでもなさそうだったが。

「あ、あの人。ジェフリーさん」

　メイドたちの騒ぎ声に、マーテルも顔を上げる。

「知っているの？」

「ええ、発足式が終わってから、宿舎まで一緒に帰ったんです。話しやすくて、面白い人でしたよ」

　マーテルの性格であれば、誰とでも話しやすいのではないのだろうか。

「次期伯爵様なのに、気さくで、いい人だなって思ったんです」

「は？」

　ディアナは眉を顰ひそめ、マーテルと、ジェフリーのいる方を見比べた。良家の子息だろうと予想はしていたが、彼が次期伯爵？

「ああ、彼はアンバーリッジ伯爵の長男だよ。次期伯爵の、ジェフリー・オレルス・クライアー」

　アーヴィンも彼を知っているようだった。

「将来は伯爵様だっていうのに、なんだか親しみやすいですよねえ。団長も優しそうだし。他の人たちとも仲良くなれるといいなあ」

「君なら大丈夫だろ」

「あっ、何ですか。その投げやりな口調は」

　ジェフリーは未だにメイドたちとお喋りに興じている。だがディアナの刺すような視線を感じたのか、こちらを振り返った。逆に、ディアナはぱっと顔を背ける。

　彼──ジェフリー・オレルス・クライアー──は、ディアナとは相容れぬ性質の人間だ。同じ騎士団に所属しているのだから、今後も接触する機会はあるだろう。けれども私生活においては絶対に近づきたくないタイプだ。マーテルが言うように、彼を感じのいい人だとは、ディアナにはとても思えなかった。










03．硝子の夢






　──二年後──

　レイヴン近衛騎士団の詰所で、ディアナは手元にランプを引き寄せて地図を眺めていた。机の上に積まれた本や書類の向こう側から声がする。

「私はそろそろ帰るが……ディアナ、君はまだ残るのか」

　机の向こう側にいるのはダラス・ローガンだ。彼は報告書の作成を終えたところらしい。

　この騎士団が発足して二年経ち、ヴィクターの護衛という仕事以外にもそれぞれの役割が生まれつつあった。ダラスはいつも何かの本を持ち歩いていて、暇さえあればそれを読み耽っている。彼が書類仕事を多く任されるようになるのも自然な成り行きだった。

「ええ。今はちょうどキリが悪いから、もうちょっとだけ」

「『ちょうどキリが悪い』って、なんだよ」

　ディアナの妙な言い回しにダラスは笑いながら立ち上がり、上着を羽織ると部屋を出て行った。これで居残りはディアナ一人だけになった。特に急ぎの仕事ではないが、今やれることを後回しにする、というのがディアナにはできない。後回しにした仕事についてずっと考えてしまって、とにかく落ち着かなくなるのだ。

　現在フローヴェリア王国では大規模な治水工事が行われており、来週ヴィクターが視察に向かう予定になっている。ディアナは地図を広げて、彼が通るルートの確認をしている最中だった。

　視察の予定が入った時点で地図の確認はもちろん済ませているが、少し前に最新版の地図が出た。だから建物や道路が増減していないか、過去の地図と最新版の違いを見比べてチェックしている。それから、過去の水害の記録にも目を通しておこうと思い立った。書庫まで資料を漁りに出かけ、それらを机の上に積み上げる。こうしていつも、自分一人で勝手に仕事を増やしてしまうのだ。勝手に調べ上げたデータは役に立つこともあるし、まったく意味のない作業で終わってしまうこともある。

「あれ。まだ残っていたのかい」

「……団長！」

　詰所にセオドアがやってきたので、ディアナは咄嗟に立ち上がった。

　勝手に仕事を増やしてしまう性分だからこそ、思いがけぬ幸運に見舞われる機会もある。たとえば、今みたいに。

　セオドアはヴィクターの執務室と自分の執務室、そして騎士団の詰所を行き来している。身体が二つあっても足りないのでは？　と心配になるくらい働いていて、いつ休暇を取っているのかもよくわからない。彼の負担を少しでも減らすことができればいいとディアナは思う。

「これは……過去の水害の資料？」

　セオドアがディアナの机を覗き込んだ。ランプの灯りにセオドアの優しげな顔が照らされ、壁には彼の影が大きく浮かび上がる。

「えっ、あ、はい」

　思わぬ接近にディアナが姿勢を正そうとすると、腕が机にあたって積み上げた書類が揺れる。

「あっ」

「あっ」

　二人は同時に声を上げて、書類を押さえようと手を伸ばした。崩れかけた紙の束を共同作業で元に戻して顔を見合わせ、セオドアは笑う。

「よかった、間に合った」

　書類を押さえるディアナの手に、セオドアのものが重ねられている。間近で微笑まれたことも相まって、ディアナはあたふたとした。

「驚かせて悪かったね。まだ人が残っているなんて思わなかったから」

「い、いえ」

　セオドアは机の上とディアナを見比べた。

「これは、来週視察に行く場所の地図だね……こっちの、水害の資料はどうしたの？」

「ええ。殿下が現場で作業している方に声をかけられる時、役に立つこともあるかと思いまして」

　現場で働く者たちは、ヴィクターが二、三言葉をかけてやれば更に張り切るかもしれない。ディアナがセオドアから労いの言葉をもらって、舞い上がってしまうように。






　ディアナは宿舎に向かって歩きながら、火照った頬を押さえた。

　この騎士団が発足して二年。仕事にもだいぶ慣れた。だが、セオドアの存在はディアナの中で輝きを増す一方である。セオドアに愛されたいなどと、大それたことを望んでいるわけではない。彼は公爵であり、王太子の側近であり、商家の娘のディアナとは本来口をきく機会すらないような人なのだ。

　書類を支える時に、手が触れ合ったことを思い返した。あんな風に接する機会があるのならば、居残り作業も苦ではない。こうして時折降りかかる僥倖ぎょうこうを噛み締める、それだけでいい。いずれはセオドアも、然るべき家柄の女性を妻として迎えるのだろう。ディアナにはわかっていた。ただ、もう少し夢を見ていられたら。夢見る時間を引き延ばせたらと、そう思う。

「きゃ」

「おっと」

　宿舎の玄関ホールに入ってすぐの所で、ディアナは誰かに激突した。大きくて固い身体に弾き飛ばされそうになったが、腰に腕が回されてディアナが尻もちをつく事態は免れた。

「ごめんなさい……」

　支えてくれた相手を見上げると、それは──。

「これはこれは。ディアナさんじゃありませんか」

　胡散臭い笑みを貼りつけたジェフリーだ。途端に、セオドアと共有した淡く甘い時間の余韻が吹き飛んでしまう。

　ジェフリーは制服姿のディアナを失礼なくらい眺め回す。

「こんな時間まで仕事してたんですか」

　浴場を使った後なのだろうか、彼からは石鹸の香りがした。

　ディアナは、騎士団の団員たちとは思ったよりも上手くやれている。初めのうちは、平民と貴族にまったく同じ条件でまったく同じ仕事を与えるセオドアのやり方に、戸惑う者も多かった。だがセオドアは団員たちの間に軋轢が生じないよう上手く舵を取ってくれたので、やがて騎士団内での隔たりは見られなくなった。

　それでもディアナは、この男とだけは仲良くしたいと思えなかった。二年間、ずっとそうだった。

　ジェフリー・オレルス・クライアーは、それはそれは気さくな人柄をしている。女性に対しては特に。

　彼は大抵メイドの娘たちに囲まれて談笑している。時に相手は王女付きの侍女たちであったりもする。女騎士も例外ではない。相手にされないことも多いようだが、彼がめげる様子はなかった。

「ディアナさん、もしかして一人で居残ってたんですか」

「いえ……団長も、残ってたけど」

　ここは「ええ、一人よ」と答えてもよかったが、そうしたらジェフリーは「一人で？　次からは俺も手伝いますよ」とか「俺が送り迎えしましょうか」とか、しつこく絡んでくるのではないだろうか。だからディアナは正直に答えることにしたわけだが、口にした瞬間、セオドアと共有した時間は自分だけのものではなくなってしまった。しかもジェフリーなんかにそれを分け与えてしまうなんて、と苦々しく思う。

「へえ。団長も……」

　ディアナの言葉に、彼は含みのある口調と視線でそう返した。なんだか心を見透かされているようでぎくりとする。けれど、セオドアへの気持ちを表に出したことはないはずだ。ジェフリーが気づいているとは思えない。

　ディアナは話題を変えようとして慌てたが、ジェフリーはすぐにいつもの軽薄そうな笑みを取り戻した。

「これから部屋に戻って色々やってたら夜中になりますよ。睡眠時間、大丈夫ですか」

「……いいのよ。明日の仕事は午後からだから」

「へえ。じゃあ、今から俺と街へ飲みに行きませんか」

「お断りします」

　腕が腰に回されたままだったので、ディアナは身を捩よじってジェフリーから離れた。

「じゃあ、宿舎の食堂でお茶でも……なんだったら、俺の部屋に来ませんか」

「嫌よ」

　うっかりと明日の予定まで話してしまったことを後悔した。ジェフリーはマーテルにもちょっかいをかけているが、マーテルはその度に「ああ、ハイハイ」と笑って受け流している。「あれは、ジェフリーさんの挨拶みたいなものですよ。何も真面目に考える必要はないんです」と彼女は言うけれど、この男に笑顔を見せようとは露ほども思わないし、ディアナの性格上、受け流すことも難しかった。

「うーん、つれないですね。つい先週は、俺と丸一日、肩を並べて殿下の護衛をしたというのに」

「……あれは！」

　先週、ヴィクターは王立博物館の創立五十周年記念式典に参加した。彼はその時のことを言っているのだ。護衛メンバーが決められた時、ジェフリーと一緒だったことにこっそりため息を吐いたものだが、仕事であれば仕方がない。だが今は仕事中ではなかった。これ以上この男の相手をする必要はないと考えたディアナは、ジェフリーの脇を素早く通り過ぎる。

「あっ。ディアナさん、待ってくださいよ。荷物お持ちします」

　荷物とはディアナが小脇に抱えている、詰所で読み切れなかった資料の束だ。他人に手伝ってもらうほどの重さではない。

「結構よ」

「じゃあ、部屋まで送りますよ」

「ついてこないで！」

　マーテルは「挨拶みたいなもの」と言う。彼は、自分の周囲にいる女性には万遍なく声をかけているのだろう。だが、なんとなく底意地の悪さのようなものが感じられるのだ。他の女性はそれがわからないのだろうか？　きっと、わからないのだろう。

　彼の態度に棘を感じるのは、ディアナが彼を毛嫌いしているせいだ。ジェフリーは、ディアナが彼に対する嫌悪を露わにすればするほど、面白がっているようにも思えた。実際、彼はディアナに対してやたらと、嫌味ったらしいほどに遜へりくだる。

　ジェフリーとディアナは同い年だ。「騎士としてはディアナさんの方が先輩でしょう」と彼は言うが、ディアナが十八歳で騎士になって警備隊に所属していた頃、ジェフリーはアカデミー──いわゆる士官学校──に通い、騎士になると同時にレイヴン近衛騎士団に配属された。騎士として、また軍人としてはディアナよりもずっと上の位にいる。そして彼は貴族で、将来は伯爵になる。ディアナに対して遜る必要はどこにもない。したがって、彼の態度は嫌味としか思えないのだ。

「ねえ。ディアナさあん」

　背後で自分を呼びとめる甘ったるい声がしたが、ディアナは振り返りもせずに早歩きで自室へ向かった。






　その日は朝から浮かれた様子の騎士たちが多かった。昼を過ぎて夕刻になると、宿舎の中がざわつき始める。ディアナたちも例外ではなかった。

　今夜は王城でパーティーが催される。表向きには「王家が主催する、王城で働く騎士たちのための慰労パーティー」とされているが、何か発表があるのではないかと噂されていた。たとえば、ハロルド国王が王太子のヴィクターに王位を譲るのではないか、とか。

「息を吐いて」

　マーテルは机の上に手をついて、ディアナの言うとおりにしている。彼女のお腹がへこんだ瞬間を見計らって、ディアナはコルセットの紐を思い切り引いた。

「うっ……」

「もう少し、我慢して」

「く、苦し……」

「我慢、我慢よ。お洒落は苦しいものなの」

　コルセットの紐を結び終えると、マーテルは眉間に皺を寄せていた。

「あたし、コルセットがこんなに苦しいなんて、知りませんでしたあ。これじゃ、パーティーではあまり食べられませんね……」

「そうね。シャンパンを少しと、クラッカーくらいなら入ると思うけど」

「ええ？　だって、普段は食べられないようなぶ厚いステーキとか、高級なお酒とか出るんですよね？　あたし、意地でもたくさん飲み食いしてやるって決めてたんです！」

　マーテルの意気込みに、ディアナはくすくすと笑った。それから彼女の髪を梳かし、逆毛立ててボリュームを出した後に髪飾りをつけてやる。

「こんなに素敵なドレス、ほんとに借りちゃってよかったんですか？」

「ええ。ちょっと古いものだけど」

　マーテルの家に、新しいドレスを仕立てる余裕はない。だから、今回はディアナの実家にあったものを貸すことにした。鮮やかなオレンジ色のドレスはディアナにはあまり似合わなかったけれど、マーテルが身に着けると彼女の短い髪と、小動物のような可愛らしい風貌が引き立って見えた。マーテルの方がディアナよりも背が低いので、丈を詰めるだけでそのまま使うことができたが、数年前に仕立てたドレスだから、もしかしたらデザインは流行遅れかもしれない。

　しかしマーテルが気になっているのはデザインではないようだ。

「ああ、もうっ。あたし、ディアナさんが憎いっ」

　マーテルはディアナの全身を舐めるように見つめる。

「ドレスの丈は詰めなくちゃいけなかったのに、どうして横幅はコルセットを締めなきゃ入らないんでしょう？　あたし、自分が太ってるなんて思ったことなかったのに」

「マーテル、あなたが太っているわけじゃないわ。私が貧相なのよ」

「ええ、でも、でも」

　マーテルは姿見に自分を映し、ディアナに向き直る。

「ディアナさんはすらっとしてる割に胸もあるじゃないですか。いいなあ」

「私はあなたの髪の毛が羨ましいわ」

　ディアナは自分の薄茶色の、嫌になるほど真っ直ぐな髪の毛を摘まんだ。どれだけ時間をかけてコテで巻いても、すぐ元に戻ってしまう。髪質はぱらぱらとしていて結い難い。それなのに、仕事中邪魔にならないように纏めると妙な癖がついてしまって、今度は髪を洗うまで元に戻らない厄介ぶりだ。

　パーティーでは髪の毛を巻いてゴージャスに結い上げたい──と、考えていたが、どれだけ練習しても想像したようにはならなかった。どう頑張ってもボリュームが出ないため、ゴージャスにはほど遠く、かえってみすぼらしい感じになってしまう。結局は艶が出るまで梳かした後に控え目な髪飾りだけをつけて、そのまま下ろすことにした。

　だが、女らしく着飾るのは実に久しぶりだ。ディアナは柄にもなく張り切っていた。今夜は楽団も待機しているらしいから、ダンスイベントもあるのだろう。もしかしたら、セオドアと踊れるかもしれない。

　ディアナもマーテルの傍へ行って、姿見に自分を映す。瞳の色に合わせて用意した渋めのグリーンのドレス。胸元や袖は黒いレースで飾られている。露出は少ないが、それでも大人っぽい雰囲気は出ているだろう。

「そろそろ行きましょうか」

　ディアナはダンスホールの雰囲気を思い描いた。それから、セオドアと踊る自分の姿を。






　王城内の広間には多くの人間がひしめいていた。所属する騎士団の制服を着た男性たちも目立つ。

「男の人は、着るものに迷ったら制服を着ればいいんですもん。楽でいいですよねえ」

　ディアナの横でマーテルがぼやいた。

「でも、お洒落ができるぶん、女の子の方が楽しめるってもんです」

　彼女は借り物のドレスを見下ろして「あたし、絶対ハンサムなお金持ちを捕まえて、それで将来はお洒落三昧に食道楽するんです！」と拳を握る。案外、マーテルならば実現できるのではないかとディアナは思う。お喋りだけれど、飾らなくて素直で可愛らしい。周りの皆はディアナを真面目で実直だと評価してくれるが、単に融通が利かないだけだし、セオドアへの想いをひた隠し、肩肘を張って窮屈に生きている……マーテルと並ぶと、自分はなんだかつまらない生き物のような気がしてくる。ふいに暗い気持ちになりそうだった時、マーテルが広間の前方に目をやった。

「あっ。見てください。王女様ですよ」

　フローヴェリア王国の王女セレストが清楚なドレスに身を包み、国王と王妃の間に立っている。ヴィクターの近衛をしていると、彼女とも顔を合わせる機会が何度かあった。個人的に口をきいた経験はもちろん無いが、兄の公務についてきたことが数度あったのだ。

　セレストは、普段は孤児院や教会、診療所といった福祉施設の訪問を多くしているようだ。彼女はディアナと同じ二十二歳だというのに、結婚はおろか婚約の話も出ていないらしい。一介の騎士であるディアナはともかくとして、一国の王女としてはゆゆしき事態である──と捉えている者も多い。そこでディアナは気がついた。マーテルも気づいたようで、二人で顔を見合わせる。

「ディアナさん。今夜、何か発表があるっていう噂……もしかして」

「ええ」

　セレストの結婚のことではないだろうか。周囲に集まっていた騎士たちも同じような考えに至ったらしく、辺りはざわついた。






　ヴィクターが妹の手を取り壇上へと導くと、広間は一転してしんと静まり返る。

　そしてセレストと、ルシール公爵セオドア・アーネスト・イームズが婚約したことをヴィクターが発表すると、広間は歓声に包まれた。










04．夢のおわり






　ディアナは、何もない、真っ白い空間へ放り出されていた。ただ耳鳴りだけがひどい。

　優しく微笑むセオドア。騎士団発足の日、ディアナを気遣ってくれた。崩れそうな書類を二人でなんとか押さえたのは、ついこの前の出来事だ。

　セオドアに愛されたいなんて、大それたことを考えていたわけではない。

　ただ、もう少し夢を見ていたかっただけなのだ。

　本当に耳鳴りがひどい。堪えきれずにディアナは両の耳を押さえる。

「──……さん、ディアナさん！　聞きました？　うちの団長とですって！」

「なんだあ。王女様、結婚しちゃうのかあ」

「よその国の知らない奴に嫁ぐよりはいいんじゃないか？　何と言っても、相手は公爵なんだし」

「大貴族だもんな。釣り合いは取れてるし、年齢的にもお似合いじゃないか？　案外、恋愛結婚だったりしてな」

「そうそう。どっちにしろ、おめでたい話だ！」

「ディアナさんっ。ディアナさんってば！」

　マーテルに腕を揺すられて、ディアナは残酷な現実へと引き戻された。耳鳴りだと思っていたものは周囲の騎士たちの声だ。新しいカップルの誕生を祝う声、或いは好き勝手に噂する騎士たちの声だった。

　セオドアがセレストの手を取ってダンスホールへ誘うと、二人のダンスを見ようとする者たちも挙こぞって移動を始める。

「あたしたちも行きましょ！　団長にお祝いを言うチャンス、ありますかねえ」

　ディアナは呆然としながらマーテルに腕を引かれていた。






　人ごみの間を通り抜け、ダンスホールまで来ると、中心ではセオドアとセレストが踊っている。彼女の濃い栗色の髪は、ディアナがやってみたいと思っていた髪型のように緩く結い上げられていた。自然なウェーブのかかった艶のある髪は、ステップの度に軽やかに揺れる。セレストが回ると、淡い水色のドレスが花のように広がった。

　天上界から降りてきた、美しい二人のダンス──ディアナにはそう思えた。

　セオドアがディアナのものになることは無い。それは初めからわかっていた。いずれはイームズ家に匹敵する家柄の娘を迎えるであろうことも、容易く予想できた。ただそれが王国の姫だとまでは思わなかった。予想をはるかに上回る家柄である。ディアナなど相手にならない。

　ディアナは近くにいた給仕のトレイからシャンパングラスをくすねると、ひと息に呷あおった。

「ヒューゴ、踊りましょ」

「えっ」

　そして最初に目についた同じ騎士団の男性の腕を掴み、ホールへと誘った。ヒューゴ・オーティスは代々王家に仕える騎士の家系出身で、恵まれた体格をしており、他の男性よりも頭一つ背が高い。だから真っ先に目についたのだ。厳つい顔をしているので最初は怖い人だと思っていたけれど、実際のヒューゴはそんなことはまるでなかった。しかし、アーヴィンが暇さえあれば武器防具を磨いているのと同じように、彼はしょっちゅう筋肉を鍛えている。

「まさか、今日の衣装にまで錘おもりを仕込んでいるわけじゃないわよね？」

「いや、さすがにそれはない。けど、踊りは苦手で……君の足を踏んづけるかもしれないぞ」

　セオドアたちがホールの中心で踊る一方、遠慮がちに端の方で踊る者たちもいた。そもそも女騎士が極端に少ないから、男女のペアができにくいのだ。ディアナは曲の途中からそこへ加わると、瞼の裏に焼きついた二人の姿をかき消すように、夢中で踊った。

　普段であれば、ディアナは目立つような行為──この場合、ギャラリーの方が多いダンスホールで踊ることだ──は決してしない。気づく術も無かったが、思えば、この時からディアナの心の箍たがは外れ、自分の意思では制御できないところまで来てしまっていたのだろう。

　ディアナはダンスを終えると、今度はワインの入ったグラスを空にする。曲が始まると同時にアーヴィンの腕を引っ張り、再びダンスに興じた。

「ディアナさん、すごい。張り切ってますねえ」

　マーテルがはしゃいだように言った。彼女はダンスよりも食べ物に夢中になっており、マーテルが手にしている皿には厚切りのローストビーフや、珍味の乗ったクラッカーが盛られている。コルセットの具合を確かめているのか、時折お腹を撫でて首を傾げていた。

　ディアナは今日、軽い朝食の後は昼にスープを飲んだだけで、碌ろくに食事をとっていない。夜はマーテルのように、コルセットの様子を見ながら何かをつまむつもりでいた。しかし、その予定は婚約発表の衝撃で見事に吹き飛んだ。今は、すきっ腹をお酒で満たし、ダンスホールを駆け回っている。心に開いた冥くらい穴を埋めようとして、ディアナは必死になっていた。

「これ、すっごく美味しいんですよォ！　ディアナさんも食べてみませんか？　あ、こっちはだめです。見栄えはいいけど、あんまり美味しくなかったです」

　料理の盛られた大きなトレイが長いテーブルに並べられている場所で、マーテルのレポートを聞きながら、ディアナはまた新しいグラスを手に取った。そしてグラスの中身を飲み干した瞬間、テーブルの向こう側にいた男──ジェフリー──と目が合った。

　身体にぴったりと合わせて作られた上質なベルベットの上着に、揃いのベスト。クラバットにはお洒落な留め具がついている。豊富な金の髪には櫛目が入っていて、彼はいつもとやや違う雰囲気を纏っていた。ジェフリーはディアナと目が合うと、ゆっくりと口の端を持ち上げる。彼が皮肉な笑みを作る前に、ディアナは目を逸らしてマーテルの手を取った。

「え、ちょっと、ディアナさん？」

　マーテルをダンスホールに連れ込み、男性パートをディアナが受け持つ。女同士でのダンスは、初めは好奇の視線を浴びていたが、やがて男性同士でダンスホールに乗り込む人たちも現れる。ギャラリーにはそれが大うけで、パーティーは今夜一番の盛り上がりをみせた。

　曲が終わり、近衛騎士団のメンバーが何となく集まっている場所へ戻ると、そこにはセオドアがいて、笑顔でディアナを迎えてくれた。

「団長。ご婚約、おめでとうございます」

　だいぶ酔っていたせいもあるのだろう。彼に対しての祝いの言葉は、意外にもすんなりと飛び出した。セオドアは優しい笑みを湛えたまま礼を言う。

「ディアナ。パーティーを盛り上げてくれてありがとう。あまり格式ばらない感じで発表したいと考えていたんだけど……予想していたよりも堅苦しい雰囲気になってしまって、どうしようかと思っていたところなんだよ、実は」

　今夜のパーティーの名目は、一応のところ、騎士のための催しであったのだ。なんだか自分の婚約パーティーのようになってしまって、気を揉んでいたとセオドアは言う。

「ディアナ。次は、私と踊ってもらえるかな」

　祝いの言葉を述べることはできた。だがセオドアに手を差し出され、ディアナの心は大きく波打った。

「そのドレス、素敵だね。よく似合ってるよ」

　踊りながらセオドアが言う。

　街で評判の仕立て屋へ生地を見に行った時に、思い描いていた未来。彼と踊ってドレス姿を褒められたなら、どんなに嬉しいだろうと、パーティーが始まる前に思っていた。

　そして今、それが現実となっている。でもディアナの胸が満たされることはなかった。満たされるどころか、ひどく虚しい。

　セオドアのリードでくるりとターンした時、お酒のせいで目が回った。足が縺れそうになったが、彼は上手にディアナを支えた。優しい口調で「大丈夫？」と問われ、ディアナは泣きたくなる。

　張り切って注文した、深いグリーンのドレス。自分を良く見せようなんて、馬鹿なことを考えたものだ。望みどおりの言葉をもらったはずなのに、自嘲気味な感情が胸に広がっていく。

　私は馬鹿だ。

　夢から醒めた後がどれだけ虚しいかを、先に想像するべきだったのだ。それなのに、もう少し夢を見ていたいなんて──。

　私は本当に馬鹿だ。






　セオドアとのダンスを終えたディアナは、ふらふらとした足取りでホールを後にしようとした。

「あれ、ディアナさん？」

　自分を呼び止めるマーテルの声に振り返り、なんとか笑顔を作ってみせる。

「なんだか暑くて。少し、夜風にあたって来るわね」

「ああ、ディアナさん、たくさん踊りましたもんねえ」

　でも早く戻って来ないと、お料理無くなっちゃいますよ。と、マーテルはディアナに手を振った。ディアナも手を振り返したが、ホールを出ると急ぎ足で宿舎の自室へ向かった。

　こんなドレス、早く脱いでしまいたかったのだ。

　階段を下りる途中で足が縺れ、転びそうになって、慌てて手すりに掴まった。だいぶ酔いが回っているようだ。手すりはひんやりとして気持ちがよかったので、そのまま縋るように伏せて顔をくっつけた。

　背後で、微かな足音が聞こえた。

「大丈夫ですか、ディアナさん」

　声の主が誰なのかすぐにわかったが、顔を上げる気力も、いつものように噛みつく気力も今のディアナにはない。何の反応も見せずにいると、肩に手を置かれる。

「飲みすぎなんじゃないかとは思ってたんですけど……もしかして、気分が悪いですか」

「……ええ、むかむかするわ」

　自分の愚かさ加減に。

「医務室に行きますか」

　ディアナは小さく首を振り、顔を上げると、今度は注意深く階段を下りた。

「じゃ、部屋まで送りますよ」

「いいの。放っておいて……あっ」

　階段を下りきって油断したせいか、ドレスの裾を踏んづけてしまう。

「おっと。ほら、危ないですよ」

　ジェフリーはディアナの身体を支えると、そのまま背中に手を当てながら、宿舎のある方へ誘導した。ダンスホールの喧騒が遠ざかっていく。

「もう、ここでいいわ」

　音楽も人の声も聞こえなくなったところで、ディアナは言った。

「いえ、部屋まで送りますよ。ディアナさん、具合が悪いんでしょう」

「……貴方に向かって、胃の中のものを、吐くかもしれないわよ」

　早く一人になりたくてそう言ってみたが、ジェフリーは笑っただけだった。

「そうなったら、俺がきちんと介抱して差し上げますよ。俺の両手は、女性に仕えるためにあるのですからね」

　よく恥ずかしげもなく、そんな科白せりふが出てくるものだ。頭の片隅でそう思ったが、お酒が回っていてぼんやりとする。彼を追い払うための都合のいい理由が出てこない。胸の中が、砂でも飲み込んだかのようにざらついていた。

「ディアナさん、鍵は」

　自室の扉に手をかけようとした時、ジェフリーが言った。

「か、鍵……？」

　おぼろげに呟きながら、取っ手を掴んで押したり引いたりしてみるが、扉は開かない。

「あなたの部屋の鍵ですよ。どこにやったんですか」

　彼はそう問うが、ディアナの頭は麻痺したようにぼうっとしていて、何を言われているのかよくわからない。

「鍵……？」

「ええ、あなたの部屋の鍵」

　ジェフリーが扉についている鍵穴を指さしたので、ようやくディアナにもわかってきた。扉を開けるには、鍵が必要なのだ。ディアナはそれを、普段はネックレスに通して首にかけている。

「く、鎖に掛けて、首に」

　首元を探って鎖を手に取ったが、それはカメオのペンダントであった。ドレスに合わせて身に着けた装飾品だ。そうだ。パーティーに出席するのに、首に鍵をぶら下げるわけがない。ポケットの中を探そうとしてみたが、このドレスにポケットは無かった。

「……鍵が、無いわ」

「ディアナさん、よく思い出してみてください。どこかに隠しましたか？　それとも、誰かに預けました？」

　横でジェフリーが何かを言っていたが、ディアナはもう一度取っ手に手をかけて扉を開けようとした。ガタガタと音がするだけで、やはり扉は開かない。

「あ、あかない」

「そりゃそうですよ。あの、ディアナさん……大丈夫ですか？」

　ディアナの酩酊ぶりを目の当たりにしたせいか、ジェフリーの声に剣呑けんのんな響きが宿る。

「ドアが、開かないのよ」

　ディアナはジェフリーを振り返り、それからうわっと泣き出した。






　どこかに冷静な自分は存在していて、扉が開かないくらいで泣くことないでしょう、と言っていた。その冷静な自分を引っ張り出してみようとするけれど、セオドアとセレストの踊る場面がちらついて邪魔をする。

　ディアナは開かない扉と、たった今失った恋を重ねてしまったのだ。気分はまるで締め出された子供のように、惨めで不安で心細かった。

「ちょ、ちょっと、ディアナさん……」

　ジェフリーはぎょっとして一歩退いたが、すぐに衝撃から立ち直ったようだった。

「ディアナさん、泣かないで」

　目の前に、上品な香りのするハンカチが差し出される。ディアナはそれを受け取って目元を拭ったが、一度崩壊してしまった堤防は、すぐには元に戻らなかった。加えて、どうしてジェフリーに──一番見られたくない人に──こんな場面を見られてしまったのだろうと、悔しさやら情けなさやらが募る。ディアナはしゃくりあげて泣いた。

「大丈夫、大丈夫ですから」

　背中をさするように撫でられ、ディアナは目の前にあった胸に顔を埋めた。

「どうか、泣かないでください」

　ジェフリーの声は落ち着いていて、耳に心地よかった。










05．熱と氷と






　俯くディアナの唇に、グラスが近づけられる。

「ディアナさん、水です」

　ディアナがそれを受け取ると、ジェフリーは上着を脱いだ。彼はそれを長椅子の背もたれに無造作に引っ掛け、ディアナの隣に座った。

　机の上にはランプが小さく灯されている。薄暗い中でも、部屋の間取りはディアナの居室と同じだとわかる。元から備えつけられている家具は、こちらの方が若干良いものであるように思えた。たとえば今二人が掛けている長椅子などは、ディアナの部屋のものよりも幅が広くてバネが効いていた。

　自分の部屋との更なる違いを見つけようとして視線を動かしたが、途中でどうでもよくなって、結局は手元のグラスに目を落とす。

　あの後、背中に手を添えられて、気がつけば彼の部屋まで誘導されるように来てしまっていた。

　ジェフリーが静かに問う。

「そんなに好きだったんですか、団長のこと」

「な、何を……」

　いきなり核心をつかれ、ディアナはどきりとした。自分はそんなにわかりやすかっただろうか。ひょっとして、他の団員たちにも気づかれているのだろうか。

「他の皆は、ディアナさんの団長へのそれを憧れとか尊敬とか……敬慕けいぼの念だと思っているみたいですけれど」

　ジェフリーは長椅子の背に凭もたれ、ランプの炎を見つめている。

「でも、それだけではないんですよね」

「……馬鹿だったのよ、私が」

　さっさと諦めてしまえばいいものを、夢と称した器の中に入れて、大事に大事に取っておいたのだから。

　それにしても、どうしてジェフリーとこんな話をしているのだろう。いつもはどうしようもない誘いばかりをかけてくる人なのに、今はなんだかまともな話をしている気がする。

　ディアナのよく知る男性──と言っても、父親と二人の兄だけであるが──というものは、女性が泣いていると瞬く間に逃げ出してしまう存在であった。たとえその涙の責任が自分に無かったとしても、目の前で女性が泣いていると気まずそうに、そそくさと去って行ってしまう。

　だが、ジェフリーはそうではなかった。普段は飄々としているジェフリーが一瞬だけ狼狽の色を見せた時は──自分が動転している状態であるにもかかわらず──いい気味だと、仄暗い満足感がディアナの心を過っていったが、彼はすぐに持ち直した。きっと、女性の扱いに慣れているのだろう。自身が女性を泣かせたことも多いのかもしれない。

　ランプの灯りだけにしては、部屋の中がよく見えると思った。今夜は満月なのだろうか。確かめようと窓を振り返ろうとした時、ジェフリーの顔が近づいてきた。

　サイドの髪がひと房持ち上げられて、こめかみに唇を受け、ディアナは目を見開く。

「あ、あの……？」

「俺も、ディアナさんは馬鹿だと思います」

　彼の身体が妙に近い距離にある。ディアナは仰け反って身を離そうとしたが、肩にはすでにジェフリーの腕が回されていた。

「俺、あなたが自分の部屋へ入るところを見たら、広間に戻るつもりだったんですよ」

　肩を引き寄せられて顎に手を添えられ、今度は口づけられる。慌ててもがくと、ジェフリーの手に力がこもってディアナは動けなくなった。

　思わぬ展開にディアナの思考は停止したが、ジェフリーから良い香りが漂っていることはわかる。先ほど渡されたハンカチと同じ香りだ。彼が顔の角度を変え、ディアナの唇を舐めた。

「……！」

　身体に甘い痺れが走り、ディアナは声をあげそうになった。その隙を突くようにして、彼の舌が侵入してくる。それはディアナの舌を絡め取って誘うように蠢いたが、ディアナは驚きのあまり目を見開いたまま固まっていた。ジェフリーは口づけにディアナが応えないと知ると、今度は好き勝手にその口の中を蹂躙し始めた。

「ん、んんっ」

「それなのに、あなたは部屋の鍵を失くした挙句、俺の部屋までのこのことついて来た。ディアナさん、あなた、何やってるんですか」

　彼は一度顔を離したが、またすぐにキスを続ける。ディアナの感じていた甘い痺れは、いつの間にか身体中に広がっていた。

「俺の部屋なんかに入ったら、どんなことになるか想像つくでしょう」

「ん……」

「だから、あなたは馬鹿だと言ったんです」

　本当だ。私、何やってるんだろう……ディアナは思った。突然恋を失って、傷心を周囲に悟られぬように酒を呷りダンスに興じたものの、結局は自分で制御できないほどに酩酊し、一番見られたくない相手に醜態を晒してしまった。あんな風に子供みたいに泣きわめいてしまうなんて、自分はどれほど傷つき、酔っていたのだろうか。

「ディアナさん、もっと、口を開けてください」

　唇をつけたままジェフリーが囁く。執拗に舌を舐ねぶられ、思わず彼のシャツを掴んだ。

　この男には、もうすでに最悪なところを見られてしまっている。

　……だったら、これ以上悪くなりようがないんじゃない？

　そんな風に思った瞬間、身体から力が抜けていった。もう、なんでもいい。ディアナはおずおずと自分の舌を動かし、彼の口づけに応え始めた。

　口づけは次第に激しさを増し、ジェフリーの手はディアナの身体をまさぐっている。

「んっ、んぅっ……」

　彼の舌で歯列を辿られ、ディアナは小さく呻いて身体を震わせた。

「ディアナさん……」

　ジェフリーは身体を離してディアナを見つめる。彼の呼吸は少し乱れていて、真剣、というよりは切羽詰まったような表情に見えた。彼は一度大きく息をつくと、ディアナの身体を抱きかかえて寝台へと向かった。

　ディアナを寝台の縁に座らせると、ジェフリーは跪いた。そしてディアナの靴を脱がせ始める。

「あ、あの」

　貴族である彼に従僕じゅうぼくのような真似をされて、ディアナは気後れした。

「俺の両手は女性に仕えるためにあると、言ったでしょう。今夜はあなたに仕えているんです」

　ジェフリーの手は、絹の靴下越しにふくらはぎを辿っていく。やたらと艶めかしい動きに、すでに行為は始まっているとディアナは気がついた。彼は今夜までに、どれだけの女性に仕えてきたのだろう。その仕草はあまりに自然で手慣れているように見える。

　ゆっくりと、とてもゆっくりとジェフリーの指はディアナの足を這い登り、靴下留めのところでまた引き返していく。ジェフリーのキスを受けながら、ディアナは再び身を震わせた。

　ドレスの身ごろを剥がされ、コルセットの紐が緩められたところで、ディアナは後ろへ押し倒されていく。息はすっかり上がっていたが、ジェフリーがディアナの身体に跨った時、寝台が軋んでふと我に返った。

　ドレスの裾は膝上まで捲れあがっているようで、足がすうすうする。コルセットは取り払われており、薄手のシュミーズはまだ身につけてはいるものの、ドレスはかろうじて胴体に引っかかっている状態だ。そんなひどい有様の自分の上にジェフリーが乗っている。

　寝台には月の光が差し込んでいるから、彼にも今のディアナの姿はよく見えていることだろう。赤く燃えるような月が、ジェフリーの肩越しに浮かんでいる。急に羞恥を覚え、両手を胸の前に持ってくると、そこにジェフリーの手が重ねられた。

「ディアナさん。ひょっとしてこういうことは、初めてですか」

「……だったら、どうだって言うの……？」

　ジェフリーにはわかっているのだろう。ディアナにはまったく経験が無いことが。

　ディアナくらいの年齢の女性であれば、もうすでに結婚している場合が多い。でもディアナは片恋を抱え、密かに一喜一憂するだけで精一杯の日々を過ごすことしかできなかった。

　セオドアへの想いを本人に伝えるつもりはまるで無かったし、自分の片恋は誰にも知られぬまま、やがてひっそりと闇に葬られる日が来るのだろうと、そう思っていた。

「だったら、できるだけ優しくしますよ。できるだけ、ね」

　だが、ジェフリーには知られてしまっていた。しかも、酔って泣きわめく恥ずかしい姿まで見られてしまった。

　……ならば、一緒に葬ってしまえばいい。叶わなかった恋も、これから起こることも、すべて一緒に。

「ディアナさんは、何もしないで、ただ感じていればいいんです」

　胸の上から手を引き剥がされる。頬にかかった縺もつれた髪を梳かれ、ジェフリーの顔が下りてきて、ディアナは目を閉じた。






　深い口づけが繰り返されている。舌を絡め、出し入れし、唇を吸われる。ジェフリーの指がシュミーズの胸元の紐を解き、直接肌に触れてくる。彼は乳房の形を確かめるように撫でていたかと思うと、そっと包みこんで柔らかく揉みしだいた。

「……！」

　胸の先端を擦られた時、ディアナの身体はぴくんと跳ね上がった。

「大丈夫ですよ。優しくすると、言ったでしょう……？」

　ジェフリーは硬くなったディアナの胸の先を指でつまみ、細かく刺激した。時折優しく引っ張ったりもする。唇は首筋から鎖骨の辺りを往復していたが、やがて胸元に舌を這わせ、片方の乳首をぺろりと舐める。

「ああっ」

　弄ぶように舌先で刺激され、ディアナは思わずジェフリーの頭を抱えて悲鳴を上げた。

「ディアナさん……感じてくれてますか？」

「ん、わ、わかんな……」

「じゃあ、これはどうですか？」

　ジェフリーはディアナの胸を口に含むと、その先端を吸った。

　心地よい刺激が、びりびりとディアナの全身を駆け抜けていく。

「ふ、うっ」

　彼は音を立てて乳首を吸ったかと思えば、その周りを唾液で潤わせ、息を吹きかけ、舌の先で転がすようにした。

　信じられない。あの、ジェフリーとこんなことをしている。こんなことをされている。

「あ、ああ、ん……」

　身体を愛撫されて、艶めかしい声が出た。こんな声が自分から出るなんて知らなかった。

　ディアナは足の間が熱くなってくる感覚を覚え、もじもじと膝を合わせる。

「ああ。そういえばドレス、皺になってしまいますね」

　ジェフリーはディアナの腰を掴んで持ち上げると、いとも簡単にドレスとシュミーズを取り去ってしまう。ジェフリーの手はするするとディアナのお腹に下りていき、下穿きの縁のところで止まった。

「全部脱がせますけど、構いませんよね」

　ディアナが駄目と言っても聞くつもりは無かったのだろう。彼は返事を待たずに下穿きを下ろしていった。

「や、ま、まって……」

　他人に下着を脱がされるなんて。あまりの恥ずかしさにディアナは身を起こそうとしたが、ジェフリーの方が早かった。彼はディアナの足の間に指を滑り込ませる。

「でもディアナさん濡れてます。感じてくれてるんですよね……ほら」

「あ！」

　濡れた襞の間をジェフリーの指が滑らかに行き来し、真ん中の蕾を優しく擦る。起き上がろうとしていたディアナの肘は、かくんと折れた。身体の力が抜けていく。だが、指を入れられた時、ディアナは再び身を固くした。

「う」

「……痛いですか」

「いえ、でも……なんだか」

　異物感は拭えない。自分の身体の中に他人の……ジェフリーの指が入っているのだ。

「そうですね、ディアナさんの中、すごくきつい。もっと慣らした方がいいかな」

　ジェフリーはディアナの胸の間に口づけると、顔をお腹の方へ動かしていく。彼の唇がどこに向かっているのかを悟った時、ディアナは抗議の悲鳴を上げた。

「や、やだ！　何してるのっ」

「言ったでしょう、俺の両手と唇は女性に仕えるためにあるって」

「うそ、や、ああっ」

　両手のことは聞いた。でも唇まで仕えるなんて聞いてない。膝の裏にジェフリーの手が添えられて、彼の眼前にディアナの秘所が暴かれるかたちになった。

「や、やだぁ……」

　羞恥に頬が熱くなり、思わずディアナは両手で顔を隠す。

　ジェフリーの舌が秘裂を舐め上げ、花芯をつつく。ディアナの中を彼の指が往復するたびに、卑猥な音がした。

「や、だめ、」

「指、二本入るようになりましたよ。ほら」

　自分の中で、ジェフリーの指が広げられたのがわかった。彼はそうしてディアナの中を擦りながら、溢れた蜜を音を立てて吸いあげている。

「あ、ああ……だめ、だめ……」

　ディアナはうわ言のように呟く。やや強く花芯を舐られた時、うわ言は悲鳴に変わってディアナは達した。一瞬息が止まって、頭の中が真っ白になる。今夜起こったたくさんの出来事──衝撃と哀しみと困惑と羞恥と……とにかく、様々なもの──が快楽と混じって、いっぺんに弾けたみたいだった。

　なんとか呼吸を整えようとしていると、ジェフリーは身体を起こして自分が着ているものを脱ぎ、ディアナに覆いかぶさってきた。

「最初は、痛みがあるかもしれません」

　彼はそう言って自分の強張りを持ち、ディアナにあてがう。月明かりだけでは詳しい形まではわからない。だが、ディアナの想像よりもずっと大きいものだということは、はっきりとわかった。

　そんなの、入るわけがない。

　ディアナは急に恐ろしくなった。

「ちょ、ちょっと待って」

　身体を捩ってジェフリーから距離をとろうとしたが、腰を捕まえられてしまった。

「俺は、もう待てません……」

　そう囁く彼の表情には、ずいぶんと切羽詰まったものがある。寝台へ運ばれる前に目にしたものと同じだ。いつもは余裕綽々としている彼だが、やはり肉欲には抗えない、そういうことなのだろうか。

　彼はもう一度言った。

「もう、待てません」

「あ……」

　唇を奪われて、ディアナの声は飲み込まれた。熱くて硬いものがディアナの中を押し広げながら入ってくる。彼は一度小さく腰を引き、それから体重をかけて自分を押しつけた。

「ああ！」

「……ディアナさん」

「や。い、痛……」

「すみません。少しだけ、我慢して」

　ちゅっと唇を吸われた。ジェフリーはディアナの頬に、瞼にキスを続ける。そして胸を吸われた時、ディアナは痛みを忘れそうになった。一度、ジェフリーが腰を揺らす。

「まだ痛いですか」

　少し、と答えると彼は動くのを止めて再びディアナに覆いかぶさり、唇で丹念に胸を愛撫し、指では足の間の蕾を弄んだ。

「んっ……」

「ああ。ディアナさんの中、また濡れてきました」

　そしてゆっくりとした抽送ちゅうそうが始まった。ジェフリーが身体を動かすたびに自分が濡れて、動きが滑らかになっていくのがわかる。奥まで突かれると息が止まりそうになるが、もう痛いわけではなかった。

「ディアナさん。今、どんな気分ですか」

　寝台が軋み、濡れた身体のぶつかる音が響いている。自分の両足が、ジェフリーの動きに合わせて揺れていた。

　ジェフリーは優しかった。「今夜だけ」と捨て鉢になって身を任せたものの、この人は本当に女性の扱いに慣れている。こうしてディアナが蕩けさせられるほどに。

　ディアナは徐々にのぼり詰めていた。さっきみたいに、すべてが真っ白になって弾ける感覚が近づいている気がした。

「んっ、ふ……ど、どんな、って……あっ……」

　喘ぎながら呟くと、ジェフリーは自分の背中に回っていたディアナの手を解き、シーツの上に縫いつけるように押さえ込む。一度身体の動きを止めて、腰を深く押しつけたままディアナを見下ろした。

　彼の顔が近づいてくる。口づけられるのだと思った。すでにジェフリーに身を任せ切っていたディアナは瞳を閉じる。

　だがジェフリーはディアナの耳元で熱っぽく、すべてを台無しにするような、下劣な言葉を囁いた。

「だから……嫌いな男に犯されて、今どんな気分かって聞いてるんです」

「え……？」

「大嫌いな俺に犯されて、今、どういう気分でよがってるんですか？」

　冷水を浴びせられたような気がした。

「教えてくださいよ。ねえ、ディアナさん」










06．澱んだ夢の残滓






「団長のこと、よほどショックだったんでしょうね。俺みたいな男に簡単に身体を開くなんて」

「や。は、離れて」

　ディアナは逃れようとしてもがいたが、ジェフリーはびくともしなかった。彼はディアナを組み敷いて、ゆっくりと、だが力強く楔を穿ち始める。

「本当は、団長とこういうことがしたかったんでしょう」

　彼は繋がっている部分から蜜を掬い取ると、花芯に塗りたくった。

「ち、違、あっ……」

「上に乗ってるのが俺で、残念でしたね……でも、こういうのは惚れた方が負けなんです」

　ジェフリーはディアナの身体を折り曲げるようにして腰を持ち上げた。

「ほら。繋がってるところ、見えますか？　毛嫌いしている男と、こんな風に接触してるって、どんな気分ですか」

「ひ、い、嫌……」

　粘つく音を立てている場所を見ると、ジェフリーが動くたびに、彼自身に纏わりついているディアナの体液が光る。

　ディアナは顔を背けたが、ジェフリーは腰を動かしながら花芯に触れ続けていた。

「嫌ですか？　でもディアナさんの中、さっきよりも俺に吸いついてきてますよ。案外、興奮してるんじゃないですか。ああ、ほら、また濡れてきた」

「嘘、嘘よ。離れて……、あっ、やだっ」

　すでに痛みや違和感はなく、結合部が擦れるたびに、奥を突かれるたびに自分の中がぎゅっと締まるのがわかる。

「ディアナさん、もしかして、いきそうなんじゃないですか？」

「や、いや、アッ……あああっ」

　ひどい言葉を投げかけられながら達した自分が信じられなかった。ディアナが身体を震わせてぐったりした直後、ジェフリーは腰を引いて小さく呻く。お腹の上に生暖かいものがかかった。

　ディアナは呆然と上方を見上げていたが、お腹を布で拭われた時、唐突に思い出した。

「鍵」

　むくりと起き上がる。鍵の在処、どうして今まで思い出せなかったのだろう。

「……ディアナさん？」

「鍵」

　ディアナは辺りに散らばった衣服をかき集め、身につけようとして途方に暮れた。コルセットの紐は後ろ側にあるから一人では締められない。コルセットを締めなければ、ドレスも入らないだろう。

「もう、戻るんですか？　身体、平気なんですか」

　肩にジェフリーの手が置かれた。

　何を、ぬけぬけと──そんな感情が湧き起こり、ディアナは振り返ると思い切りジェフリーの頬を打った。薄闇に、ばちんと大きな音が響き渡る。

「……力、結構強いですね」

　ジェフリーは怒る様子も驚く様子もなく、毒づくわけでもなく、

「一人で着られますか。手伝いましょうか」

　そう淡々と喋る。ジェフリーに手伝ってもらうくらいならば、裸で廊下を駆け抜けた方がずっとましだと思いながら、ディアナはなんとかドレスを着ようと試みた。

「じゃあ、俺の外套、貸しますよ」

　目の前に外套を差し出され、ディアナはひったくるようにそれを受け取って身体を包む。そして一目散にジェフリーの部屋から飛び出した。






　自室までの道のりで、誰にも会わなかったのは運が良かった。ディアナは自室の少し手前に飾られている花瓶──花が活けてあることは殆どない──のところで立ち止まり、中に手を入れて鍵を取り出した。パーティーへ向かう際、部屋の鍵を閉めた後でこれを持ち歩けないことに気づき、苦し紛れに放り込んでおいたのだ。すっかり忘れていた。こんなことなら、カメオのペンダントと一緒に首にぶら下げておけばよかったと後悔した。

　部屋に入ると視界に見慣れた光景が広がって、ようやく日常に戻ってきた気がした。

　日常？　……いや、違う。ディアナは下腹部の鈍い痛みを意識した。自分はもう、さっきまでの自分ではなくなってしまったのだ。馴染んだはずの部屋の中で、自分だけが異質な存在として浮いている。そんな風に思えた。

　ディアナはおざなりに着込んでいたドレスから部屋着に着替えると、水場へ行って盥たらいに水を汲んで戻ってきた。布を浸して身体を拭きながら、本当に馬鹿なことをしたと思った。失恋して、酔っぱらって、泣き顔まで見せて、甘い言葉をかけられて、ころりと参ってしまったのだ。単純にもほどがある。

　これまでのディアナに対して嫌味かと思うほどの遜る態度、軽く飄々とした笑顔の陰にちらつく底意地の悪さ──ディアナがジェフリーを毛嫌いしていたように、おそらくは彼もディアナのことが嫌いだったのではないだろうか。だからディアナを奪ったタイミングでひどい言葉を投げつけたに違いないと、そう思う。

　今頃ジェフリーは、うわべだけの優しさにころっと騙されて、流されるように身を任せたディアナを馬鹿な女だと笑っているのかもしれない。

　太腿の内側に、赤い点々が散っていた。破瓜はかの血かと思ったが、拭っても取れない。よく見てみれば、鬱血の痕だった。ジェフリーに、口づけの痕をつけられたのだ。「やられた」と思った。あんな男に印をつけられたことを悔しく思ったし、それにまったく気づかなかった自分に腹が立って仕方がなかった。

「やだ……。何よ、これ……」

　こんなことをしても取れるわけがない。わかっていたが、ディアナはごしごしと拭い続けた。






「あっ。ディアナさあん！　夕べはどこ行っちゃってたんですかっ」

　翌朝、近衛騎士団の詰所へ入ると、途端にマーテルの抗議の声が飛んでくる。

「あのまま消えちゃって、部屋に行ってもいないし！　あたし、一人でコルセット外すの大変だったんですよ、もう！」

「ご、ごめんなさいね、マーテル。あの……」

　パーティーが終わった後、マーテルはディアナの部屋を訪ねていたらしい。でもディアナは、ジェフリーの部屋にいた。マーテルには悪いが、すれ違ったのは幸運だった。あんな状態で──ジェフリーの部屋から戻った時の状態で、誰かに対応できたとはとても思えない。

　結局、ディアナは一睡もせずに朝を迎えた。朝食も取っていない。ジェフリーがいたらと思うと、とてもではないが食堂へ向かう気にはなれなかったのだ。

　でも、マーテルに会うのもきつかった。

「あの、私……思っていたより酔っぱらってたみたいで、外のベンチで寝ちゃったの」

　マーテルは大きな瞳をますます見開く。ディアナが本当は何をしていたかを知ったら、彼女はどんな反応をするのだろう。

「ええっ。ディアナさんでもそんなことあるんですか？」

　彼女はきらきらとしていた。ディアナとは違って。

「そんなことって……」

「だってディアナさん、すごくしっかりしてるじゃないですか。酔っぱらってその辺で眠ったなんて、普段のディアナさんからしたら考えられませんよォ」

　マーテルに指摘され、昨夜は普段の自分からしたら考えられないほどに最悪なことをしてしまったと、改めて痛感する。もちろん本当のことなど言えるわけがなかった。

「ああ、それで寝不足みたいな顔してるんですね。ベンチじゃ熟睡できませんもん」

「ディアナが酔っぱらってベンチで寝たって？　珍しいこともあるね」

　そこにセオドアがやって来て口を挟む。

「わ、団長。おはようございます！」

「……おはようございます」

　ディアナは何とか声を絞り出した。できることなら今すぐ消えてしまいたいとさえ思う。

　セオドアの視界に入るのが辛い。居た堪れない。

　自分がもう清らかな身体ではないという事実が、露呈してしまっているのではないか。そんな気がした。自室の風景の中で、自分だけが異質なものに感じられたように、今、この中で自分だけが澱んでいる。

「そういえば、君たちは見たかい」

「見たって、何をですか？」

　セオドアは爽やかな笑みを湛えながら自分の頬を指さし、マーテルの問いに答えた。

「ジェフリーの顔だよ。引っ叩かれたみたいに赤くなってた」

「ええー！」

　死にたい。ほんとに。

　目眩を覚え、ディアナは机の端に手を置いて身体を支えた。

　ディアナの気持ちなど知るはずもない二人は、ジェフリーについての会話を続けている。

「本人は酔って扉にぶつかったって言ってたけど、私にはそうは思えなかったな」

「ちょ、ちょっと、ディアナさん、聞きました？　いったい、誰に引っ叩かれたんでしょうね？」

「え、ええ……」

「彼はヒューゴと訓練場にいたよ。ジェフリーが朝稽古しているのも珍しいよね」

「それは！　ホラ！　誰かと何かあったから、その苛立ちを訓練で発散してるってヤツなんじゃないですかね！」

　拳を握って力説しているマーテルの口を塞いでしまいたかった。だがジェフリーにしてみれば落とした女が一人増えただけの話だ。苛立ちなど感じていないのではないだろうか。

　最悪なことに、ジェフリーに会う機会はすぐにやって来た。マーテルと一緒に昼食を取った後、食堂の入り口でばったりと会ってしまったのだ。セオドアが言っていたように、彼の左の頬は真っ赤になっていた。ぶつかった痕にはとても見えない。誰がどう見ても、平手打ちの痕だった。

「え、あ、えーと。こんにちは、ジェフリーさん」

　話で聞いた以上にあからさまな状態に、さすがのマーテルも動揺を見せた。食堂を行き来する騎士たちも、ジェフリーの顔をじろじろと眺めては、好き勝手に囁き合っているのがわかる。だがジェフリーは堂々としたもので、マーテルに笑顔で答えた。

「こんにちは、マーテル」

　それからディアナに視線を移し、皮肉げに口の端を上げた。

「身体、大丈夫ですか。痛くありませんか」

「な、な……！」

　なんてデリカシーの無い男だろう。ここにはマーテルだっている。それに、自分たちの会話に聞き耳を立てている者だっているかもしれない。何かを仄めかすようなジェフリーの言葉に、ディアナは絶句した。

「……ディアナさん、外のベンチで眠ったんですって？　よく風邪をひきませんでしたね。でも、そんな場所で眠ったんじゃあ、身体が痛いんじゃないですか？　そう思っただけですよ、俺は」

　他に何があるって言うんです？　とでも言いたげにジェフリーは嫌味ったらしく微笑んでいる。この男の、右の頬にも同じ痕をつけてやりたい。ディアナはその衝動を堪えるのに精一杯だった。

　食堂は、基本的にビュッフェ形式となっている。ジェフリーは料理が並んだテーブルの方を眺めた。

「マーテル。今日のメニューで何かおすすめはあるかい」

「それなら、カボチャとレーズンのサラダが美味しかったですよ」

「……サラダにレーズンだって？」

　ジェフリーは信じられないとでも言いたげに首を振り、それはやめておこう、と呟きながら食堂の奥へ消えた。彼を見送りながらマーテルが呟く。

「……ひえぇ。想像以上に凄い痕でしたねェ」

　本当に腹が立つ。それに、大の男がレーズンくらいでみっともない。

「私はサラダにリンゴが入っていても平気だっていうのに」

「……何言ってるんですか、ディアナさん？」

　ジェフリーの頬についた真っ赤な痕は、数日ほど人々の噂になっていたが、彼はメイドや侍女たちに囲まれてよく談笑している。その中の誰かを怒らせたのだろうと思う者が多かったようだ。

　ディアナは、あの夜の出来事をジェフリーが誰かに話したのではないか、そして自分を好奇の目で──ジェフリーの手管に引っかかった女だと──見る者がいるのではないかと気を揉んだが、そのようなことは起こらなかった。少なくとも、自分のわかる範囲では。






　訓練場に、武器のぶつかる音が響いていた。セオドアとジェフリーが刃を交えているのだ。

　近衛騎士は、普段は騎士剣を腰に佩はいている。だが二人が使っている武器は、大型のハルバードだった。槍と斧が一体化した形状の武器で、馬上から振り下ろすととてつもない破壊力を発揮する。重心が不安定だから、扱うにはかなりの腕力が必要だった。小型のものや、軽量化されたものであればディアナでも扱えるが、できることなら遠慮したい代物だ。

　ディアナが近衛騎士になってから二年ほど経つが、護衛任務において剣を抜いた──抜きかけた──のは三度だけだ。一度目は、ヴィクターが乗る馬の前に犬を追いかけて子供が飛び出して来た時。二度目は、盲目の老人がふらふらと現れた時。どちらも反射的に抜きかけただけで、剣を振るうことはなかった。三度目は麻薬中毒者が飛び出して来た時だ。やはり斬ることはなかったが、意味のわからぬことを喚き散らすのでさすがに野放しにはしておけないと、取り押さえて縛いましめた。

　つまり、表立って王族を襲おうとする輩はまずいない、と言える程度にこの国は平和であった。今のところは、ヴィクターと自分の身を守るための剣術を習得していればじゅうぶんである。

　しかし近年、北の隣国レウスタとの小競り合いが度々起こっていた。北方の砦に駐留している騎士団がその都度応戦しているが、本格的な戦に発展することがあれば、ヴィクターは争いを収めるべくフローヴェリア王国軍の元帥として戦場へ向かうことになる。もちろん近衛騎士団も同行する。そんな事態になれば、騎士団員がいつも腰に佩いている騎士剣では心許ない。あらゆる武器を扱えるように、先を見越しての稽古は頻繁に行われていた。

「ひゃあ。あんなの振り回せるの、ヒューゴさんくらいかと思ってたら。あの二人、やりますねえ」

　マーテルは馬上から槍で標的を貫く訓練をしていたが、激しい金属音に手を止めて、向こう側を見ている。稽古中に武器で抉ってしまった地面の穴を踏み固める作業をしていたディアナだったが、マーテルの声にちらりと顔を上げた。セオドアの姿と一緒にジェフリーの姿も目に入り、すぐにまた下を向く。少し前の自分であれば、もっと頻繁にセオドアの勇姿を盗み見ていただろう。今は彼を見ていても辛くなる一方だし、余計な男まで目に入る。

「ジェフリーさんって、優男っぽいのに結構逞しいですよね」

「ふ、ふうん？」

　ディアナは女にしては身長がある方だ。それなりに筋肉もついていると思う。だが、ジェフリーは軽々とディアナを抱き上げたのだから、まあ、逞しいのかもしれない。

　持っていた槍でザクザクと地面をつついてしまい、慌てて足で均ならした。

　内腿に刻まれていた赤い印は、ちょうど今朝、綺麗に消えたところだった。ディアナはジェフリーの痕跡が無くなったことにほっとしていた。

　稽古の後で馬の世話をし、厩舎きゅうしゃの脇に設えられた棚に、木桶を置こうとした時のことだ。ディアナの周囲がふっと暗くなった。背後に誰か来たのだろう。そう思って振り返ると、ジェフリーだったので木桶を取り落としそうになる。彼は壁に手をつき、ディアナの進路を阻んだ。

「今夜。部屋の鍵、開けておいてください」

「な、何……？」

　最初は、何を言われているのかわからなかった。

「また、抱かせてくださいよ」

　ディアナは鋭く息を吸い込んだ。この男は、悪びれる様子もなくとんでもないことを言っている。

「な、な、何を……言っているの」

「何って。また、あなたと寝たいって言ってるんです」

「じょ、冗談じゃないわ」

「どうして。ディアナさん、感じまくってたじゃないですか。悪くはなかったでしょう？」

　ジェフリーに翻弄された夜を思い出し、頬が熱くなった。だが、あれは──。

「あれは……酔っていたのよ。あの日のことは、忘れてちょうだい。私は忘れるわ。私たちには、何もなかったの。そういうこと。もう、仕事以外のことでは話しかけないで」

　ディアナはジェフリーの腕を押し退けた。数歩進んだところで、

「……ばらしますよ」

　ひどく陰湿な声が低く響き、ディアナは振り返る。ジェフリーは厩舎の壁に寄り掛かり、例の皮肉な笑みを浮かべていた。

「ディアナさんが片想いしていた団長がセレスト姫と婚約して、それで捨て鉢になって俺を相手に処女を捨てたんだって、言いふらしますよ」

「な、んですって？」

　怒りの炎が血流に乗って、身体中を駆け巡っていく気がした。

「それ、脅すつもり……？」

　この男はそこまでしてディアナと寝たいのだろうか。いや、彼はディアナを貶めたいだけなのだろう。弱みを握って言うことを聞かせ、それでいい気になっている。そうに違いない。

「誰にばらしましょうか。やっぱり団長かな。それとも、マーテルにしますか。アーヴィンも驚くでしょうね」

「……最低」

「なんとでも仰ってください」

　ジェフリーは恭うやうやしくお辞儀をしてみせる。

「でも、ディアナさん。鍵は開けておいてくれるんでしょう？」

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　ディアナは、おそらく初動を誤ったのだ。

　──綺麗な人だなって思ってたんです。

　──今度、食事を一緒にどうですか。

　ジェフリーの軽薄な言動にディアナはいちいち目くじらを立て、嫌悪感を露わにして煙たがっていた。マーテルや他の女性たちのようにそれを挨拶と受け止め、流すことができなかった。ジェフリーはディアナにとってどんどん目障りな存在となっていき……それなのに傷ついている時に、ちょっと優しくされて、あっさりと陥落してしまった。

　ディアナは声を絞り出した。

「……部屋には来ないで。私が、そっちに行くから」

　私は本当に馬鹿だ。そう思いながら。










07．不器用






　ジェフリーの部屋の扉を、聞こえるか聞こえないか程度の音で静かにノックした。彼はすぐに扉を開けてディアナを見下ろし、にこやかに言う。

「可愛い格好ですね」

　ディアナは非番の時に身に着けるような、普段使いのドレスを着ていた。

　初めは、近衛騎士団の制服を着て行こうかと考えた。それならば夜更けにジェフリーの部屋を訪ねるところを誰かに見られても「仕事に関係する用事があった」と言い訳ができるかもしれない。だがジェフリーの部屋で何が起こるか、何をされるのかわかっているのに、近衛騎士団の制服を身に纏うのは不謹慎である気がしたのだ。

「何か、飲みますか」

　ジェフリーの言葉をよそに、ディアナは一人で寝台の近くまで歩いて行き、ドレスの胸元の紐を解く。

　彼は意外そうに、でも面白そうに片方の眉を上げた。

「もう始めるんですか」

「私はさっさと済ませたいの」

　他人に見られるかもしれない危険を差し置いてディアナがこちらへ出向いたのには理由がある。自分の部屋にジェフリーを入れたくなかったし、何より用事が済んだらさっさと離れてしまいたかったからだ。自室に彼を入れて、それで長々と居座られでもしたら堪らない。

　紐を解き終えてドレスの袖から腕を抜くと、布の塊がストンと足元に落ちる。

「おっと」

　ジェフリーがディアナの前に回った。

「ここからは、俺が脱がせますよ」

　彼はディアナのシュミーズの肩紐に手をかけ、勿体ぶるようにそれをちりちりと弄ぶ。

「プレゼントをもらった時の、包みを開ける作業が好きなんですよね、俺」

　そのまま指は鎖骨を辿り、胸の膨らみに触れるか触れないかのところで再び首筋を這い登る。彼は贈り物を受け取った時、こんな風にじれったく包みを解いていくのだろうか。

「……私は、さっさと済ませて欲しいの」

　もう一度ディアナは言った。

「入れて、出せば、それで終わるんでしょう？」

　その言葉にジェフリーは瞳を丸くする。一拍置いて、彼は肩を揺らして笑い出した。

「ずいぶん、身も蓋もない言い方をしますね」

　彼はディアナの髪の毛に指を差し込む。

「準備のできていない女性に突っ込んでも、男だってそれほど気持ちよくはないですよ。それに、せっかくディアナさんを抱けるんだ。すぐに終わらせるなんて勿体無いです」

　指でディアナの髪の毛を梳きながら、ジェフリーもまた、身も蓋もない言い方をした。

「ディアナさん。何を意地になっているんですか。一度してしまったら、後は何度やったって同じです。あなたも楽しんだらいい……違いますか？」

　唇をこじ開けられ、舌で舌を絡め取られてもディアナは反応せず、ジェフリーのしたいようにさせていた。

「……ディアナさんも、舌、出してください。あなたが協力的でいてくれないと、いつまで経っても終わりませんよ」

　ジェフリーはそう囁いて、再びキスを繰り返す。

「俺はそれでも構いませんが」

　確かにディアナは意地になっているのだろう。彼の言うとおりにするのは癪だった。だがこちらの反応を引きだすためならば、たとえ朝になろうとこの男は口づけを繰り返すのかもしれない。いやいやながらジェフリーの言葉に従うと、互いの舌の表面が擦れ合う。

「……っ」

　ぞくりとしたものを感じ、ディアナは息をのんだ。

「そうそう、その調子です」

　彼はディアナの後頭部を抱える。噛みつくようにディアナの口の中を貪り、だが、時折優しく唇を触れ合わせる。口を閉じる暇も、満足に呼吸をする余裕もなく、こぼれ出た唾液がディアナの顎を伝って胸元を濡らした。

　ジェフリーはディアナのシュミーズを引き下げて乳房を露わにすると、手のひらでそっと包みこみ、形を確かめるようにやんわりと撫でた。指で絡めとった唾液を胸の先に塗られた時、

「ふっ、んん……」

　ディアナは思わずジェフリーの腕にしがみついた。彼の声音が愉快そうなものになる。

「おや。立っていられないですか」

「ち、ちが」

　ジェフリーはディアナを寝台に押しころがして覆いかぶさると、今度は音を立てて胸を吸った。もう一方の乳房はリズミカルに揉まれ、時折先端を押しつぶすように刺激される。
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「ふ、ぅう……」

　望んでこんなことをしているわけじゃない。そう思うのに──いや、本意ではないと思えば思うほどに──どうしようもなく感じてしまって、だが翻弄されるままに声を上げるのも悔しくて、ディアナは唇を引き結んだ。乳首を食まれ、舌先で弄ばれ、喘ぐのを堪えながらジェフリーのシャツをぎゅっと掴む。

「ディアナさん、めちゃくちゃ濡れてるじゃないですか」

　下穿きを脱がせ、ディアナの足の間に触れたジェフリーが、面白がるように囁いた。

「ずいぶん静かだから、てっきり、感じてないんじゃないかと……ひょっとして、声、我慢してるんですか」

　ディアナは顔を背けた。

「ああ、ディアナさんのここ、熱いし柔らかくなってます。指、いっぺんに二本入りましたよ」

　ジェフリーが指を動かすと、辺りに粘つく水音が響き渡る。

「ほら」

「や、やだっ、音が……」

「ディアナさんがもっと声を出せば、聞こえなくなるんじゃないですか？　ほら、ほら」

「やっ、あ、ああんっ……」

　ジェフリーはわざと音が大きくなるように指を出し入れしている。彼はどうしたらディアナが感じるかを、すべて把握しているみたいだった。そんな気はないのに、彼に煽られて大きな声で喘いでしまう。

「ああーっ」

　自分の中にジェフリーの指を収めたまま、胸を吸われて花芯を擦られ、ディアナは悲鳴を上げて達した。

「ディアナさん、すごく感じやすいですね。ほんとにこの前まで処女だったんですか」

　ジェフリーは身体を起こすと、手早く自分の服を脱いでいく。そしてディアナの膝を割り、そのまま自分を押しつけてきた。達したばかりで力の抜けていたディアナは、あっさりと侵入を許してしまう。

「ん、うっ……」

「まだちょっときついですね、痛いですか」

　彼はディアナの腰を押さえ、慎重な動きで自身を根元まで収めていった。

「痛くは、ない、けど……」

　初めての時ほど痛くはない。けれど自分の身体を内側から押し広げられて、息苦しい。

「そのうちディアナさんの中が、俺の形を覚えてくれるようになりますよ」

「そのうちって……」

　彼はこの逢瀬を繰り返そうとしているのだ。

　冗談じゃない。そう訴えたくて身体を起こそうとしたが、ジェフリーは腰にぐっと力を入れ、自分の楔でディアナをシーツに押しつけるようにした。

「あっ……」

「言ったでしょう。一度してしまったら、後は何度やっても同じだって」

　ジェフリーはそのまま動かずに、ディアナの花芯を優しく撫でては時折刺激するように捏ねる。

「あ、は……」

「こうするとディアナさんの中が……すごく締まる。本当に感じやすいんですね」

　ジェフリーはディアナの脇に手をつき、腰を揺らし始めた。

　そしてまた、心無いことを言った。

「やっぱり、自分が団長と情交しているところを想像して、一人で慰めたりしていたんですか」

「な……！」

「あなたの想像の中では、何回くらい団長とやったんですか」

　この前もそうだった。ジェフリーはディアナを貫き、逃げられないようにした後でひどい言葉を投げつける。受け入れる前にこんなことを言われていたら、ディアナはジェフリーを蹴り飛ばして寝台を下りていただろう。

「そういえば、こないだの質問の答え、まだ聞いてませんでした。嫌いな男に犯されてどんな気持ちですか？　悪くはないんでしょう？　ほら、こうしている間にもディアナさん濡れてきてる」

「や、やだ、うそ……」

「嘘じゃありませんよ。音、聞こえるでしょう」

　ジェフリーはそこで言葉を切る。濡れた肌がぶつかる音と、ぐちゅぐちゅと、ジェフリーがディアナの中をかき回す音が聞こえる。彼が動くたびに、身体中に甘い痺れが広がった。

「あっ、や、やだぁ……」

「もしかして、意地悪言われて興奮する性質たちですか」

「ちが、あっ」

「可哀想に、ディアナさん。長いこと、団長に片想いしてたのに」

　長いこと──そうだ。騎士団が発足した時に抱いた淡い憧れは、月日とともにどんどん募っていった。ジェフリーは、ディアナの気持ちをいつから知っていたのだろう。

「さっさと告白していれば、今頃あなたを抱いているのは、団長だったかもしれませんよ」

　あり得ない。そんなわけはない。セオドアは手の届かない存在だ。だから誰にも知られないように、彼に対する想いをひっそりとひっそりと隠して育てていたのだ。

「初めから叶わないと知っていたのなら、早いうちに諦めればよかったんです」

　ジェフリーがディアナの足を自分の肩にかけて、激しく穿うがち出した。最も深い場所を突かれ、ディアナは喉を仰け反らせる。

「あ、ああっ」

「好きだと告げることも、諦めることもしないで、ディアナさん……あなた、二年も何やってたんですか」

　だったらどうすればよかったのだろう──ジェフリーの言葉に、頭の中で反論しようとしたが、何も考えられなくなった。

「不器用な人ですね」






　ディアナのお腹の上から、ジェフリーが情交の痕跡を拭い取った。彼はそのままディアナの肩を抱いて額に口づける。まるで恋人を慈しむような行動にムカムカとしてきて、ディアナはジェフリーを押し退けた。

「この……」

「ディアナさん？」

「こ、の……サディスト！」

　ディアナは枕を掴みとり、思い切りジェフリーの顔を叩いた。辺りに羽毛が舞い散る。

　腹立たしいことにディアナの罵倒は何の効果ももたらさなかった。ジェフリーはただ肩を揺らして笑っている。彼にくるりと背を向けて靴下を身に着けた時、また内腿の赤い点々が目に入った。

「な、こ、これ」

　いつの間につけられたのだろう。訊ねたところで「ディアナさんがよがって感じまくってうわ言を言ってる隙につけたんですよ」なんて返事が返ってきたら──この男なら本当に言いそうだ──、自分はジェフリーを殺してしまうに違いない。ああ、でも、それもいいかもしれない。さて、どうやって彼を殺そうか。そんな衝動と戦っていると、ジェフリーが言った。

「ディアナさんだって、俺に痕つけたでしょう。ほら」

　ジェフリーの背中には爪痕がついていた。たった今作った傷のようで、それは赤く腫れあがり始めている。それから、以前つけてしまったものだろうか……？　ほぼ治りかけたひっかき傷まであった。

「あと、ここも」

　ジェフリーが二の腕を指すと、そこには食い込んだ爪の痕が残っている。

「浴場に行く時間も考えなくちゃいけないし、訓練の後、裸になって水をかぶることもできません。でもディアナさんの場所なら、簡単には他人の目につきませんよ。それこそ、情交しようと思わなければね」

　ジェフリーの傷は、自分がよがって感じまくってうわ言を言いながらつけてしまったらしい。目の前に示され、衝撃と羞恥でディアナは何も言えなくなった。

「ディアナさん。その印が消える前に、また俺の部屋に来てくださいよ。誘う度に、厩舎の横でしたようなやり取りをするよりは、わかりやすくて簡単でいいでしょう」

　ジェフリーは厩舎の脇でディアナを脅した。セオドアを好きだったこと、自分と寝たことを皆にばらすと言って。

「……本当に、見下げ果てた男ね」

「そんなの、わかりきっていたことじゃないですか。だから俺を毛嫌いしてたんでしょう？」

　ジェフリーの言うとおりだ。弱っていたところに、ちょっと優しくされてふらついてしまったのは自分なのだ。ディアナは無言で下着をつけ、ドレスに袖を通す。

「ディアナさん」

　部屋を出る時にジェフリーが言った。

「また、こうして会ってくれるんですよね」

　その印が消える前に──。

　先ほど彼に言われた科白が蘇る。ディアナには選択肢が無いのだから、そうするしかない。わかり切った質問に答える必要はないだろう。ディアナは廊下を見渡して人の気配が無いことを確かめると、彼を振り返りもせずにその部屋を後にした。










08．嘘つき






「……だからあたし、それから彼とは口きいてないんです！」

「なるほど、それはひどい話だ」

「でしょう？　ほんとはぶん殴ってやりたいくらいなんですけど！」

「ははは、そうされても、君の彼は文句を言えないと思うね」

「ちょっと、ジェフリー様。あたしの話も聞いてくださぁい。あのね、城に出入りしてる庭師がいるんですけどォ、その人、あたしにね……」

　宿舎の入り口の近くで、ジェフリーはメイドの娘たちに取り囲まれている。彼はいつも女の子たちと楽しそうに喋っているが、何を話しているのかと思えば、どうやらメイドたちの恋の相談に乗っているようだ。

　女性と一緒になって色恋沙汰で騒ぐなど、男らしくない、とディアナは思う。いつもこんな話をしているのだろうか。彼は……あの中の誰かと寝たことがあるのだろうか。

　身体を繋げる行為は、夫婦か、結婚を約束した恋人たちがするものだとディアナは認識している。少なくとも、ジェフリーと関係してしまうまではそう思っていた。

　しかし男性の方は相手に対する愛情が無くてもできるらしい。きっと、快く思っていない相手を貶めるためだとしても、行為に及べるのだろう。ジェフリーが、ディアナにしているように。

　だが、他の女性とはどのようにしているのだろう。もっと甘い言葉を囁くのだろうか。彼の腕の中がどんな風なのか、知っている女性はどれくらいいるのだろうか。

　そこまで考えて、ディアナは首を振った。ジェフリーの情事の相手など、自分には関係のないことだ。それに、今は仕事の話をするために彼を探していたのである。

「……ジェフリー殿」

「でも、いきなり二人で夜の食事って、ちょっと警戒するべきですよねえ？」

「うーん、そうだね。こっちから、ランチにしないかって提案してみたらどうかな。それで、相手の反応を見てさ……」

「やっぱり、そう思いますぅ？」

「ジェフリー・オレルス・クライアー殿！」

　ディアナは、メイドに囲まれてへらへらと笑っているジェフリーの名を、区切りながらフルネームで呼んだ。メイドたちはあっと顔色を変え、蜘蛛の子を散らすように去っていく。ジェフリーは気怠そうにこちらを振り返ったが、ディアナの姿を認めると例の皮肉な笑みを浮かべた。

「ディアナさん。俺に、何か用ですか」

　──ディアナさん。

　熱い吐息とともに、耳元で囁かれる声。認めるのは悔しいが、あんな風に求められたら、蕩けてしまう女性は多いのだろう。ディアナのように。

「……ディアナさん？」

　だがこの男にとっては、自分に籠絡ろうらくされた愚かな女が一人増えただけに過ぎない。きっと、そうなのだ──……。

「殿下が」

「……ええ、殿下が？」

　ディアナの口から「殿下」という言葉が出た瞬間、彼の纏う雰囲気が変わった。こんな風に、途端に騎士の顔になるからますます憎たらしい。

　仮にジェフリーが仕事のできない男であれば、ディアナは彼をもっと見下していただろう。休憩時には女性に囲まれて締まりのない顔で喋っていることが多いが、だからと言って彼は職務を放棄しているわけではなかった。遅刻はないし病欠もない。重たい武器を振り回せるし、騎士団内の誰かと揉め事を起こすことも無く、人間関係は非常に良好だと窺える。もちろんディアナ以外とは、だが。

「殿下が急に出かけることになったの。だから、護衛について」

「今日は殿下の公務はないって聞いてますけど、ひょっとして、風華園ふうげえんですか」

「多分ね」

　風華園とは、いわゆる高級娼館だ。ヴィクターがそういった場所へ赴くことに初めは驚いたし、嫌悪感に似たものを覚えた。しかしよくよく考えてみれば、ヴィクターには現在のところ正妃も寵姫ちょうきもいない。国王に代わり公務をこなし、城の中では常に誰かが傍にいる。ヴィクターのような者にこそ、こういった息抜きは必要なのかもしれないと、そのうちディアナも思うようになった。

「今からだと、泊まりになりますかね」

　ジェフリーが空を見上げる。陽は傾き始めていた。






　ヴィクターの馬車が出立するのを見送り、ディアナは詰所へ向かった。扉を開けるなり、大口を開けてアップルパイを食べようとしているマーテルと目が合った。

「あ。ディアナさんも食べませんか？」

　そう言って彼女はアップルパイの入った箱を、ディアナの前に広げる。

「さっき城下に出た時に、買ってきたんです。ジェフリーさんが、ここのお店のが美味しいって教えてくれたんですよ」

　彼は、マーテルとは城下町にあるお店についてよく話しているようだった。新しい菓子屋ができたとか、雑貨店が改装して綺麗になっていたとか、そういった話題だ。美味しい店だの色恋の話だの、本当に女みたいだと思う。まあ、あれだけ女性と喋っている時間が多ければ、詳しくもなるのだろう。

　ディアナは黒板にヴィクターが出掛けた先と、護衛についたメンバーをチョークで書き込んだ。すると、黒板を確認したマーテルが言った。

「あっ。殿下、風華園に行ったんですか？　あたしも行ってみたいなあ」

　ヴィクターの行き先が娼館や酒場である場合、ディアナとマーテルが護衛につくことは無い。どうやら「女性だから」という理由で配慮されているようなのだ。

「ダラスさんは行ったことありますよね。どんな所なんですか？」

　マーテルは本や書類の山の向こうにいるダラスを振り返った。彼は本の隙間からこちらを見やる。

「特に変わった場所ではないよ。高級な宿みたいなものだ。私たちは殿下を待つ間、空いている客間に通される。下働きの娘の出入りはあるが『その手の女性』とは顔を合わせる機会も無いな」

「ふうん……あたし、まず、高級な宿がどんなものかを知らないんですよねえ」

「では今度、私の代わりに護衛につくかい？　しかし、君は物好きだな」

「え？　だって殿下の私用での護衛につくと、ほら。特別なお手当てが出るじゃないですか」

　マーテルの言うとおり、給金にはちょっと色がつく。そもそもヴィクターの私用の外出は大抵が風華園か高級酒場だから、ディアナもそのお手当てとやらを受け取ったことはない。

「あたし、弟に靴買ってあげるって約束しちゃったんですよぅ」

「なるほど、君の目的はそっちか」

「もちろん、風華園がどんな所か見てみたいってのもありますけどね。そろそろダラスさんも休憩にして、一緒にアップルパイ食べましょうよ」

「うむ」

　ダラスは窓の外を見た。陽は落ちていて、星が瞬き始めている。

「この分だと、殿下の帰りは明朝になるだろうな」

　殿下について行った者たちは午前休になって、朝稽古には出てこないだろう、と明朝の予定についてダラスはぶつぶつと言いながら、ようやく腰を上げ、本の山の向こうからこちらへ這い出てくる。

「そうだ。あたし、厨房に行って生クリームもらってきましょうか？　アップルパイにつけて食べたら、絶対に美味しいですよね！」

「……君はまだ食べるつもりなのか。それで四つ目じゃないのか？」

「ぎゃっ。ダラスさん、数えてたんですか？　もうっ、人が悪い。本に埋もれててこっち見てないかと思ってたのに」

　二人の会話を聞きながら、ディアナは内腿についた赤い印のことを思った。

　ジェフリーの部屋へ行くのを先延ばしにしていたら、今朝見た時、印は消えかけていた。今夜辺り、彼の元へ行かなくてはならない。そう考えると気が重かったが、どうやらジェフリーは不在らしい。彼を訪ねるのは明日になるだろう。

　彼はまた、ディアナをさんざん蕩けさせて奪った後に、意地の悪い言葉を投げかけてくるに違いない。

　──好きだと告げることも、諦めることもしないで、ディアナさん……あなた、二年も何やってたんですか。

　──不器用な人ですね。

　ほんとに嫌な男。

　……でも、彼の言うとおりだ。






「貴方は私のこと、いい気味だと思っているんでしょうね」

　次の日の夜、ジェフリーにドレスの紐を解かれながら、ディアナは言った。

「いい気味？　何言ってるんですか、ディアナさん」

「だって私のこと、嫌いなんでしょう。言いなりにできて、気分がいい？」

「…………。」

　彼はぴたりと止まってディアナを見つめ、二度ほど大きく呼吸した。妙な間だったが、図星を突かれたせいに違いないとディアナは思った。

　だがジェフリーはすぐに柔らかな微笑みを取り戻し、ディアナを脱がせる作業の続きに入る。

「俺がディアナさんを嫌い？　そんなことありませんよ、好きですよ」

　ドレスが足元に落ちて、ディアナは下着だけの姿になる。

「俺ずっとディアナさんとやりたいなって思ってたんです。俺のアレであなたの襞を捲り上げてヒィヒィ啼かせて、えずくまで咥えさせて、それから俺が出したものでべとべとに汚してやりたいって、前から思ってましたよ」

「な、そ……！」

　そんなのは好きと言わない。好きな人に言う科白でもない。

「ああ。でも、咥えるのはいいです。なんだか、噛まれそうだし」

　絶句しているうちに肩を掴まれて下着越しに乳首を吸われ、ディアナは喘いだ。

「ひゃ、あっ……」

「ディアナさん、自分が男からどんな風に見られてるか、考えたことありますか」

　彼はそう問い、硬くなったディアナの乳首を軽く食む。

「どうって、あっ……」

「清楚で、透明感があって、凛としてる。生真面目な性格も、濃いグリーンの瞳も、シナモン色の真っ直ぐな髪もいいですね。形のいい額も、すごく魅力的ですよ」

　ジェフリーはディアナの髪を掬すくい取ると、今度は首筋に舌を這わせた。

「男は、あなたみたいな……まっさらな雪みたいに穢れない人が乱れる姿を想像するのが大好きなんです。ディアナさんの痴態を想像して、手淫する野郎は多いんじゃないかな」

「やだ、そんな……」

　考えたことも無かった。ディアナは男の生理について詳しいわけではない。だからジェフリーの言っていることが本当なのか、ディアナを不愉快にするための方便なのか、わからなかった。

「俺は想像の中で、数えきれないくらいあなたを穢しましたよ。アーヴィンだってダラスだって、手淫のお供にあなたを使ったこと、あるんじゃないかな。もしかしたら、団長だって」

「やめてよ、そんなこと言わないで」

　ディアナはなんとかジェフリーから身を離した。悔しいことに息は上がっている。

「そんなこと言われて、私の気分が良くなるとでも思っているの？」

「違うんですか。ディアナさん、実際、俺にいかがわしい言葉を投げつけられて、興奮してたじゃないですか」

「それが、嫌なの」

　どうしてあんなことを言われながら感じてしまったのだろうと、自分の正気を疑いたくなるし、悔しいし、傷ついている。

「じゃあ、もっと甘い言葉を囁きましょうか」

　ジェフリーはひょいとディアナを抱え上げ、寝台に横たわらせた。

「俺、ディアナさんのこと、好きですよ」

　そこへ覆いかぶさるようにすると、ディアナの髪をさらさらとかき上げ、額に、瞼に唇を落としていく。

「ディアナさんとこんなことできるなんて、夢みたいだ」

　口づけながらシュミーズをたくし上げ、乳房を愛撫する。

「好きです」

　耳元で吐息とともにそう囁かれた時、ディアナの身体中の産毛が逆立ったような気がした。足の間が濡れてくるのがわかる。

　だが、同時にディアナはひどく失望していた。

「好きですよ、ディアナさん」

　嘘つき。と、そう思う。

　たとえ相手がジェフリーでも、心が伴っていない言葉を囁かれるのはとても虚しかった。ひどい言葉を言わないで欲しいと言ったのは自分だ。しかし今彼が口にしている科白も、同じくらい心無くてひどい言葉だと思った。

　女性と寝るためならば、思ってもいないことを平気で口にする男がいるのは知っている。ジェフリーもその類の男というだけの話だ。それなのに、どうしてこんなに虚しいんだろうとディアナは思う。

「可愛いですね、もうこんなに濡れてる」

「あ、ああっ」

　襞から愛液を絡め取られ、花芯を擦られてディアナは呻き声をあげながらジェフリーの首にしがみついた。彼はそのまま顔を落とし、ディアナの唇を塞ぐ。そして指でディアナを弄るのをやめて、自分の強張りをあてがったようだった。だが、まだ挿入はせずにぬるぬると溝に沿って滑らせる。

「もう欲しいですか？」

「ん……」

　とても虚しい行為をしていると頭ではわかっているはずなのに、ディアナの身体はジェフリーを欲していた。彼にしがみついたまま腰を浮かせて迎え入れようとすると、ジェフリーはくすくすと笑いながらディアナの動きを阻んだ。

「可愛いな、ディアナさん。でも、まだ、だめですよ」

　彼は自分のものの先端で、ディアナの蕾を小刻みに突き続ける。それからディアナの耳に唇をくっつけて囁いた。

「俺の名前、呼んでみてください」

「あ、ふ……」

　この責め苦から早く解放されたくて、繋がりそうで繋がらない場所にディアナの意識が向いた。

「聞いてますか、ディアナさん。俺の名前ですよ」

「じぇ、ふ」

「惜しいな」

　ジェフリーは先端だけをディアナの中に入れ、すぐに引っ込める。ディアナの腰は自然と彼を追いかけようとしたが、ジェフリーは同じように腰を引いた。ディアナの額に自分の額をくっつけて、「俺の名前です」ともう一度言う。

「ジェフ、ジェフリー……！」

　うわ言のようになんとか声を絞り出すと、

「良くできました。じゃあ、入れてあげます」

　額への口づけとともにジェフリーが入ってくる。さんざん焦らされた後だったせいか、受け入れると同時にディアナの中は軽く痙攣した。

「あれ、ディアナさん。もういっちゃいましたか」

　ジェフリーは腰を押しつけ、ぴったりと二人の身体をくっつけるとディアナを揺するように動く。

「ふっ、ああ……」

「いいですよ、何度いっても。また、俺の名前呼んでください。気持ちよくしてあげますから」

「ん……ジェ、ジェフ……ジェフリー」

「はい。なんですか、ディアナさん。どうして欲しいですか」

　今夜もまたいいように翻弄されている。だが、ジェフリーはいつものようにディアナの心を抉るような言葉は言わなかった。代わりに彼は、可愛いですね、ディアナさんのこと好きですよ、と心にもない言葉を囁き、優しくディアナを穿ち続ける。

　ジェフリーは捉えどころがない。彼に抱かれる前であったならば、ディアナにとってジェフリーの印象は最悪で、彼の評価など、これ以上は下がりようがないほどであった。濃密な時間を共有するうちに、まずは身体が、そして心が勘違いを始めてしまったのだろうか。

　重たい武器を振り回すジェフリー、メイドに囲まれてへらへらと談笑するジェフリー、意地悪を言いながらディアナを抱くジェフリー。いったい、どれが本当の彼なのだろうと、ディアナはぼんやりと思った。

　……違う。彼がどんな人間だろうと私には関係ない。関係ない。関係ない。

「こうすると、ディアナさん、もっと好いんじゃないですか」

　ジェフリーはディアナの身体をくるりと返して四つん這いにさせ、後ろから突いた。

「あっ、あっ……」

　ディアナの両腕はジェフリーによって後方へ引っ張られ、縛められる形になった。ジェフリーが往復するたびに、ディアナの中の好いところが擦られる。

「ディアナさんの中、またビクビクしてきましたよ」

　ディアナの絶頂が近いと踏んだジェフリーは、焦らすように穿つ速度を変えた。

「あ、」

　反射的に腰を捩じらせて快楽を逃すまいとするディアナの背中に、ジェフリーの静かな笑い声が降ってくる。

「ディアナさん」

　促すように名前を呼ばれ、ディアナは叫んだ。

「ジェ、ジェフリー！　お願いっ……」

「はい、ディアナさん」

　ジェフリーはそう返事をして、再びディアナを誘うように腰を使う。

「あ、ああっ……ああああ！」

　両手を後ろで縛められたまま、ディアナは仰け反って達した。身体を大きく痙攣させた後、がくりと力が抜けて、ディアナは枕へ顔を埋めるように倒れ込む。

　ディアナの中には未だ昂ったジェフリーがいて、彼はディアナの腕を放す代わりに、腰を支えて結合が解けぬようにする。

　肩甲骨の辺りに彼の唇を感じた。

「俺、好きですよ、ディアナさんのこと」

　嘘つき。嘘つき。嘘つき。

　関係ない。

　嘘つき。










09．不可解な焦燥






「あっ。王女様だあ」

　マーテルの声にディアナは顔を上げた。

　訓練場の柵の外に、セレストが取り巻きの侍女たちを連れてやって来ている。騎士団の練習を見に来たのだろうか。婚約者の姿に気づいたセオドアが手を止め、彼女のいる方へ向かった。

　彼らの様子を見守りつつ、マーテルが呟く。

「あたし、思ってたんですけど。あの二人って、恋愛結婚になるんでしょうか。それとも……？」

　セオドアとヴィクターは幼馴染だと聞いている。当然、ヴィクターの妹であるセレストとも、幼い頃から面識があるはずだ。成長するにつれて、彼らの間に愛情が芽生えるようになったのだとしても不思議ではない。

　しかしセオドアは公爵家の当主でもある。加えてヴィクターの側近だ。セレストの嫁ぎ先としては申し分のない家柄と地位である。何らかの取引がなされた、いわゆる政略結婚だとしてもおかしい話ではなかった。

「そうね。どちらであっても不思議はないと思うわ」

　妙なことに、セレストと並ぶセオドアの姿を見ても、ディアナの心は痛まなかった。セオドアを前にした時──清らかでは無くなった自分を彼の眼前に晒しても、後ろめたいと感じる気持ちは無くなっていた。

　そもそも彼に貞節を誓わされていたわけではない。後ろめたいと感じること自体が、おかしな話である。

　その時後ろで、金属音に続いてアーヴィンの叫び声が聞こえた。振り返ると、どうやらジェフリーとの競り合いで打ち負け、剣を吹っ飛ばされたところらしかった。

「ジェフリー、まったく。君は本当に馬鹿力だな」

　アーヴィンは手首を振りながら、落ちた剣を拾いに行く。

「アーヴィン。君はもうちょっと、握力を鍛えた方がいいぞ。俺がアカデミーでやってた握力の特訓を教えてやろうか」

「何か特別な訓練をしていたのかい？」

　ジェフリーは、高い塔のてっぺんからロープをぶら下げて、それを登ると言った。

「無茶だ。途中で疲れて、止めたくなったらどうするんだよ」

「途中で止めて落下死したくないから、皆必死になるんじゃないかな」

　ジェフリーは自分の肘から手首までを辿って示した。

「要は、ここの筋肉を鍛えるわけだから……剣の柄を、握ったり離したりするのを繰り返すことでも、ある程度は鍛えられるぞ」

「それは地味だなあ」

　二人の会話を聞いていたマーテルが身震いした。

「うひゃあ。あたし、アカデミーって貴族のお坊ちゃんたちが行くところだから、無茶な訓練なんてないと思ってました。結構、やりますねえ」

　彼女は感心したようにそう言って、自分の剣の柄を握ったり離したりしている。

　ディアナはもう一度セオドアを見やる。王女付きの侍女たちは気を利かせたのか少し離れたところにおり、今は柵越しにセオドアとセレストが二人だけで話していた。

　それからマーテルに向き直ろうとして、ジェフリーと視線がぶつかった。

　彼はこちらを見ていたのだ。セオドアを見つめるディアナを。一体いつから？　未練がましい女だと彼は思っているのだろうか。そう思われたことがなんだか悔しかった。

　そこでディアナは気づいてしまった。セオドアとセレストを見ても心が痛まない理由に。

　セオドアを恋い慕う気持ちや失恋した自分を憐れむ気持ちは、いつの間にか他の感情に占拠されていたのだ。そう、ジェフリーに対する様々な感情に。

　彼を憎いと思う。女性に囲まれてへらへらしているジェフリーに妙な苛立ちを覚える。一方、男らしくないと見せかけて、アカデミーで厳しい訓練に耐えてきたことには尊敬の念も覚える。そして意地悪を言ったり、熱っぽく甘い言葉を囁いて自分を抱いた彼を思えば、悔しいことに身体が疼いてしまう。

　いつも浮かべている、あの、皮肉で薄っぺらな笑みを引っぺがしてやりたいとも思う。実際にそうしてやったら、一体どんなジェフリーが現れるのだろうか。……そして自分は、本当にそれを見たいと思っているのだろうか？






　ある日の朝、ディアナは寝台から起き上がることができなかった。

　身体の調子は夕べから少しおかしかったのだ。寒気がするから温かくして眠ったはずなのに、今朝の体調はさらに悪化していた。

　頬が痛い。怠くて動けない。

　顔を洗って、着替えて、仕事に行かなくてはとわかっているのに、瞼がとろんと落ちてきてしまう。

「ディアナさん。ディアナさあん！」

　自室の扉をノックする音に、ディアナははっと目を覚ました。マーテルの声だ。カーテンの隙間から入り込む陽射しの明るさからして、とっくに朝ではなくなっていることがわかる。

　二度寝して、遅刻してしまったのだ。それでマーテルが呼びに来たようだ。

　なんたる失態。がばりと起き上がったが、頭がくらくらして再び枕に突っ伏す羽目に陥った。

「ディアナさん、いますか？」

「う、うう……」

「ディアナさん？　具合悪いんですか！」

　なんとか寝台から這い出て、よろめきながら部屋の中を歩き、鍵を開けた。

「ま、マーテル……ごめんね、あの、なんか、具合が」

「ぎゃあっ。ディアナさん、顔色悪いけど大丈夫ですか？　……うわあ、ひどい熱ですよ！」

　マーテルはディアナの頬に触れて飛び上がる。妙に頬が痛いと思っていたが、熱のせいだったようだ。マーテルの甲高い声が頭に響く。だが彼女は熱冷ましの薬湯を持ってきてくれ、皆には説明しておくから寝ているようにとディアナに言って、仕事に戻っていった。

　寝台に入り直したディアナはあっという間に眠りに落ちる。次に目を覚ました時には、辺りは薄暗くなっていた。何をする気にもなれず、また眠り込む。






　次にノックが聞こえた時、部屋の中はすっかり闇に飲まれていた。マーテルは夜も薬湯を持ってくると言っていた──気がする──から、鍵は開けてある。

「どうぞ、開いてるから」

「ディアナさん」

　てっきりマーテルかと思い、ぼんやりと返事をしたものの、入ってきたのはジェフリーだった。「え？」と意外に思ったが、今のディアナに驚いてみせる気力や体力は無い。

　彼はナイトテーブルの上のランプを灯すと、ディアナにどろりとした液体の入ったマグを差し出した。

「薬湯、持ってきました……起き上がれますか」

　ジェフリーが言うには、マーテルはヴィクターの急な外出の護衛について出掛けたらしい。おそらくは風華園だろう。

「彼女、薬湯のことを気にしていたので俺が引き受けたんです」

　薬湯を飲むために起き上がろうとすると、ジェフリーは背中に手を添えてディアナの動きを手助けした。

　薬湯は今朝飲んだものよりもずっと苦く感じられた。ディアナは飲み干した後に顔を顰める。ジェフリーは水差しからグラスに水を注ぎ、ディアナの手にそれを持たせてくれた。

「食欲はありますか。何か食べられるようでしたら、食堂に行ってスープとか持ってきますけど」

「いえ……」

　何も食べたくはない。だが水を一口飲んだ瞬間、自分はひどく喉が渇いていることに気づいて、ひと息にグラスを空にした。

　ジェフリーがもう一度水を注ぐ。彼は今、甲斐甲斐しくディアナの世話を焼いている。まめな男だと思った。

「他に、必要なものはありますか」

「いえ……何も」

　ディアナは二杯目のグラスも空にして、それからゆっくりと身を横たえた。

「見舞いに、花でも持ってこようかと思ったんですけど、具合が悪い時って、いつもと感覚が違うでしょうから」

「ええ、わかるわ」

　普段は良い香りだと思っている花や香水でも、体調が悪い時は煩わしく感じたりもする。

　ジェフリーは盥の水に布を浸して絞ると、ディアナの額を拭った。冷たくて気持ちがよかった。

「ディアナさんの具合、朝よりもひどいんですか」

「……わからない」

　起床時の具合は本当に最悪だった。たっぷりと睡眠をとったぶん回復していると思いたいが、それほど変化はないような気もする。だがそれ以上深く考えることができず、ディアナはそう答えた。

　彼は慎重に、ディアナの頬や首筋も拭っていく。優しく艶めかしい手の動きに、情交の後、彼に身体を拭われたことをぼんやりと思い出した。

「今日は……いえ、しばらくは無理よ」

　ジェフリーは手の動きを止めた。

　そして、ディアナが何を言っているのかに思い当たったようで、表情を強張らせる。

　ディアナの言葉は彼の虚を衝いたのだろうか。ジェフリーにしては珍しい表情だった。

「俺は、そんなつもりは」

「具合が悪いの」

「ディアナさん、俺は、何も……」

　自分は今、とても可愛げのないことを言っている。そんな自覚はあった。だが、体調を崩したまま一日中微睡んだ後の、後ろ向きで刺々しい考えをいったん言葉にしてしまうと、もう止まらなかった。

「したいなら、他をあたって。貴方には、相手をしてくれる女性がたくさんいるのでしょう？」

　いっぺんに吐き出すと、ディアナはジェフリーの返事も待たずに毛布にもぐり込んだ。一瞬の静寂ののち、ぼそりとジェフリーが呟いた。

「……じゃあ、そうさせてもらいます」

　足音が遠ざかり、扉の閉まる音がした。






　売り言葉に、買い言葉というやつだったのかもしれない。

　でも、彼は本当にそうするのかもしれない。

　あの指で他の女性に触れるのだろうか。その人にはどんな風に囁くのだろう。

　いいえ、こんなこと考えるなんて間違っている。

　ジェフリーとはなんでもないもの。

　そうよ、私のことを面倒な女だと思って、このまま忘れてくれればいい。

　……ディアナ、本当にそう思っているの？

　思ってる。そうよ、思ってる。

　もし、一瞬前に時を戻せるのだとしても、私は再び同じことを言うわ。言うんだから。

　後悔なんて、してない。

　でも、どうしてだろう、苦しい。嫌だ。醜い。こんな気持ちは。

　頭が痛い。






　翌朝はマーテルがやって来て食事や着替えの世話をしてくれた。

　彼女は護衛の仕事で初めて行った、高級娼館の内装を興奮気味に教えてくれたが、申し訳ないことにディアナの頭にはあまり内容が入ってこなかった。

　まだ具合が悪かったし、心の中では澱んだ水がどろどろと揺れている。

　夕方になると、ディアナは起き上がって食事を取ることができるようになった。仕事に戻るまでにはもう一日休まなければならなかったが、その間、ジェフリーがディアナの部屋を訪れることはなかった。

　ディアナが復帰しても、ジェフリーとは挨拶と必要最低限の会話をするくらいで、内腿についた印が完全に消えても、彼はディアナに何かを仄めかすような言動は取らなかった。

　そのうちにディアナの月の障りが始まって、ジェフリーの誘いを断る理由ができたが、その間も彼との接触はなかった。

　彼は、他の女性のところに行ったのだ。

　ディアナはそう確信した。

　ジェフリーは一人の女性に執着するようなタイプには見えない。きっと、ディアナの可愛げのなさに呆れて、面倒になったのだろう。

　それに他をあたれと言って、彼を促したのは自分だ。

　──じゃあ、そうさせてもらいます。

　本当にそうしたんだ……。

　一瞬、落ち込みそうになって、ディアナは首を振った。

　だから、何？　彼がいい加減な人間だということは知っていたし、これでよかったじゃない。そうでしょう？

　ジェフリーの方から離れてくれたのならば、ディアナにとっては願ってもない話、のはずである。彼が握っているディアナの秘密は、意味をなさなくなるのだから。秘密を盾に取って情交を迫ってくるようなことも、もうなくなるのだろう。

　ジェフリーは言っていた。どうせなら楽しめと。

　自分は不本意を装いながら、あの濃密なひと時を、きっと、楽しんでいたのだ。

　彼は意地悪を──或いは、甘い言葉を──囁きながらも、どうすれば女性が好くなるのかを熟知していて、ディアナはまんまとそれに乗せられた。

　いとも簡単に高みに放り上げられて、男女の色事に疎い自分は情欲と愛情を切り離すことができずに戸惑っているだけだ。それだけのことなのだ。










10．ひどい人






　その日、宿舎の食堂は混雑していた。

　朝から雨が降っていたせいで、城下町へ繰り出して昼食を済ませる予定だった者たちが、こちらの食堂へとやって来ているのだ。

「混んでますねえ。空いてる席、あるといいんですけど」

「それとも、持ち帰りにする？」

「あ、そうしましょうか」

　ディアナは、マーテルと一緒に人ごみの中を縫うように歩く。

　パンやベーグルを手に取り、チーズや惣菜を挟んで他の場所で食べるために持ち帰る者も多いようだ。二人並んで座れる席を探すよりも、そうした方が良さそうだとディアナは思った。

「君、ねえ、君」

「ちょっと待ってよ」

　人で溢れているから、他人の会話も自然と耳に入ってくる。

「君だってば。レイヴン近衛騎士団の、ディアナちゃん」

　でも、まさか自分のことだとは思わなかった。ディアナは足を止めた。

「そうそう。君だよ」

「へえ、この娘が？」

「綺麗な娘じゃん」

　ディアナを呼んだ騎士たちは団体でテーブルを陣取っている。顔を見たことはあるが、名前までは知らない人たちだった。

「へーえ……」

　彼らはにやにやと、物言いたそうにディアナを眺め回す。印象はかなり悪い。

「ディ、ディアナさん。行きましょ！」

「え、ええ」

　マーテルは「相手にしない方がいい」といち早く悟ったらしく、ディアナの腕を引っ張った。ディアナはマーテルと寄り添うようにその場を離れようとしたが、

「君、宿舎の男部屋の辺り、夜な夜な歩き回ってるみたいじゃん」

　背中に向かって投げかけられた言葉に、ぎくりとして振り返った。これほど人がいるというのに、その男の一言で辺りは静まり返ってしまった。

「で、誰と熱い夜を過ごしてるわけ？」

「ひょっとして、君、遊んでるの？　相手は不特定多数？」

「ディアナちゃあん、俺とも仲良くしてよー」

　周囲の注目など構わないといった様子で、男たちはディアナをからかい、そしてげらげらと笑っている。

「な……」

　何かを言い返そうと思ったが、頼りないため息のようなものが出ただけだった。

　皆がこちらを見ている。早く立ち去った方がいいとわかっているのに、ディアナの足は床に張りついたように動かなかった。近くのテーブルから「ヤダァ」という声が聞こえる。女騎士たちがくすくす笑っていた。あれは確か、近衛騎士になったばかりの時、ディアナを成り上がりの商人の娘だとか、恥知らずだとか言っていた人たちだ。こんな時にそれを思い出すなんて、自分は案外根に持つ方だなと思った。

「ねえねえ、今度は俺の部屋にも来てくれないかな？」

「俺とも遊ぼうよ。いい思いさせてあげるからさあ」

　いや、ディアナの思考は、真正面に立ちはだかった問題から逃避したのだ。

　自分は、どこかで誰かに見られていた。それも、一度ではないようだ。訪ねた先が知られていないだけでも幸運と言うべきだろう。

「ディ、ディアナさん……」

　マーテルは不安げにディアナを見つめている。彼女も、このガラの悪い騎士たちの言い分を信じているのだろうか。だが、嘘ではないのだ。ディアナは確かに、男騎士の居住エリアを夜中にうろついたことがあるのだから。

　ふいに、ディアナと騎士たちの間に割って入る影があった。

　ジェフリーだ。

　彼は、中心となってディアナをからかっていた騎士の肩を掴み、自分の方を向かせた。

「取り消せよ」

「ああ？」

「今の発言を、取り消せと言っているんだ」

「なんだよ、お前は」

　肩を掴まれた騎士は、ジェフリーがディアナと同じ近衛の制服を纏っていることに気づくと、にやりと笑った。

「何？　彼女のナイト気取っちゃってるわけ？」

「ひょっとして、こいつが彼女の相手なんじゃねえの」

「いや、自分も彼女と遊んでもらいたくて必死なんだろ」

　ジェフリーは静かに言った。

「ディアナさんは……違う」

　ディアナにはこの場をどう切り抜けたらいいのか、見当もつかなかった。さっきマーテルが自分にしたように「相手にしちゃだめ。好きに言わせておけばいいから」とジェフリーを宥め、食堂から引っ張り出してしまうべきなのだろう。

　ディアナは視線だけで周囲の様子を窺う。これ以上騒ぎが長引いたら、自分が訪ねていたのは彼の部屋だと、皆に知られてしまうかもしれない。

　周囲の人間は好奇の眼差しを注いでいる。次に何が起こるのか、その出来事が自分たちを楽しませてくれるものであれば、なおよし、といった期待と興奮が彼らの視線から滲みだしていた。

　そして、ガラの悪い騎士たちとジェフリーは、その期待に応えてしまった。

　肩を掴まれていた騎士がひょいとこちらを覗いて、親指でジェフリーを指して言ったのだ。

「ねえ、ディアナちゃあん。こいつとは、もうやったの？」

　ジェフリーの拳が炸裂したのはその直後だ。それはディアナをからかった騎士の顎に命中する。拳を食らった騎士と一緒に椅子は弾き飛ばされ、テーブルはひっくり返った。女騎士や使用人の悲鳴が所々であがったものの、面白がって見ていた男たちの歓声にかき消される。

「ケンカだケンカだ！」

「王太子の近衛の奴と、王城巡警団だぜ」

「どっちに賭ける？」

　向こうのテーブルでは賭けが始まっている。ジェフリーが巡警団の騎士を何人倒せるか、一人も倒せずにボコボコにされてしまうのか、或いは全員倒すのか──賭けはそういう内容だ。

「よし、そこを右だ！」

「今のは深く入ったな」

「おいおい、足にきてるんじゃねえの？」

　賭けに参加していない騎士たちも、好き勝手に野次を飛ばしている。

　互いの騎士団の団長が騒ぎを聞きつけてやって来るまで、激しい殴り合いは続いていた。






　セオドアの執務室の窓を、雨がぱらぱらと叩いている。彼は目の前に立っている騎士二人──ディアナと、ジェフリーだ──を見やり、大きくため息を吐いた。

「他の騎士団との揉め事は困るね」

「申し訳ありません！」

　ディアナは深々と頭を下げた。

「団長、ディアナさんは被害者です。何もしてません。騒いだのは、自分です」

　ジェフリーは親指で唇の端を拭った。指の腹には血がついている。彼は、巡警団の騎士を三人殴り倒したところで後ろから羽交い絞めにされ、お腹と顔に何発かお見舞いされていた。だが「特に治療の必要は無し」と医務室で判断されたらしく、大した手当ても無いままにセオドアの執務室にやって来ている。

「問題になったことの真偽を、今ここで問うつもりはないけれど」

　セオドアの言葉に、ディアナはぎくりとした。こんなことになってしまっては、ディアナの相手がジェフリーだと思った者は多いだろう。ディアナはジェフリーに抱かれるために、男騎士の居住区を夜な夜な歩き回っていたのだと。セオドアもそう思っているのだろうか。

「ジェフリー。君の行動は、仲間の名誉を守るためのものだった……多少、行き過ぎてしまったようだが。向こうの騎士団長には、私からそう説明しておくよ」

　セオドアはいったん言葉を切って、ディアナとジェフリーを見比べた。

「とにかく、ジェフリー。君には三日間の謹慎を言い渡す。それから、ディアナ」

「は、はい」

「謂いわれ無きそしりだったのならば、君は堂々としていればいい」

「は、はい……」

　まったく身に覚えがないわけではない。二度目からは自分の本意ではなかったにしても、ディアナは、実際には楽しんだことになる……きっと。






「あの、ディアナさん」

　セオドアの執務室を出た後、ジェフリーが何かを言いかけたがディアナは構わずに先へ進んだ。目的の場所があるわけではない。ただジェフリーから離れた場所へ行きたかった。でも忌々しいことに、彼はディアナの後をついてくる。

「待ってください」

　ジェフリーに腹が立って仕方が無かった。

　ディアナとの関係に飽きたのならば、そのまま放っておいてくれればよかったのだ。

　食堂で巡警団の騎士たちに絡まれた時だって、多分、そのうちディアナの足が動いて、彼らをやり過ごせたはずだ。なのにジェフリーは、呼んでもいないのにどこからかやって来て、騒ぎを大きくした。

　以前は、ディアナの世界はもっと単純でもっと平和だった。ジェフリーと関わってから碌なことが無い。

「待って、俺じゃないです」

　渡り廊下に差し掛かった時、ジェフリーに腕を掴まれる。ディアナは立ち止まるしかなかった。柱と屋根だけで構成された吹きさらしの渡り廊下では、風が吹くたびに霧のような雨が頬に当たる。

「放して」

「言ったの、俺じゃないです。俺、誰にも喋ってません……あなたのことは」

　彼に言われて、ディアナは「ジェフリーが他人に喋った可能性」について思い当たった。

「もともと俺は、誰にも言うつもりはなかったんです……だって、そうでしょう？　あなたは好奇の視線に晒されて、俺はあなたを抱けなくなる。暴露したって何の意味もないじゃないですか」

「な……じゃ、じゃあ、私は……」

　形だけの脅迫を本気にして、それに屈していたということなのだろうか。ディアナは考えた。きっと、このすぐ後にかつてないほどの怒りが自分を襲うだろうと。

「わ、私は……」

　だが実際は、怒りよりも、諦めに似た感情に襲われた。

　ジェフリーを見上げる。口の端は切れて血が滲んでいる。目の周りは赤黒く腫れあがり始めていた。ひどい顔。いい気味。そう思おうとしたが、無理だった。

「私は、身体どころか心までもいいように弄ばれたということね……楽しかった？　貴方に振り回されてる私を見て、満足した？」

「ディアナさん、俺は……」

「もう、嫌なの」

「ディアナさん」

「嫌なの。全部。貴方に関わるのは嫌なの。私のことは放っておいて。それにもう、貴方とはしない、絶対に」

　ジェフリーにくるりと背を向けたと同時に、彼が言った。

「ディアナさん。俺、あなたが好きなんです」

「貴方は女の子なら皆好きなんでしょう！」

　彼の手を振り払い、ディアナは再び早歩きを始める。

「ディアナさん、聞いてください」

「ついてこないで！」

　前方ではメイドたちが笑いながら、だらだらと歩いている。彼女らに追いついたり追い越したりしたくはなくて、ディアナはすぐ脇にあった部屋へ入った。

　誰かが使った後なのか、中央の長い机には資料や本が山積みになっている。こんなものは身を守る道具にならないとわかっていたが、ディアナは机を回り込んでジェフリーと対峙した。

　分厚い本を投げつけてやろうと手に取り、振りかぶってみせたが、彼が逃げたり怯んだりすることはなかった。

「そのままでいいんで……聞いてくれますか？　俺、ずっとディアナさんのことが好きでした。けど、ディアナさんが俺を嫌ってることは知っていたし、それに、あなたには想いを寄せる相手がいた。だから、身体だけでも欲しかったんです」

「……何を言い出すの？」

　身体だけでも欲しかった？　セオドアの婚約を知って、酔って取り乱した自分を慰めるジェフリーを思い出す。彼は本当に優しかった。「案外、いいところもあるんじゃない？」と騙されてしまうくらいに。その後は意地悪を言ったり脅迫したりと、騎士の風上にも置けぬような言動ばかりとった。

「信じられるわけないじゃない……貴方のあれは、好意を寄せる相手に対するものではないわ」

「ディアナさんは、あのパーティーの夜のこと……『一時の気の迷い』として忘れ去るつもりだったんじゃないですか？　俺は、そうされたくなかったんです。俺は、あなたの一部が手に入るなら、嫌われても構わないと思った」

　こんないい加減な男の言葉に、耳を傾けてはいけない。ここで絆ほだされたらまた振り回される。そう思うが、ジェフリーはひどく寂しげに微笑んでいる。いつもは笑顔と一緒に貼りつけている、軽薄さや皮肉な色は見えないような気がした。

「けど、あなたに他をあたれと言われた時……ディアナさんの具合が悪かった時です。あの時、俺が欲しいのはあなたの身体だけじゃないんだと、そう、思い知りました」

　ディアナがそう告げた後、ジェフリーとの接触はぷつりと途絶えた。ディアナはジェフリーが実際に他をあたって、そちらへ行ったと思っていたが、あれは……。ディアナがぴくりと動くと、ジェフリーは静かに首を振った。

「わかってます。今は、告白するには最悪のタイミングだ。……俺、あなたを不器用だと揶揄したことがありました。気持ちを告げもせず、諦めもせず、何をやっていたのかと──俺のことです。不器用なのは、俺です」

　ジェフリーはディアナに背中を向け、出口の方へ歩いて行った。そしていったん止まり、戸口に手をかける。

「あなたは覚えていないでしょうけれど、俺はあなたに、色恋沙汰は惚れた方が負けだと言ったことがあります。あれも、俺のことですよ」

　そしてジェフリーの姿は消えた。






　彼に関わるまで、ディアナの世界はもっと単純でもっと平和で、もっともっと透明で綺麗だった。

　ジェフリーはその世界に土足で、まるで嵐のように踏み込んできて、滅茶苦茶にしてしまった。

　ふわふわと甘やかな気持ちでセオドアを想っていたかっただけなのに、失恋の傷を静かに癒したかっただけなのに、彼はそうさせてくれなかった。彼が他の女性を抱いたのではないかと……あんな風に澱んだ醜い気持ちが自分の中にあるなんて、知りたくはなかった。

　そして今、ジェフリーはまたディアナの気持ちを散々かき乱して去って行った。






「……ひどい人」

　ディアナの心は、ばらばらに砕けてしまっていた。

　叶わなかった恋と、捨て鉢になって好きでもない──軽蔑すらしている──男に身体を開いてしまった後に残ったものは、透明で綺麗だったはずの、心の残滓ざんしだった。

　四散した欠片を集めて、なんとか元に戻そうとしてみるけれど、ちっとも上手くいかない。
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01．ジェフリー・オレルス・クライアーの事情






　女とは、なんて理不尽な生き物なのだろう。

　ジェフリー・オレルス・クライアーは、クライアー家の領地であるアンバーリッジで子供時代を過ごした。家族は両親と姉のイングリッド、弟のジャスティンがいる。

　二つ年上のイングリッドは──今になって思えば──ジェフリーの女性観を確立させた人物であった。金の巻き毛に大きな青い瞳を持つイングリッド。大人たちは彼女を「可愛いおしゃまな女の子」と呼んでいたが……。







＊＊＊








『姉さん、待ってよ』

『なによ、のろまね。これ以上もたもたしていたら、本当に置いていくわよ』

　イングリッドは唇を尖らせ、髪をかき上げる。彼女の隣には幼馴染のイアンがいた。彼は昼食の入ったバスケットをイングリッドに持たされている。

　子供たちだけでピクニックに出かけたのには理由があった。ジェフリーの弟──のちに、ジャスティンと名づけられる弟だ──が生まれる間際で、屋敷はいつもとは違う物々しい雰囲気に包まれていた。母親は子供たちの相手ができず、父親も妻にかかりきりで、使用人たちも忙しく走り回っている。要は「皆でお外で遊んでいらっしゃい」と言われたわけだ。この時八歳だったイングリッドは、自分よりも身体能力が劣るくせにやたらとついて回るジェフリーを心底うざったく思っていたようだ。

　大人になってからは「どうしてわざわざ、あんな悪魔のような女の後をついて回っていたのだろう。一人で遊んだ方がよっぽどマシだったんじゃないか？」と考えるようになったが、子供の世界は狭い。きっと、仕方がなかったことなのだ。

『イングリッド、ジェフリーは君の弟だろう。ちゃんと、待ってあげなくちゃ』

　姉と同じ年のイアンは銀行家の息子で、普段は王都で暮らしている。この時は父親の休暇に合わせて別荘のあるアンバーリッジを訪れ、クライアー姉弟と行動をともにしていた。

『あら、イアン。私に意見する気？』

『え、そ、そういうわけじゃないけど……』

『ま、いいわ。この辺でごはんにしましょう』

　いつもであればイングリッドの雑言はここからが長いのだが、今日の彼女は機嫌が良かった。これまで外に出かける時は、いつも母親や使用人が一緒であった。子供たちだけで出かけるのが、よほど誇らしかったのだろう。

『はい、あなた。ごはんよ』

　イングリッドはままごとを始めた。

　芝生にブランケットを敷いて、木製の食器を取り出し、そこに使用人が詰めてくれたサンドイッチや冷製チキン、チーズを盛りつける。彼女が「あなた」と呼んだのはイアンのことで、ジェフリーの役はというと……。

『ジェフリー。あんたは、私とイアンが飼っている犬よ。ほら、エサ』

　食器やメニューこそ姉たちと同じものだが、それはぞんざいにブランケットの外側に置かれる。幼心に屈辱のようなものを感じたが、六歳のジェフリーに異論を唱えることはできなかった。

　皿の上のサンドイッチに手を伸ばすと、イングリッドがジェフリーの手の甲をぴしゃりとやった。

『痛っ。なにするんだよ、姉さん』

『ジェフリー。犬はそんな風に食べないわ』

『え。え……？』

『あんたは犬だって言ったでしょう？　這いつくばって、食べなさい』

　イングリッドはジェフリーを見下ろし、彼がそうするのを待っている。

　姉は幼いながらに横暴な人間だった。家族揃って食事をする時も、両親が見ていない隙を見計らって、ジェフリーの皿に自分の人参を入れたりする。大人の目がない今、イングリッドは本領を発揮し始めたのだ。

『這いつくばってなんて、やだよ。そんなの、そんなの……犬みたいじゃないか！』

『だから、あんたは犬だって言ってるでしょう』

『イ、イングリッド……それは、さすがに可哀想だよ』

　有難いことにイアンが味方をしてくれた。

『犬の役は……僕がやるからさ。ジェフリーが君の旦那様をやればいいよ』

『あら、だめよ。弟と夫婦なんて気持ち悪いじゃない』

　イングリッドはジェフリーとイアンを見比べる。

『仕方ないわね、ジェフリー。あんたは私とイアンの赤ちゃんにしてあげる』

　自分がイングリッドの赤ん坊というのも、じゅうぶん気持ちが悪いのだが……？　そう思ったが、子供のジェフリーにこの時抱いた胸の不快感を的確に表す語彙は備わっていなかった。剰あまつさえ、ヒト型である分、さっきよりもマシだと思ってしまったのである。

　イングリッドは腰に手を当て、尊大な口調で言った。

『じゃあ、ジェフリー。おむつを替えてあげるわ。さあ、仰向けになって股を開きなさい』

　ジェフリーは、六歳にして絶望を知った。

『い、犬で……いい、です……』






　あの時のことは、今でもたまに夢に見る。大人たちはイングリッドを「可愛いおしゃまな女の子」と呼んでいたが……ジェフリーにとっては目の前に立ち塞がる暴君、或いはどこまでも後を追ってくる悪鬼のような存在であった。






　年月が経ち、ジェフリーが王都の寄宿学校へ入る頃になると、イングリッドは年頃の娘らしく着飾って夜会などに出席するようになったが、暴君ぶりはやや形を変えて存在し続けていた。

　ジェフリーが休暇を過ごすために生家へ戻った、十四歳の時のことである。イングリッドは外出先から戻ってくるなりジェフリーを相手にがなり立てた。

『ちょっと！　聞いてよ！　イアンったらねえ！』

　どうやらイアンもアンバーリッジに滞在しているようで、二人は近くの町まで芝居を観に行ったらしい。この日は雨上がりで、イングリッドのおろしたての靴はかなり汚れてしまっていた。さすがに町までの移動は馬車であったが、それでも地面を歩く機会はある。ぬかるんだ場所を避けても歩いているうちに泥がはね、水色のサテンの靴は哀れな色に染まっていたようだ。イングリッドの機嫌は急降下し、芝居小屋に到着した辺りから彼女はイアンを無視していたと言った。

『イアンったら、謝りもしないのよ！　そもそも、なぜ私が怒っているのかもわからないみたいなの！　あの鈍感！』

『……でも姉さんの靴がだめになったのは、イアンのせいじゃないだろう？』

　それに、家を出る前に道の状態は予測できていたはずだ。雨上がりにわざわざ新しい靴を履いて行かなくたって、というようなことをジェフリーが言い足すと、イングリッドは大きな目をますます見開いた。

『まあ！　私はイアンのために新しい靴を履いて行ったのよ！　それなのに、イアンったら気づきもしない！　私、イアンが反省して謝ってくるまでは、絶対に口をきいてやらないんだから』

『姉さん。イアンは姉さんがなぜ怒っているのかわからないんだから、謝りようがないよ』

　そもそも、イアンが謝ることなのだろうか？　ジェフリーからすれば、イアンは悪くはない。彼に落ち度があるとしたら、イングリッドのような女につき合って芝居に行ったということくらいだ……それは確かに致命的な失態である。

『勝手に新しい靴を履いていって、勝手に機嫌が悪くなったのは姉さんだろ。むしろ、姉さんの方がイアンに謝──うっ』

『なによ！』

　イングリッドは持っていたレティキュールを振り回す。それはジェフリーの顔に直撃した。

『可愛い女の子が自分のために新しい靴を履いて来たのよ！　紳士ならば普通、そこで気づいて、色々と配慮すべきでしょう！　それなのにあんたってば、私が悪いみたいに言って！』

　いや、悪いのは姉さんだろう。それに、可愛い女の子だって？　いやいや、まずは雨上がりにわざわざ新しい靴を履いてくるなんて普通は思わない。そこまで察してやらなくちゃいけないのか？　無茶言うなよ。

　もうどこから突っ込んでいいのかわからない。

　彼女に言いたい文句は山ほどあったが、百倍になった罵声が返ってくることを思うと、ジェフリーは口を噤むしかない。肩をいからせて部屋を出て行くイングリッドを、ジェフリーは唖然として見送った。

『兄さん……』

　二人のやり取りを聞いていたらしい弟のジャスティンが、ぼそりと言った。

『あのさ。あんまり、姉さんを怒らせないでよ。家の中の空気が、悪くなるからさ』

『え、う、うん。ごめん』

　この時のジャスティンは八歳だったが、イングリッドとは八つも離れているから一緒に遊ぶ機会はあまりなさそうだ。ジェフリーのように虐げられるということはないにしても、完全に委縮してしまっている。弟の将来に不安を覚えた。

　それから朝方になって、再び雨が降り出した。バケツをひっくり返した、と形容してもいいくらいの激しい雨で、おまけに雷も鳴っていた。雷鳴のせいで、朝食には早すぎる時間にジェフリーは目を覚ました。

　階下へ降りると、ちょうどイングリッドが玄関に入ってきたところだった。外套を羽織ってはいるものの、彼女はずぶ濡れだったのでジェフリーは驚く。こんなに朝早くに、彼女はどこへ行っていたというのだろうか。

『……姉さん？』

　訝しげに訊ねると、イングリッドは外套のフードを払い、雨水を滴らせながらこちらへやって来る。その有様とは裏腹に、彼女の瞳はいきいきと輝いていた。

『あのね。私、昨日、あんたに言われたでしょ』

　イングリッドは胸の前で指を組み、うっとりとした表情で続けた。

『それで、イアンに悪いことしたかなって、思ったの』

『う、うん？』

『私、どうしてもイアンに謝りたくて……』

『イアンの家まで行って来たのかい？』

　こんな朝早くに？　こんな天気なのに？　そう訊ねたが、イングリッドの行動はジェフリーの予想の遥か斜め上をいっていた。イングリッドは夜中に目を覚まして、どうしても今謝らなくてはという呪縛にかかり、イアンの家に使いをやって、彼を呼び出したらしい。領地の外れにある、昔の城の跡地に。

『ね、姉さん……』

『私、それでイアンに、昨日はごめんなさい、って』

『何もこんな天気の日に、夜も明けないうちから呼び出さなくたって……』

『でも、イアンは来てくれたわ』

　イアンがやって来たのは、自分の命が惜しいからではないのだろうか。イアンを含め、イングリッドの気まぐれに巻き込まれた人たちのことが気になった。

『叩き起こされて、土砂降りの中、使いに走らされる人間のことも考えなよ』

　向こうの使用人だって、眠っていただろうに対応する羽目になる。ジェフリーは、すごくまっとうなことを言っているはずだった。

『姉さんは自分が謝ってすっきりしたかっただけだろ。だから他人の迷惑も考えずにそんな無茶ができるんだ』

　途端、イングリッドは目をつり上げて怒鳴った。

『なによ！　私は自分が悪いかもって考え直して、それで謝ろうと思ったのよ。じゅうぶんじゃない！　どうしてあんたは私を非難するわけ？　ひどい！』

　ひどいのは姉さんだろう。そう言いたかったが、イングリッドはぎゃんぎゃんと泣き喚き、その騒ぎで両親が起き出してきた。彼らは涙を流す娘を見て、ジェフリーが悪いと言った。ただし、姉弟間の揉め事に対する善悪の判断ではない。「お前は紳士なのだから、女の子をこんな風に泣かせてはいけないよ」と、彼らは言いたいらしかった。

　もう、言い訳をする気にもなれなかった。

　それからも似たような衝突が多々起こり、やがて、ジェフリーは真理に辿り着いた。
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　ジェフリーの辿り着いた真理。それは──。

　まともに女性の相手をしてはいけない。

「相談があるの」なんて持ちかけてくる場合は、絶対に自分の思ったことを言うべきではない。こちらがいくら建設的な意見を述べても、それが相手の望んでいた答えでなければ途端に感情的になって噛みついてくる。どんどん論点がずれていき、終いには「わかってくれないあんたが悪い」という事態に陥ってしまう。相談だろうと報告だろうと、結局は自分に同調してほしくて持ち掛けてくるだけなのだ。

　だが、男が唯一勝てる腕力でねじ伏せようとすれば、たちまち人でなしの烙印を押されてしまうだろう。なんだか腑に落ちない。一時はこの葛藤と戦った。そして、まともに相手をするだけ無駄だと、そう考えるようになった。割り切ってしまえば楽だった。

　そうだね、君の言うとおりだよ、それはひどいねえ……そうは思っていなくても、上辺だけでも同調してやれば、女性の相手は意外に簡単だった。これで自分も相手も、嫌な思いをすることは無い。

　今ならば、あの時のイングリッドの行動──イアンを城跡に呼び出した時のことだ──は「土砂降りの中、謝りに行った健気な私」を称賛し、労って欲しかったのだろうと分析できる。とても理解する気にはなれないが。

　あの強烈な姉と一緒に育ち、よく女嫌いにならなかったものだとしみじみ考えたが、女性に対して一線を引いて接するようになった以上、ある意味では女性不信に陥っていたのかもしれない。

　そして、女性は男に快楽を与えてくれる存在だと識しってから──身を以って識ったのは十六歳の頃だっただろうか──は、一応、敬意のようなものも抱くようになった。

　こうして、上っ面だけの微笑みを浮かべ、思ってもいないことを平気で口にする男、ジェフリー・オレルス・クライアーが出来上がった。

　ちなみに、イングリッドは十九歳でイアンと結婚した。二人が婚約したと聞いた時、姉はイアンの胸にナイフを突きつけて結婚を迫ったに違いないと思った。

　その時ジェフリーは十七歳で寄宿学校の卒業を前にしていたが、イングリッドはそう遠くない未来に離縁されて、実家へ戻ってくるのではないかと予想した。ジェフリーは、そのまま王都にあるアカデミーへ進むことを決意した。

　この年頃になると姉に対しても上手く対処できるようになっていたが、同じ家で暮らすのはさすがに無理だ。ジャスティンは十一歳であったが「十二歳になったら、兄さんと同じ寄宿学校に入るんだ」と息巻いていた。クライアー兄弟なりの、戦略的撤退であったことは言うまでもない。

　だが予想に反して、イングリッドとイアンは仲睦まじく暮らしているようだった。やがてジェフリーは、性的嗜好は人それぞれだということを知った。虐げられて悦ぶ人間もいるのだと。

　イングリッドの傍若無人ぶりに、根気よくつき合っていたイアンが思い起こされる。そこでジェフリーは「あっ……」と、ピンときたのだが、イアンはなじられるのが好きなのだろうか？　犬のように這いつくばるのがいいのだろうか？　それとも赤んぼ……ジェフリーの脳はそれ以上の想像を拒否した。

　真相を確かめることは、この先も恐ろしくてできそうにない。






「ジェフリー様！」

　宿舎の自室近くの廊下で、自分を呼ぶ声にジェフリーは顔を上げた。彼女はジェフリーの顔を見るなり飛び上がる。

「ぎゃっ、ケンカしたって、ほんとだったんですね」

　メイドのドナだ。ジェフリーとよく会話をしている娘のうちの一人だった。

「ちょっとぉ、ヒッドイ顔～」

「うん。謹慎になってかえって助かったよ。これじゃ、殿下と一緒に出歩けないからね」

「謹慎なんですか？　あたし、ジェフリー様は仲間の名誉のために拳を振るったって聞いてますけど」

「……かっこいい言い方をするとそうなるのかな。でも、先に手を出したのは俺だしね」

「相手はあの不良騎士たちでしょ？　メイドのあたしらにもね、いつもちょっかいかけてきて、いい加減、腹が立ってたんです！　ジェフリー様が殴ってくれて、もう、スカッとしましたよ！」

「役に立てたなら嬉しいよ」

　切れた唇が痛んだが、ジェフリーは笑顔を作って答える。そこでドナはぽんと手を打った。

「あ、そうそう。あたし、彼と仲直りしたんです。ジェフリー様に話聞いてもらったからですかね。なんか、憑き物が落ちたみたいにスッキリした気分になって、それで」

「へえ、よかったじゃないか。俺も、あれからどうなったのか気になっていたんだ」

　ドナはジェフリーに礼を言うと、手を振りながら仕事へと戻っていった。

　女性が、女性にするように黙って話を合わせることに慣れてしまえば、彼女たちとの会話は楽しかった。オチの無い、取りとめのないだらだらとした話や、美味しい菓子を売っている城下の店、流行の服の型などの話題は、ジェフリーにとって苦になるものではない。むしろ「男じゃこうはいかないだろうな」と男女の違いが浮き彫りになることが多くて、興味深くもあった。ドナたちも、ジェフリーのことは「女友達とそう変わらない存在」として位置づけているようだ。

　ディアナが「他をあたれ」と言ったのは、ひょっとして、彼女たちのことなのだろうか。どうやら彼女はジェフリーを、女性であれば誰でも構わず手を出す男だと考えているらしい。しかしそんなことはまるでない。大抵は「女性の立場になって、女性同士のお喋り」に興じているだけである。

　今になって思えば、ジェフリーはおそらく初動を誤ったのだろう。

　二年前の騎士団の発足式で、ジェフリーはディアナのことを綺麗な女性だな、と思った。とは言っても、絶世の美女とか、目を瞠みはるようなとか、そういった派手な類の美しさではない。清楚で可憐で透明な、そんな静かな美しさだった。彼女は髪の毛を真ん中で分けて形のいい額を出していたから、表情もよくわかる。グリーンの瞳に期待と不安を孕ませながら佇むその姿に、ジェフリーは文字どおり目を奪われた。

　彼女にも言ったように、多くの男はそんな女性の痴態を想像するのが大好きだ。

　どんな女性なのかもっと知りたくて、食堂で彼女を見かけた時にさっそく話しかけてみた。

　軽い口説き文句は、今後のつき合い方を決める目安にもなるとジェフリーは思っている。「あはは、面白い人ね」と笑って返してくれる人とは「女友達」になれる。ドナたちもマーテルもそうだった。ジェフリーの軽口を真に受け、顔を真っ赤にして俯いてしまう初心な女性には、必要以上に近寄らないようにしている。面倒なことになりそうだからだ。

　どこでどのようなジェフリーの噂を耳にしたのか、こちらが話しかける前に「貴方とはお話できません！」と、気位の高そうなご令嬢にぴしゃりと言われたこともある。しかしジェフリーは温和で楽観的な性格で、これを他人事のように笑って済ませる余裕があった──ディアナに出会うまでは。

　ジェフリーの、いわゆるナンパ行為にディアナは眉を顰めた。見かけどおり、彼女は冗談の通じないタイプだった。「女友達」にもなれそうにない。そこで態度を改めればよかったものを、ジェフリーにはなぜかそれができなかったのだ。

　からかい半分に話しかければ、彼女は綺麗なグリーンの瞳に怒りを宿らせてジェフリーを睨み上げる。自分の薄っぺらな戯言など適当に流しておけばいいものを、ディアナはそうしなかった。
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　女性にこんなことを言っては失礼だとわかっているから告げるつもりはないが、ディアナの怒った顔はとりわけ美しいとジェフリーは思っている。自分の行動は好きな女の子に意地の悪いちょっかいを出す少年と、少しも変わらないものだった。

　余裕のある笑みでからかっているように見せかけて、その実、彼女の瞳に映っていたかったのだ。たとえ向けられるのが怒りの視線だったとしても。

　なんとなく目で追っているうちに──というか、いつの間にかジェフリーは彼女を目で追うようになっていて──ディアナがセオドアに想いを寄せている様子が見てとれた。

　生真面目な彼女のことである。身分やら立場やらに縛られて、告白するどころか好意を示す態度すらも取れないんだろうな、とジェフリーは考えていた。そして本当にそうだった。

　ジェフリーのディアナのイメージは、清楚で可憐で透明で、尖っていて鋭いのに、ほんの少し力を込めると、あっけなくパリンと割れてしまいそうな、ガラスのような女性ひと。だからセオドアが他に相手を見つけた場合、彼女はどうなってしまうのだろうと、ジェフリーは思っていた。

　でも心のどこかで、その日がやって来るのを期待していた節がある。

　あのパーティーの夜の、ディアナの取り乱しっぷりは今でもよく覚えている。この先、忘れることも無いだろう。

　ディアナは、ジェフリーの前でガラスのように砕け散った。彼女の涙を止めてあげなければと思う一方で「これはチャンスだ」と、もう一人の自分が囁いていた。

　ディアナがあっさりとジェフリーの部屋までついて来たのは意外であった。あれほど自分のことを毛嫌いしていたのだ。どこかで我に返るだろうと思っていたが……彼女の心は、ジェフリーが想像していたよりもずっとボロボロだったのだ。自分がどこにいるのか、どうしてこんな状況に陥っているのか、そしてジェフリーの下心にさえ直前まで気づいていないようだった。

　慎重にいこうと計画しながらも、直前で彼女の気が変わってしまうのが怖くて──実際、ディアナはジェフリーの昂りを目にして、焦りの表情を見せた気がする──彼女の中に入る時は急いでしまった。もう少し、痛がらせないようにゆっくりとできればよかったのだが。

　とうとうディアナと結ばれた時は「ようやく彼女の中に入ることができた」と悦びに酔いしれる一方で、これから先のことを思い、不安になった。いったん冷静さを取り戻してしまえば、ディアナは自分と関係を持ったことを恥じるだろう。そして、無かったことにしてしまうに違いない、と。

　あのような形で結ばれた以上、ジェフリーが愛を告げてもディアナが聞き入れることはない……ジェフリーの言葉を信じてもくれないだろう。

　だったら、嫌われてしまえばいい。

　どうせどこかで破綻する関係ならば、思い切りディアナを抱いて、思い切り嫌われてしまえばいいのだ。それでいいと思っていた。

　──私のこと、嫌いなんでしょう。言いなりにできて、気分がいい？

　ある夜の逢瀬で、彼女はジェフリーにそう言ったことがあった。ディアナとの結びつきが歪いびつなものになるよう仕向けたのは自分だ。だが彼女のどこか投げやりな物言いに、心が痛んだ。「違う」と言ってディアナを思い切り抱きしめたかったが、脅迫して身体の関係を結んだ手前、それもできない。ジェフリーが望んだとおりになったのに、気分はちっとも良くなかった。

　──したいなら、他をあたって。

　──嫌なの。全部。貴方に関わるのは嫌なの。

　そして予想していたとおり、二人の関係は脆くも崩れ去った。






　ジェフリーの女性経験は、乏しい方ではない。多くはアカデミー時代に培ったものであるが、相手は高級娼婦だったり未亡人だったり、時には美しい若妻だったこともあった。相手もジェフリーと同じように、うわべだけの微笑みを湛え、駆け引きやスリルを楽しんだはずだ。

　そこに、誠意や約束は存在しなかった。相手に貞節を誓うわけでもなく、何かを求めたり求められたりすることもなかった。恋愛ではなく、恋愛の真似事である。

　ディアナが欲しいと思っても、駆け引きのできない真面目な彼女に、どう接していいのかジェフリーにはわからなかった。自分の本質を知ってもらうための会話をし、関係を築いていく過程をすっ飛ばして無理やり身体の関係を結んでしまったのだから、二人の間には絆も土台も何もなかった。どう修復していいのか見当もつかない。

　外面だけで理不尽な生き物に対応してきたツケが、今やって来たのだろう。

　ジェフリーは、心から欲する女性が現れて、どうしたらいいのかわからなかったのである。










02．ディアナ・ウォレスの事情






　ジェフリーから告白を受けた後、ディアナは午後の仕事に戻ることができなかった。なぜならば──。

　ディアナはウォレス家の馬車に乗り込み、実家へと向かっている最中だ。使用人が使いにやって来て「奥様が、大変なんです」と言うのである。事故なのか、病気なのかと訊ねても、使用人はとにかく急いでくださいの一点張りで、ディアナは仕事を切り上げ、母の状態によっては明日も休みを取るかもしれないと言い残し、屋敷へと急いでいる。途中、何度も事の次第を訊ねたが、使用人は首を振るばかりだった。

「ディアナちゃん！　待っていたのよォ！」

　玄関ホールでディアナを迎えたのは、派手に着飾った、それはそれは元気なパメラの姿であった。

「お、お母様……？」

「もう！　ちっとも帰ってきてくれないんだもの。おかあさん、寂しかったのよ」

　パメラは両手を広げてディアナを抱きしめ、それからディアナの両手を取ってぶんぶんと上下に振った。ディアナは状況が掴めない。

「私、お母様が、大変だって聞いて……」

　使用人を振り返ると、彼女は「すみませんすみません」と呟いて縮こまった。

「あらあ！　大変なのよ、本当に！」

　あのね、とパメラは続ける。

「おかあさん、今夜ね、一人ぼっちなの」

「え、ええ……？　お父様とお兄様たちは？」

「今ね、おとうさんとオスカーさんは、お船に乗って、よその国へ行っているの」

　オスカーとは長兄のことだ。ウォレス海運は港に事務所を構えている。一応、父は社長を務めているのだが、机に座っているよりも海に出る方が性に合っているらしく、これは珍しいことではない。今回は長兄も一緒に行ったらしい。

　そこでディアナは次兄について訊ねる。

「じゃあ、フィリップ兄さんは？」

「二人ともよその国に出かけちゃったでしょう？　だからね、フィリップさんが忙しくなっちゃったの。事務所に、泊まり込みなんですって！」

　パメラは信じられないとでもいう風に、両の頬を押さえて首を振った。

「……それで？」

「それでって……。だって、おかあさん一人ぼっちよ。淋しいじゃない」

「うちには、マックスがいるじゃない」

　ディアナは黒くて大きな牧羊犬を指した。久しぶりの再会に喜んでのことだろう、興奮気味にディアナの足元をうろちょろと走り回っている。

「でも、マックスちゃんはお喋りできないでしょう？　おかあさん、お喋りできないとつまんないわぁ」

　一人になるとわかっていたら友人と出かける約束を取りつけることもできたが、フィリップが事務所に泊まり込むのは急な話だったので、それは無理だったとパメラは言う。

　ディアナはしゃがみ込んでマックスを撫で、そして小さくため息を吐いた。

　パメラは、いつもこんな感じだ。いつまでたっても少女のようで、自分の無茶のせいで娘が仕事に穴をあけることになっても、罪の意識はまったく無いらしい。だが彼女のことは好きだし、この性格を少し羨ましいとも思う。

　取り敢えず今夜は実家に泊まり、明日の朝一番で宿舎に帰ろう。騎士団の皆にはどう説明しようか。言い訳をあれこれ考えながら、ホール上方のシャンデリアを見上げる。

　前に来た時と、内装が少し変わっただろうか。二階へ続く階段に敷かれた、真っ赤な絨毯。もう少し、色のトーンを落とせばもっと上品な感じになるのに。ディアナはそう考えながら、孔雀のように着飾ったパメラを見やった。それも無理な話か、と再びため息を吐き、晩餐用のドレスに着替えるために、階上へ向かった。






「ディアナちゃん、あなた、まだお城で働くつもりなの？」

　晩餐の席でパメラがそう訊ねてきた。

「あのね、ディアナちゃん？　おかあさんね、女の子が剣を振り回したりするの、良くないと思うのよねえ」

「お母様。剣を振り回す機会なんて、そんなにないのよ」

　稽古でならば良くやっているが、王太子の護衛で狼藉者ろうぜきもの相手に……という機会はまずない。むしろ、城下警備隊でスリや酔っ払いを相手にしていた頃の方が、女らしさとはほど遠かった気がする。

「でも、刃物でしょう？　当たったら痛いじゃない」

「まあ、そうでしょうね」

「血もいっぱい出るわ」

「それは、そうだけれど」

「おかあさん、ディアナちゃんには早く素敵な男の子のお嫁さんになって欲しいわぁ」

「……でも、お母様の連れてくる方って、私はあまり結婚したいとは思えなかったのよ」

　ディアナが女学校の卒業を控えていた頃、パメラは熱心に結婚を勧めてきた。いずれもディアナが乗り気になれるような相手ではなく、パメラの熱意に辟易したディアナは結婚から逃げるために騎士になったのだ。

　現在、パメラは四十八歳だ。ディアナにやたらと結婚させたがっていた頃は四十三、四歳であっただろうか。それなのに「とっても素敵な男の子なのよ」と言って中年や初老の男性を紹介してくるのだから、たまったものではない。

　ただ、パメラはディアナに嫌がらせをしているわけでは決してない。彼女は肩書や容姿に囚われることなく他人を見て、自分が気に入った男性をディアナにも勧めているだけなのだ。それはパメラの美徳でもあるのだが、ディアナ的にはもうちょっと囚われて欲しいものである。特に相手の年齢に関しては。

「おかあさん、ディアナちゃんの花嫁姿、早く見たいのよねえ。……もしかして、お城にディアナちゃんのいい男性ひとがいるのかしら？」

　ディアナは肉を切り分ける手を止めた。本当に、自分が結婚するなんて考えたことが無い。ついこの間までセオドアに焦がれていたはずなのに、彼は、何というか……ディアナにとっては綺麗すぎて、夢のような存在で、畏れ多くて、とても結婚の対象としては考えられなかった。

　それから、ふと嫌味な笑顔の男が思い浮かんで、思わずグラスを手に取った。中身のワインをひと息に飲み干す。

「まあま。ディアナちゃん、どうしたの？　お肉が喉に詰まったの？」

「え、ええ」

　給仕がやってきてワインのお代わりを注ぐ。

「それで？　どういった方なの？　ディアナちゃんのいい男性ひとは」

「お母様の考えているようなことではないわ」

　あの男……ジェフリーのことは考えたくない。今はまだ。

　だがジェフリーの謹慎が解けたら、嫌でも顔を合わせなくてはならない。次に会った時どんな態度を取ったらいいのか、ディアナにはさっぱりわからなかった。あれこれ想像して勝手に気を重くしていると、パメラが言った。

「だったら……あのね、ワイアット夫人の甥御さんが、お嫁さんを探しているのですって。ディアナちゃん、一度お会いしてみない？」

「え。だって、」

「毛織物工場を運営している方よ。三十歳くらいと言っていたかしら。ね、今度はお年もそれほど離れていないでしょ？　きっと、ディアナちゃんも気に入ると思うの。どうかしら」

　ディアナはナイフとフォークを置き、ナプキンで口を拭った。まだ、結婚する気はない。いつか結婚したいと思える男性が現れるかもしれないが、自分はもう疵物きずものだ。パメラが紹介したがる男性はしっかりした家柄の人が多いから、娶めとる相手の処女性を重要視するだろう。

　あのね、お母様。私、もう処女じゃないの。

　しかも、自棄になって好きでもない相手に捧げてしまったのよ。あれは気の迷いだったと忘れ去るつもりだったんだけど、そういうわけにもいかなくって。それからも何度か関係を持ってしまったの。しかも、気持ちよくさせられてしまったのよね。相手が上手だったのかしら。それとも私が淫乱なのかしら。

　それでね、宿舎の食堂で、いろんな人がいる所で、私が娼婦みたいな真似をしてるって不良騎士たちに絡まれて、騒ぎになっちゃったの。

　お母様。なんだかもう、私、ボロボロだわ。

　ディアナは心の中でそう呟いてみた。声に出してしまったら、きっとパメラは卒倒してしまう。悪ければ心臓発作を起こして帰らぬ人となってしまうだろう。今後、結婚を勧めてくることは無くなるだろうが「女の子がお外で働いているからそういうことになるんです」と無理やり修道院に入れられてしまうかもしれない。そして、ウォレス家の娘は世間から忘れ去られるのだ。なんとなく、そういうシナリオが頭に浮かんだ。

　ディアナの心はかつてないほどに、千々ちぢに乱れていた。ジェフリーに会いたくない。この際、本当に修道院に入ってしまおうか。そう考えるほどに。

　でも、それでどうするの？　母親の勧める結婚から逃げるために騎士になったのに、自分はまた逃げるというの？　あんな、ふざけた腹の立つ男から逃げるために仕事を辞めるっていうの？　ディアナ、そんなの癪でしょう？

　かつてジェフリーに抱いていた反発心を呼び起こそうとしたが、それはなかなか戻って来てくれなかった。

　──ディアナさん。俺、あなたが好きなんです。

　──俺が欲しいのはあなたの身体だけじゃないんだ。

　それどころか逆に、彼に告白された時の場面が蘇った。

　考えたくないのに、あんなに真剣な表情のジェフリーは初めて目にしたから、ディアナの瞼の裏にこびりついてしまっているようだ。別のことを考えようと必死になって、ようやくアップルパイを頬張るマーテルの顔が思い浮かんだ時、パメラから追撃を受けた。

「ディアナちゃん、聞いているの？　その方とお会いするなら、いつがいい？」

「あ、ごめんなさい。でも、私、本当にまだ結婚とか考えてなくて」

　パメラの提供する話題から気を逸らそうと再びワイングラスに手を伸ばしかけて、やめた。以前このような飲み方をして酔っ払い、取り返しのつかない事態に陥ってしまった。それを思い出したからだ。

　気のない返事を続けるディアナに、パメラもさすがに話題を変えようと思ったらしい。新しくできた歌劇場に、ウォレス家がボックス席を契約したと教えてくれた。歌劇を観に行く趣味があるのはパメラだが、父や兄もつき合いで使うことがある。

「内装も凝ってみたのよ。今度はディアナちゃんも一緒に行きましょうね」

　長期の契約とあって、内装や調度品は自由にできるようだった。そこにパメラの趣味が反映されているのならば、ずいぶん派手な空間となっていることだろう。ウォレス家の玄関ホールの景色を思い浮かべながら、ディアナは歌劇の話をぼんやりと聞いていた。










03．レイヴン近衛騎士団の面々






「宿舎の食堂で、ケンカ騒ぎがあったのですってね」

　セオドアの執務室にやって来ていたフローヴェリアの王女セレストは、お茶を一口飲んだ後にそう言った。

「おや。ずいぶんと耳が早いですね」

　セオドアは目を通していた書類から顔を上げた。

「わたくしの侍女たちが、そう話していたわ」

「侍女たちの噂話に耳を傾けたんですか。困ったお姫様だ」

「だって、あなたのところの騎士が絡んでいたのでしょう。わたくしが耳を傾けるのは、当然ではなくて？」

　セレストはくすくすと笑いながら、濃い栗色の豊かな髪をかき上げた。

「それに、騒ぎの中心となったのは、意外な二人なのでしょう？　アンバーリッジ伯爵の嫡男と……ウォレス海運のご令嬢。この二人は、とても折り合いが悪いと聞いているわ」

　セオドアは机の上に書類を置くと、椅子の背もたれに寄り掛かって、大きなため息を吐いた。

「まったく。貴女の侍女たちはそんなことまで……」

「いいえ。この情報は、わたくしの近衛騎士から聞いたのよ。わたくしの周囲は、今、二人の噂でもちきり」

　セレストの近衛騎士の多くは女性である。それに、いつもたくさんの侍女に取り囲まれているから、こういった話が多く飛び交うのも無理はない。

「わたくしの近衛騎士たちは、彼女……ディアナ・ウォレスは平民だから、殆どの騎士たちは彼女を相手にしないと言っていたけれど……」

　彼女は眉を寄せて、そこで言葉を切った。

　セオドアが見たところ、ディアナは他の騎士団の女性たちからは、つらく当たられることも多いようだった。「平民が王族に仕える」ということだけでも反感を抱かれるのだろう。そして何よりディアナは美しい娘だった。

　清楚で透明感があって儚げに見える。でも本人は肩肘を張ってどこか無理をしているような、そんな印象だ。下世話な物言いをすれば、男好きのするような雰囲気、という表現がしっくりくるとセオドアは思う。実際、ディアナとすれ違う男がふと彼女に視線を持って行かれる場面を、何度も目にしたことがあった。

　だが、ディアナから男っ気はまったくと言っていいほど窺えなかった。成り上がった商人の娘だから、という理由もあるのかもしれないが、一番大きな理由は──。

　──ねえ、待ってくださいよ。ディアナさあん。

　──ついてこないでっ。

　──そんなこと言わずに、俺と一緒に……。

　──いい加減にして！

　おそらくはジェフリーとのやり取りにあるのだろう。

　つき纏うジェフリーを激しく拒絶するディアナの姿は、レイヴン近衛騎士団のメンバーにとっては「また始まった」と片づけられる日常の光景の一部であった。

　しかし、他の騎士団の男たちにとってはそうではない。ディアナにうっかり誘いなどかけたら、あのような扱いを受けるのだと、強烈に印象づけられたに違いなかった。下心を持ってディアナに声をかける勇気のある者は、これまで存在しなかったのだ。今回の騒ぎが起こるまでは。

　王城巡警団の素行の悪い騎士からディアナを庇ったのが伯爵家の嫡男だということで、女騎士たちからのディアナに対する風当たりは、ますます強くなるかもしれない。

　ディアナと彼女を取り巻く環境について考えていると、セレストが言った。

「でもわたくし、ディアナ・ウォレスを知っているわ。兄の公務について行った時、彼女が護衛をしていたことがあるもの。あの、シナモン色の真っ直ぐな髪の毛の娘でしょう？　とても、きれいな娘……」

　セレストはふと俯いて続ける。

「わたくし、ずっと思っていたのだけれど」

　セオドアには、婚約者の次の科白が容易に想像できた。

「ディアナ・ウォレスは、あなたのことが好きなのではないかと」

「どうして、また」

「だって、わたくしはあなたを見ているから。他の人たちは気づかなくても、わたくしにはそう思えるの。本当に、ふとした時に」

　ディアナが、ひょっとしたらそうなのではないかと……セオドア自身も感じたことはあった。彼女は巧妙に隠していた。だがセレストが言うように、本当になんとなく、ふとした時に、気のせいかもしれないと思う程度に、ディアナからの熱を感じることがあったのだ。

　それが自惚れではなかったとしても、セオドアはどうするつもりもなかった。

　ディアナ・ウォレスはイームズ家にとって、何の得にもならない。露骨な言い方をすればその一点に尽きる。

　イームズ家は、フローヴェリア王国に存在する五大公爵家の一つである。古い歴史を持つ家なので、イームズ家の当主はルシール公爵として国王や王太子の側近を代々務めてきた。だが、他の四公爵家と比べて領地や資産が勝っているわけではなく、当主が──自分のことだ──若く、未熟である。

　ウォレス家の財産には心惹かれるものもあるが、イームズ家にとって今現在必要なものはそれではない。何よりも堅強な後ろ盾である。

　セオドアの父親は早世しており、前公爵である祖父が亡くなった時にセオドアは爵位を継いだ。年若き公爵に何ができるのかと揶揄する者もいた。自分の代で失敗を犯すことはできない。イームズ家の地位を盤石にするにあたって、財産は必要なものではなかった。

「姫。貴女の気のせいですよ」

「わたくし、あなたがわたくしの申し出を受け入れてくださったのは、家のためだと知っているわ」

　二人の婚約は、セレストからのプロポーズだった。「あなたが申し込んで下さらないなら、わたくしが申し込むわ」と彼女は言った。「ずっと待っていたのに」とも。

　セレストの元には他国王族からの求婚の手紙や使者がぞくぞくとやって来ていたから、イームズ家の入る余地などないと判断し、セオドアは何も行動を起こさなかった。こちらから申し込んで断られた場合、王城内での自分の立場が変わってしまうかもしれないと危惧したのだ。セレストからの求婚は、願ってもない話であった。

　セレストは癖のある髪をひと房摘まむ。

「わたくしは、美人ではないわ」

「何を仰るのですか、貴女は美しい」

「つり目だし、口は大きすぎるし、何より肌が浅黒いんだもの」

　確かに彼女の肌は、兄や両親に比べて浅黒かった。ヴィクターとセレストの曾祖母に他民族の血が入っていたせいだと言われている。それがセレストだけに顕著に表れてしまったのだと。

　彼女に、淡い色のドレスはあまり似合わなかった。婚約を発表した時の水色のドレスは、母親から「未婚の娘らしい装いを」と強く勧められて、仕方なく身に纏ったと彼女は言う。しかし今日身に着けている、渋い紅色のドレスはセレストによく似合っていた。

「わたくしはあの娘みたいに、綺麗ではないわ」

「何を、愚かなことを」

　ディアナが野辺に咲く小さな白い花だとすれば、セレストは南国に咲く真っ赤な花。彼女なりの美しさがある。

　セオドアは立ち上がり、机を回り込んでセレストの傍へ向かった。彼女の足元に跪いて手を握るが、セレストは首を振る。

「でも……あなたがわたくしを利用したように、わたくしも、自分の立場を利用してあなたを手に入れたのだわ。お互い様よね」

「そんなことはありません。私は、貴女の求婚を純粋に嬉しく思ったというのに」

「そういうことに、しておいてあげるわ」

「姫。そんな意地悪は仰らないでください」

　セレストはセオドアの幼馴染でもある。

　熱く滾たぎるようなものではないけれど、情愛は確かに存在していた。







＊＊＊








「はぁあああ……」

　宿舎の食堂で、マーテルはスコーンにクリームを塗りたくっていた。スコーンの体積と同じほどにクリームを盛りつける。

　ダラスとヒューゴ、アーヴィンはその様子を見ながら胸やけを覚えているようだった。

「マーテル。君、ため息と行動が一致してないぞ」

「そうですかあ？」

　アーヴィンの問いに答えつつ、マーテルはがぶりとスコーンにかぶりついた。そしてお茶を飲んだ後にリンゴのグラッセを口に入れると、周りに座っていた男衆がうっと呻き声をあげた。再びスコーンにクリームを塗りだしたマーテルに対し、ダラスが呟く。

「……女性に別腹があるって本当なんだな」

　食堂での騒ぎの後、ジェフリーが謹慎になり、ディアナは母親が倒れたようだと報せを受けて実家へ戻っている。一同は何とも言えない沈んだ気持ちで今日の仕事を終え、夕食を取ったところだった。

「ディアナさんのお母様、大丈夫なんですかねえ……ジェフリーさんは謹慎になっちゃうし、ディアナさんにまで何かあったら、あたし……」

「うん。何か、嫌な雰囲気だよね」

　アーヴィンは飲み物の入ったマグを握りしめた。

「むしろ、今までが平和過ぎたんじゃないか」

　ヒューゴの言葉になんとなく皆が頷く。

「しかし、ジェフリーが問題を起こすとはね。彼は人当たりもいいし、感情的になることって、あまりなさそうじゃないか？　ジェフリーが他人に手を上げたなんて、聞いた時は耳を疑ったよ」

「そうだな。相手があの巡警団の感じの悪い奴らだったとしても、ジェフリーの方が先に手を出すなんてな」

「それは……！」

　思わずマーテルは反論していた。

「ああ、わかってる。ディアナが絡まれたんだろう」

「そうそう。彼女を庇うためだったとしても、まさかあのジェフリーが暴力沙汰を起こすなんてね、って話さ」

「あの、だから、それは……」

　ここまで言ってマーテルは口ごもった。確信はないし、ここで皆に言っていいことなのかどうかもわからない。

「なんだよ、マーテル。何か知ってるのか？」

「……絡まれたのが、ディアナさんだったから、じゃないでしょうか」

　ダラスに促されてそう喋ったが、皆は首を傾げるばかりだ。

「もし、絡まれたのがあたしだったら……ジェフリーさんはいつもみたいに、ハイハイそこまでにしてね、って、あの不良騎士たちを適当にあしらってたと思うんですよね。ディアナさんだったから、あんなに怒ったんですよ」

　三人の男騎士たちは真顔でマーテルを見つめていたが、やがてため息を吐いたり肩を竦めたりし出した。まるで、真面目に耳を傾けたことを後悔するように。

「おいおい。それじゃ、ジェフリーがディアナを好きみたいじゃないか」

「あの二人、普段から折り合い悪いだろ。妄想が過ぎるよ」

「マーテル。君、疲れてるんじゃないか？」

　この鈍感ども！　と言いたくて口を開いたが、マーテルは声には出さなかった。口を開けたついでにスコーンを放り込み、席を立つ。






　本当に確信はない。だが、ジェフリーのディアナに対するあの態度……ディアナにだけはやたらと嫌味たらしい態度なのだ。必要以上に遜って、わざと彼女を苛立たせているように見えた。だからディアナもジェフリーに対してだけは頑なな姿勢を崩さない。「ウマが合わない」というやつなのだろう。

　初めの方こそマーテルは思っていた。ジェフリーさんって意外と大人げないんだな、と。

　ある時マーテルが実家へ帰省すると、弟が近所の女の子を苛めていた。マーテルは「あんた、十四にもなって何やってるの」と弟を叱り、その女の子に対して謝らせ……その時、あっと気がついたのだ。ジェフリーのアレは、好きな女の子に突っかかる男の子、そのものではないか？　と。一度その考えに辿り着いてしまうと、もうそうとしか考えられなくなった。

　改めて思う。やっぱり、ジェフリーさんって意外と大人げないんだな、と。

　ただ、ディアナの気持ちはというと……二年も一緒に仕事をしているのに、マーテルはディアナとそういった話をしたことが無かった。そう、個人的な恋の話は。

　ディアナに好きな人や恋人はいるか、初恋はいつだったか、なんて聞いても彼女は答えてくれないような気がしていた。それどころか時と場所を誤れば「マーテル。あなた、いったい何をしに職場に来ているの？」なんて怒られてしまいそうだ。

　そんな生真面目な人だから、ジェフリーの言動の裏にあるものには気づいてもいないだろう。

　だからこそあの不良騎士たちを相手に、ディアナの代わりに立ち向かったジェフリーの姿を見て、マーテルは感動すら覚えたのだ。これで二人の間の何かが変わるのではないか、他人事ながらマーテルはそう期待した。だが母親の容体によっては、ディアナはそれどころではなくなってしまう。不謹慎だが「どうしてこんな時に」と思わざるを得ない。

　だと言うのに、騎士団の皆は何も気がついてない。これ以上この話を続けたら、女は色恋の話ばかり、と呆れられてしまうかもしれない。

　そしてマーテルが不可解に思っているのは、パーティーの翌日、ジェフリーの頬についていた真っ赤な手形のことだ。彼はしょっちゅうメイドの娘たちと談笑しているが、ジェフリーが彼女らと揉め事を起こすとはとても考えられない。

　ディアナは彼がナンパ行為に勤しんでいると決めつけて目の敵にしているようだが、漏れ聞こえてくる会話は、城下に美味しいお店が新しくできたとか、靴の紐が切れて嫌な予感がしたとか、二度寝して遅刻した夢を見て焦ったとか、なんだかどうでもいいような、気の抜けた話題なのだ。いや、もちろん、美味しいお店に関してはとても大事なことなので聞き耳を立てているが。

　彼の頬を躊躇いも無く派手に張り飛ばすような人物は、マーテルには一人しか思いつかないが、平手打ちをお見舞いできるほどに、ディアナがジェフリーと急接近したとは想像し難い。当人たちに聞けるはずもなく、だが一人悶々と考えを巡らせるのも無粋な気がしている。






「あたしの思い違いなのかなあ」

　ローストしたチキンを皿に乗せて戻ったマーテルに、皆が目を剥いた。

「マーテル？　さっき、デザートを食べていなかったか？」

「あれは別腹です。別腹を満たしてたら、メインの腹に空きができちゃって」

「いや、普通、デザートはシメに食べるものじゃないのか……？」

「そうだよ。なんでデザートの後に肉を食べるんだよ」

　男衆は信じ難いものを見るような目つきでマーテルと、マーテルが手にしている皿を見比べている。

「じゃ、これを食べたら、デザートでシメます」

　皆が「げえっ」と悲鳴を上げて仰け反ったが、マーテルは知らぬ顔を決め込んでチキンを頬張った。










04．分水嶺ぶんすいれい






「おはよう、ディアナ。お母様の具合はもういいのかな」

　翌朝ディアナが騎士団の詰所へ行くと、セオドアが黒板の前に立っていた。

「あ、おはようございます。あの、ええ……」

「おはようございます！　あ、ディアナさん！　お母様大丈夫だったんですか？」

　皆にどう説明するか考えるのをすっかり忘れていた。言いよどんでいると、マーテルもやって来てパメラについて問う。

「え、ええ。少し、貧血気味だったみたい。でも、大したことはないと、お医者様も仰っていたので……」

　もちろんパメラは貧血を起こしたわけではないし、医者を呼んだ事実もなかった。こういう嘘はつきなれていないが、本当のことを言っても呆れられるだけだ。ディアナはなんとか言葉を絞り出した。

「そうか。では、ディアナ。君の仕事の予定を入れても構わないかい」

「はい」

　するとセオドアは来週の予定の欄に、チョークでディアナの名前を書き込んだ。

　来週はヴィクターの視察の予定がある。場所はカラナの町。朝に出立して到着は昼過ぎ。町を見て回った後はカラナの領主館に一泊し、王都へ戻るという予定だ。しかし、もともとこの護衛のメンバーに、ディアナは入ってはいなかったはずだ。誰かが抜けたのだろうかと、他のメンバーの名前を確認した。この予定を組んだダラスの筆跡で、セオドアにヒューゴ、マーテル、それからジェフリー……その他の騎士数名の名前が書かれている。誰かの名前が消されたような形跡はない。そして、セオドアの字で一番最後にディアナの名前がつけ足された状態だ。

　さっそくジェフリーと行動を共にしなくてはならない。ディアナは動揺した。

「どうかした？」

「……いえ」

　セオドアの、様子を窺うような視線に思わず俯いた。

　──問題になったことの真偽を、今ここで問うつもりはないけれど。

　ジェフリーが騒ぎを起こした日、セオドアはそう言った。

　ひょっとして、自分は試されているのではないだろうか。二人一緒に仕事をさせて、支障が出るか否かを。何かあれば進退に関わる──騒ぎを起こしたのはジェフリーだが、女であり平民であるディアナの方が退くことになるのだろう──のではないか。

　今はまだジェフリーのことは考えたくない、そう思っていたが、考えなくてはいけない時が来てしまったようだ。あの告白の後、彼はどう出るのだろう。そして自分はどうなってしまうのだろう。






　カラナの領主館へ到着すると、陽はすでに沈みかけていた。

　ディアナは領主館の番兵に夜の警備態勢の話などを聞きながら、屋敷の周辺をぐるりと回った。結果的に、皆よりも遅れて厩舎へ馬を預けに行くことになる。馬具を取り外そうとした時、背後からさっと誰かの手が伸びてきて、ディアナの代わりにそれを外してくれた。

「あ、ありが……」

　領主館の厩番うまやばんだと思い込んで振り仰ぐと、それはジェフリーだった。思わず絶句する。出立の時は慌ただしく、道中も互いの持ち場が離れていたので、彼と口をきく機会はなかったのだ。

「ありが、とう……」

「ディアナさん」

　厩舎に突然現れたジェフリー。以前、似たようなことがあった。あの時ジェフリーはディアナを脅した。ディアナがセオドアを好きだったこと、そして自分と寝たことを皆にばらすと言って。それを思い出して、ディアナはこの場から逃げ出したくなった。

　この後は何を言うべきか、どうするべきかわからず固まっていると、ジェフリーが作業をしながら口を開いた。

「こんなことで、あなたの気持ちが俺に向くとは思ってないけど。でも、自分を売り込むくらいはさせてください」

「う、売り込む……？」

「いわゆる、求愛ですよ。今まで、あなたに嫌われる行動ばかり取っていたので、今後は態度を改めます」

「それ……本気で言っているの」

「俺、信用ないですもんね。まずは、あなたの信頼を得るところから始めます」

　ジェフリーがこうしたストレートな行動に出るとは思っていなかった。

　意地悪なちょっかいや、皮肉な物言いであれば、こちらも冷たくあしらうことができた。他人の身体を弄ぶひどい男だと思っていた時には、憎むことだってできた。

　さんざん人の気持ちをかき乱しておいて、いまさら何を調子の良いことを──。ディアナ、言ってやりなさい。言ってやるの。ちょっと手伝ってもらったくらいで、私は何を動揺しているの。そうよ──……。

　何をどんな風に言ってやろうかとディアナが口をぱくぱくさせているうちに、ジェフリーに先手を取られてしまう。

「今回……俺たちがさっそく同じ仕事に入れられたのって、多分、試験的なものですよね」

　もちろんこれまでの間に、ジェフリーと同時に護衛のメンバーになる機会は多々あった。しかしセオドアによって、自分の名前が黒板に書き加えられた時のことを思うと、意図があって二人を一緒にしたと考えざるを得ない。

「やっぱり、そう思う？」

　ジェフリーは肩を竦めた。

「まあ、そうでしょうね」

　それから一瞬俯き、再びディアナを見つめた。

「……怒ってますか。食堂でのこと……騒ぎ、大きくしてしまって」

　自分はこの目の前の男を、今、どう思っているのだろう。

　怒りはもちろんある。憎いとも、信用ならないとも思っていた。

　思えば、ジェフリーとこんな風に話をするのは初めてかもしれない。身体を重ねていた時ですら、彼の本心は巧妙に隠されたままで、告白を受けた時は、ディアナが取り合わなかった。

「わ、わからない……他にも色々、あったから……」

　ジェフリーさえ。ジェフリーさえ現れなければ、ディアナの世界は平和だった。

　あのパーティーの夜、恋を失った後、ジェフリーに会わなければ。鍵の在処を忘れていなければ……ディアナは自室で一人、涙を流していただろう。たとえ鍵を無くしたままだったとしても、本当に外のベンチで泣きながら眠っていたかもしれない。きっと、翌朝はひどい顔で……ディアナは皆に「飲みすぎて顔がむくんでしまった」と嘘の説明をするだろう。セオドアの顔を見るたびに心は痛むけれど、それも時が経つにつれて和らいでいく。そして、その後は……。

　……その後は？　ジェフリーと関わっていなければ、自分は今頃どうしていたのだろう。彼に振り回されたせいで、失恋後の自己憐憫に耽ふける余裕など、まるでなかった。セオドアを前にしても、片恋など無かったかのように振る舞うことができている。改めてそんな自分に気づき、驚愕した。






　翌日、ヴィクターと近衛騎士団一行は領主館を出立し、ディアナは隊列の殿しんがりを務めていた。

　前方ではヴィクターとセオドアが馬を並べている。ヴィクターは──これが膝の悪い国王であれば考えられぬことだが──馬車を使わず自ら馬に乗って移動することも多い。身軽な分、今回のような強行日程が増える。

　今日の夕方には王都に到着する予定で、ヴィクターは明日、貴族の学校──セオドアやジェフリーの母校──の創立記念式典に参加することになっていた。ヴィクターの護衛にはセオドアと、今回の護衛に入らなかったメンバーがつくはずだとディアナは記憶している。ディアナのような一介の近衛騎士には代わりがいるが、団長と王太子にはいない。いつもながら、彼らは働き過ぎなのではないかと心配になる。

　その働き過ぎの二人とディアナの間には、マーテルとジェフリーがいた。彼らは時折会話をしているようだが、その内容はディアナの位置までは聞こえてこない。

　そして一行は、馬車がすれ違えない程度の幅の石橋に差し掛かった。

　しばらく前から激しい水音が聞こえていたが、川面を目にしたディアナは息をのんだ。濁った水が大きな飛沫をあげながら、激しく流れていたからだ。昨日ここを通った時は、透きとおるような静かな流れだったのに、今日はすべてをさらってしまうような激しさだ。きっと上流の方で強い雨が降ったのだろう。ディアナたちのいる場所の上空も、いつ雨が降り出してもおかしくはないような、黒い雲に覆われていた。

　ディアナが橋を渡り始めた時、馬が落ち着きのない仕草をみせた。前足が気になるようだ。怪我でもさせてしまったのかと思い、ディアナは確認のために馬を降りる。すると、蹄鉄に小石が挟まっているのがわかった。

「あれっ？　ディアナさん？」

　マーテルがディアナを振り返る。彼女につられるように、ジェフリーも振り返った。

「蹄鉄に石が挟まったみたいなの。すぐに追いつくから、先に行ってて」

　彼らにはそう告げて、ディアナは小石を取り除くために再び屈みこんだが、指では取れそうにない。細長い小枝か何か落ちていないだろうかと辺りを見回したが、そんなに都合のいいことは起こらなかった。そこで剣の先を使って小石を抉り出そうと思いつき、ブーツに挟んでいた短剣を取り出した。

「……さん！　ディアナさん！」

　まだマーテルが自分の名を呼んでいる。先ほど伝えた言葉が聞こえなかったのだろうか。水の音がうるさいのだから無理もない。もう一度説明しようと顔をあげかけた時、ジェフリーが叫んだ。

「ディアナさん、危ない！」

　何が危ないのかをディアナが理解する前に、馬が後ろ足立ちになって嘶いなないた。その直後、大きな音とともに強い衝撃が走り、足元が崩壊した。ディアナの身体は崩れた石橋とともに、川へと投げ出される。

　マーテルがまだ何かを叫んでいる。ジェフリーが必死な形相で馬から飛び降りた。そこまではわかった。

　だが、ディアナの身体は濁った水の流れに揉まれていく。そして何か硬いもの──崩れた石橋なのか、元から川に突き出ていた岩なのか──に思い切り背中を打ちつけ、意識は遠のいていった。










05．ふたり






　喉元を何かが逆流する感覚で目を覚ました。途端、ディアナは水を吐き出し、激しく咳込む。

「ディアナさん！　気がつきましたか？」

　むせているうちに涙や涎まで出てきて、みっともない有様だ。口を拭いたいが、思うように身体が動かない。

「大丈夫ですか」

　誰かが自分を支え、背中を撫でている。

「ディアナさん」

「ジェ、ジェフ、リ……？」

　自分の名を呼ぶ声が誰のものなのかに気づいて、返事をしようと思ったが、あり得ないほどにひどい声が出た。

「ああ。まだ、喋らなくてもいいです。とにかく、落ち着いてください」

　ディアナは再び咳込んだ。それから呼吸を整える作業に入る。自然に息ができるまでに、しばらく時間を要した。

「わ、私……？」

「痛いところはないですか？　怪我をしてないですか？　手足、動かしてみてください」

　身体中が怠くて痛い気がする。動かす気力もなかったが、ジェフリーが「まず、右手は」と声をかけるので、気乗りしないままなんとか動かしてみせる。そして、左手、左右の足、と動かしてみせたところで、ジェフリーがほっと息を吐いた。

「何が起こったか、わかりますか」

「……足元が……崩れて……後は、わからない」

「ええ。橋が崩れて、あなたは川に落ちたんです」

「……どうして、橋が？」

「あなたが馬の蹄を確認していた時、上流から巨木が流れてきて、橋脚に直撃したんです。巨木に気づいて、マーテルと俺とで叫んだんですが、間に合いませんでした……」

　濁流に乗った巨木が橋脚にぶつかった──そのせいで橋が崩れたらしい。あの水の勢いを思うと、そのまま瓦礫に揉まれて溺死する可能性もあったのではないだろうか。そう考えるとぞっとした。

　よくよく見てみれば、ジェフリーもずぶ濡れだった。金の髪から水が滴っている。

「貴方が、助けてくれたの……」

　その言葉に、ジェフリーは複雑そうな表情をみせた。

「……だと、いいんですが」

　彼に倣ってディアナも辺りを見回す。渡ろうとしていた石橋があった場所とは、まったく違う景色になっていた。

「すみません。せめて、皆のいる反対側の岸に辿り着ければよかったんですが、流れが激しくて、無理でした」

　目の前では大きな音を立てて水が激しく流れており、向こう側は切り立った崖になっている。こちら側は申し訳程度に河原と呼べそうな場所で、ディアナとジェフリーの二人はそこにいた。狭い河原のすぐ後ろは、森林地帯となっているようだ。こんな景色には見覚えがない。相当な距離を流されたとわかった。

「どれくらい流されたのか、俺にもわかりません。とにかく、必死だったので」

「サ、サブリナは……私の馬は……？」

　ジェフリーはディアナの馬は川には落ちなかったと思う、と言った。マーテルたちと一緒にいてくれたらいいのだが、驚いてどこかに駆けていってしまったかもしれない。馬の装備からフローヴェリア城の騎士のものだとわかるはずだが、悪い輩に捕まってしまえば、もうサブリナに会うことはできないだろう。

　その時、ディアナの頬を雨粒が打った。空は厚い雨雲に覆われていて、今、何時くらいなのか見当もつかない。

「多分、もう陽が暮れます。今は闇雲に歩き回るより、ここにいた方がいいでしょう」

　ジェフリーは河原に転がっている、大きな二つの岩の隙間を指し示した。あまり雨はしのげないが、風はしのげるかもしれない、そんな場所だ。

「あそこまで、動けますか」

　ジェフリーがディアナを支えようとしたので「平気よ」と答えて立ち上がろうとすると、足に力が入らなくて前方につんのめった。結局彼の肩を借りて、岩の隙間に収まった。ジェフリーは上着を脱ぐと簡単に絞り、それをディアナの頭に掛ける。

「マントがあればよかったんですけど。飛び込む前に外しちゃったんですよね。ディアナさんのマントは、水の中で俺が取り払いました。絡まって、危ない気がしたんで」

　改めて互いの姿を確認する。ずぶ濡れなのを抜きにしても、ひどい有様だった。ジェフリーのこめかみから、血が一筋流れている。

「血が……」

「え？　ああ。どうってことはありません」

　ジェフリーがシャツの袖で拭うと、濡れた生地に血の染みが広がっていく。

「俺、ちょっとだけその辺を見てきます。ディアナさんはここで休んでいてください」

　自分も行くと言いたかったが、身体は言うことを聞いてくれそうになかった。

　ディアナは岩の間に、膝を抱えてしゃがみ込む。そして対岸の崖を見やった。上向かなければ一番上を視界に入れることができない、険しい崖だ。騎士団の皆がこちらを探してくれているのではないかと期待したかったが、あんな場所から見つけてくれるだろうか。そもそも、自分たちは相当な距離を流されたようだから、再会は容易でない気もする。それに、ヴィクターは予定が詰まっている。溺死したかもしれない団員の捜索に、人員や時間を割いてくれるだろうか。せめて、こちらが無事だと知らせる術があったらいいのにと、無理なことを考えた。

　雨は降り止まない。ジェフリーが掛けてくれた上着のおかげで、雨粒が直接身体に当たることは無い。でも、乾いた服が欲しい。火にあたりたい。温かいスープが飲みたい。熱いお風呂に入りたい……。

　ジェフリーが探索を終えて戻ってくるころには、寒さのあまり、ディアナの歯の根が合わなくなっていた。

「ディアナさん。これ、下に敷いてください」

　ジェフリーは後方の林から、木の枝を抱えて戻ってきたようだった。枝の先には葉っぱがたくさんついている。それらを何度か振るって水滴を落とし、岩の隙間に敷き詰める。石だらけで、座っているとお尻が痛かったから、有難かった。

「あ、あの、あ、ありが、」

　歯ががちがちと音を立てて、上手く喋れない。

「……寒いですか？」

「だ、大丈夫、こうして、ほ、ほら」

　ディアナは身体を縮め、自分で自分を抱きしめるようにして両腕をさする。こうしていれば少しは温まるだろうと思ったのだが、濡れた服が体に貼りついていて、摩擦はあまり意味が無かった。見かねたのか、ジェフリーも岩の隙間に入り、ディアナの身体を後ろから抱いた。

「あ、」

「……かなり冷えてますね」

　そう言ってディアナの両手を自分の手で包む。

「……ディアナさん？」

　ディアナは息を呑んで固まっていた。

　こんな風に密着するのはいつ以来だろう。ジェフリーの触れ方は色気も何もない淡々としたものだったが、ディアナは思い出してしまったのだ。かつてジェフリーと過ごした夜を。彼がディアナの心を抉るような言葉を吐いたことを。

　今はそんなことを思い出している場合ではない。それはわかっていたが、ディアナはジェフリーを突き飛ばすことも叫ぶこともできず、ただただ身を固くして俯いているしかなかった。

「すみません」

　ディアナの様子から何かを悟ったのか、ジェフリーはそっと離れる。

「すみません」

　彼はもう一度言った。

　水の轟く音と、気まずい空気だけがそこにはあった。






　陽が暮れて、気温がさらに下がった。目の前の川は激しく流れ、乱暴な音を立てている。聞いているだけでますます寒くなってくる。やがてディアナの身体は、自分でも止められないほどにがたがたと震え出した。

「ディアナさん」

「な、なに、」

「服、脱いでください」

「な、でも、わたし、さ、ささ寒くて」

「だからですよ。このままくっついても、服が濡れているから意味がない。直接、肌を寄せ合うしかないでしょう」

　寒さのせいで、頭も働いてくれないらしい。ジェフリーの言っていることが、初めはよくわからなかった。

「え、あ、あの。だって、」

「俺も寒いです。でも、ディアナさんほど深刻じゃない。さっきみたいに……俺が、後ろから抱きこむ形にしますから」

　二人が身を寄せている岩の隙間は、それほど自由に動ける広さはない。ジェフリーはいったんそこから出ると、躊躇いもせずにシャツを脱いだ。その時、ディアナはようやくジェフリーの意図を理解した。

　これは、アレだ。雪山で遭難した人たちが、こうして助かった例もある……というアレだ。理解したと同時に、羞恥や困惑といった感情も蘇ってくる。

「……ほ、ほほ本気で、言っているの」

「本気です。急がないと、どんどん冷えますよ」

「だ、だって……」

「さすがに、何もしませんよ。ディアナさんが俺のこと、信用できないのはわかります。けど、ここでディアナさんの具合が悪くなったら、俺、どうしたらいいんですか？　あなたを背負って、馴染みのない土地を歩き回らなくちゃいけないんですよ。二人一緒に野垂れ死ぬ可能性だってあります。或いは、調子の悪いあなたを一人ここに置いて助けを呼びに行くか……ディアナさんは、そうなってもいいんですか？」

　ジェフリーの言葉にぞっとした。そして彼が言うことはもっともだと思った。

　ディアナも岩の間から出て上着の釦ぼたんに手をかけたが、指が強張ってしまっていてすぐには外れなかった。

「俺は、先に岩の隙間に入ってます。準備ができたら教えてください。暗いからそんなに見えないと思いますけど、ディアナさんが来る時は、一応、目を閉じますから」

　ディアナがもたついているうちに、ジェフリーはディアナの視界から消える。後ろでベルトを外す音が微かに聞こえた。全部、脱ぐらしい。それもそうか、とディアナは釦と格闘しながら思った。

「ぬ、脱いだわ」

「……じゃあ、こっちへどうぞ」

　陽は落ちているが、厚い雲に覆われた空には月も星も見えない。ジェフリーは岩の隙間に座り込んでいるようだ。闇の中で、彼の肌が白っぽく浮き上がって見える。

　本来ならば、これから裸で密着する行為に備えて、もう一度覚悟を決め直したりするべきかもしれない。だがディアナは寒くて寒くて、今、目の前に焼けた鉄板があったなら、迷わずその上にダイブするだろうというほどの極限状態に陥っていた。暖を取ろうと必死で、彼が目を閉じているかどうかの確認もせずにその懐へ飛び込んだ。

　ディアナを、後ろからジェフリーが包むように座る形になる。背中にジェフリーの胸板がくっついたのがわかった。初めは湿った肌の感触が思っていたよりも冷たいと思った。がたがた震えるディアナを押さえるように、ジェフリーは腕に力を入れて抱え込んでくれている。やがて、肌のくっついている部分が温かく感じられるようになった。ディアナはこのぬくもりが、なんとか全身に回ってくれないだろうかと期待する。

「ディアナさん？」

「……な、なに？」

「起きていられますか。この状態で、寝ないでくださいね」

「そうしたいところだけれど」

　できればこの現実から逃避したい。こんなに寒くて惨めな状況から、どうにかして逃げ出したい。油断したら気が遠くなりそうだった。

「何か、話をしませんか」

「話……？」

「そうですね……ディアナさんの家族の話とか、聞きたいです」

「貴方も知ってると思うけど、父は商人よ」

「ええ。ウォレス海運ですね。港にいくつも倉庫があるでしょう。船もたくさん所有してると聞いてます。すごいな」

「でも、何代遡っても、先祖に貴族はいないわよ」

「商人、結構じゃないですか。成功しているんでしょう？　うちは代々伯爵だったというだけで、俺や、俺の父が努力をしたわけではありませんから」

　貴族の多くは富を成した商人を煙たがる。労働でお金を稼ぐ行為を卑しいと言う人もいる。ジェフリーのように考える貴族は珍しいのではないだろうか。

「何代にも亘って領地を守ってきたのだから、じゅうぶんすごいと思うけど……お父様の領地は、いずれは貴方が継ぐのでしょう？」

「俺が長男ですから、順当に行けばそうなりますね。ディアナさんは、ご兄弟は？」

「兄が二人いるわ。二人とも、父と一緒に仕事をしているの」

「……俺、ディアナさんは一番上なのかと思ってました。ほら、しっかりしてるから」

「そんな。私、別にしっかりなんて……」

　自分がしっかりしていると思ったことはない。本当にしっかりしている人ならば、酒に酔って鍵を失くして子供のように泣いたりしないだろうし、ふらふらと男性について行った挙句、その部屋に入ったりもしない。それを思い出したと同時に、自分を包むように組まれたジェフリーの腕を意識してしまった。自分はこの腕に抱かれたことがあるのだと。この手は、自分の身体を識っているのだと。

　やめなさい、ディアナ。これは今考えることではないでしょう……？

　突如湧いて出た艶めかしい過去の記憶を、なんとか打ち払おうと試みる。

　だが、なお悪いことに、ディアナは気づいてしまった。自分の腰の辺りに何かが当たっている、と。

　……これは、やっぱり……あれよね。

　居心地が悪くなって、ディアナはますます身体を縮め、腰を彼のものから離そうとした。

「すみません」

　ジェフリーが気まずそうに呟く。

「これは、その。自然な反応というか、自分ではどうしようもないというか……ああ、なんか、言い訳に聞こえるな。とにかく俺、本当に何もしませんから」

「え、ええ」

「いくら俺でも、この状況で、やっていいことと悪いことの区別はついてるつもりです」

「ええ……」

　男の人だから、仕方ないのかもしれない。と、思うようにした。それに、身体を離すと背中が寒い。ディアナは再び、ゆっくりとジェフリーに寄り掛かる。
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「ディアナさん、さっきよりは温まってきましたね」

　ジェフリーは脱いだ上着を自分の肩に掛けていたが、それは身体に直接雨が当たらないようにするためだ。雨は降ったり止んだりで、雨脚が強まると彼は上着を引っ張り、ディアナを雨から庇うようにしてくれる。ジェフリーの肩や背中には濡れた上着がずっと貼りついているので、ひょっとしたらディアナよりも凍えているのではないだろうか。

「貴方の方が寒いんじゃない？」

「ディアナさんが温かいから平気ですよ」

　彼はそう答え、ディアナを抱き込んでいる腕に、ほんの少しだけ力を込めた。

　さすがにこの状況で行為に及ぼうとはしないだろうが、ジェフリーがその気になれば、ディアナをいくらでも好きにできるはずだ。力の差だってあるし、何より知らない場所に二人きりで、裸でくっつき合っているのだから。

　だが、彼はディアナに必要以上にくっついては来ないし、触れ方にも性的なものは感じられない。語る口調はゆっくりと静かで落ち着いている。ディアナの心が欲しいというジェフリーの言葉は、ひょっとしたら本当なのかもしれないと思った。

「さっきの話ですけど……もし、俺の方の具合が悪くなって、明日の朝動けなかったら、放っておいてもいいですよ」

「え？」

「ディアナさんはどうにかして、近くに住む人に助けを求めて……俺のことは言わなきゃいいんです。王都に戻った後も、皆には、俺とは会わなかったって言えば、それでいいんです」

　ジェフリーは、自分が動けなくなったら見殺しにしろと言っている……そう聞こえた。

「な、何言ってるの？」

「俺は、あなたにそうされても仕方のないことをしました」

「そんな……」

「少なくとも、あなたの気は済むかもしれませんよ。俺がやってきたことは、ここでちょっとあなたを温めたぐらいで取り返せることではない。そう、思います」

　確かに、この男を殺してやりたいと……それくらい憎たらしいと思ったことはあった。だが、ここで人知れず骸むくろとなるジェフリーの姿を想像すると、ディアナは泣きたくなった。そんなことは望んではいない。

「私が……私が貴方を殺す時は、貴方の口の中にレーズンを詰めて、それで命乞いさせてやるって決めてるのよ」

　ジェフリーが笑った。ディアナを抱える腕も揺れる。

「苦手なのは、サラダになってるやつです。パンやお菓子に入っているのは普通に食べますよ」

「そういう選り好みは、ますます性質が悪いんだから」

「そういえば、マーテルはパイナップルの入った肉料理が嫌いだと言っていました。肉と果物が一緒なのはまだいいとしても、温かいパイナップルが許せないんだとか」

　あたし、パイナップルが温かいのって、どうかと思うんです。そう口にするマーテルが容易に想像できて、ディアナも笑ってしまった。

「ディアナさんは、苦手な食べ物はないんですか」

「私……子供の頃、トマトが嫌いだったの。あの、中身のぷるぷるしたところが、どうしてもダメで。でも、今は平気よ」

「へえ。克服できたきっかけはあるんですか」

「うち、レイリッカムという所に別荘があってね、確か十歳の頃の夏を、そこで過ごしていて……家族皆で周辺の散策に出かけたの。農園の近くを通りかかった時、採れたてのトマトをもらってしまって」

　トマトをくれたのは農園の主だった。井戸水でトマトを洗ってくれて、トマトの表面に付着した水滴が、とても綺麗に見えたのを覚えている。その場で食さなければ失礼だというのもあったけれど、ディアナはその時とても喉が渇いていたのだ。

「びっくりするほど美味しかったわ。それから食べられるようになったけど……あの農園のトマトを超えるものには、未だに出会えないでいるわ」

「なるほど。俺にもそんなきっかけがあればいいんですが」

「…………。」

　このまま、三日も四日も遭難したままであれば、苦手なものでも食べられるのではないだろうか……だからと言って、さすがにレーズンは手に入らないだろうけれど。そう思ったが、あまりに不吉な考えだったのでディアナは言葉にはしなかった。

「ディアナさん、かなり身体温まりましたよね。もう、眠っても大丈夫だと思います。俺、こうしてくっついてますから」

　ジェフリーも同じことを思ったのかはわからないが、彼は食べ物の話を止める。

　言われてみれば、手足の先が冷たいくらいで、それほど寒くはなくなっていた。朝晩は冷え込むとはいえ、そもそも凍えるような季節ではないのだ。

　真っ暗闇の中、川の流れる音だけが聞こえている。今ここに一人でいたら、どれほど心細いだろう……いや、一人だったら……ディアナは今頃、生きてはいない。川の水を、喉から吐き出した時のことを思った。

「あの、ジェフリー……」

「はい」

「川から引きあげてもらった時……私、水をいっぱい吐き出したんだけど、それって……」

　やはり、口と口で蘇生させてもらったのだろうか。ディアナはそう考える。すると、彼がごくりと唾を飲み込んだ音が聞こえた。

「……すみません。ディアナさんが息をしていないように思えたんで、俺、必死で……すみません」

　気を失う前、ジェフリーが馬から飛び降りるところを見た。それは覚えている。彼はなりふり構わず濁流に飛び込んで、ディアナを助けてくれたのだ。自分が命を落とす可能性だってあったのに、それでも。

　ディアナは首を振った。別にジェフリーを責めようとして訊ねたわけではない。ディアナはただお礼が言いたかったのだ。

「ううん。貴方は私を、助けてくれたんでしょう？」

「ディアナさん……」

「だ、だから……ありがとう……」

　口にした途端、ぶわっと身体が熱くなった。すぐそこまで迫っていた、凍てつくような死の気配が遠ざかった気さえする。照れくさくなったディアナは、慌てて話題を変えた。

「あ、あの……朝になったら、どうする？」

　ひょっとしたら、騎士団の誰かが自分たちを探しているかもしれない。それならば川沿いから離れない方がいい。だが、向こう岸の崖の先はどうなっているのだろう。人が入れる地形なのだろうか。

「俺たち、かなり流されたと思うんですよね。だったら、もっと下流の方へ行ってみませんか。別の橋があるかもしれません。或いは、河口に近ければ川幅が広がって、流れも緩やかになるでしょう？　歩いて渡れるかもしれませんよ」

　ディアナは一生懸命、王城とカラナの位置、その周辺の地図を思い浮かべようとした。

　川岸を歩いて上流まで遡り、皆とはぐれた場所に戻っても、橋は落ちている。川を下れば王城からは離れてしまうが、向こう岸に渡れるかもしれない。来るかわからぬ助けをここで待つよりは、そっちの方がいい気がした。

「ええ、そうね」

「では、明朝に備えて、もう休みましょうか」

「あまり眠れそうにはないけれどね」

「そうですね。でも動かないで、目を閉じてじっとしていれば、少なくとも体力は温存できますから」

　この状況で眠れるわけがない……そう思いはしたものの、水流に揉まれたせいか身体は怠く、これ以上の考え事はしたくない気分だった。ディアナは、いつの間にかうとうとしていた。






　時折ハッと目が覚める。だが辺りは暗く、激しい水の音だけが聞こえている。川に落ちた時の恐怖と驚きを思い出して、頭を抱えて叫びだしたい衝動に駆られるが、背中に感じる温もりで、今の自分は一人ではないと安心し、再び浅い眠りに入る。ディアナはそれを何度か繰り返した。






「ディアナさん……」

　ジェフリーの囁き声に目を開けると、空は白み始めていた。水の音は相変わらず激しいが、昨日ほどではない。

「動けるようなら、出発しましょう。明るいうちにできるだけ進んでおきたいので」

　雨はすっかり止んでいた。今日は晴れそうだ。

　ディアナたちは濡れた衣服を絞ってから着込んだ。それはひんやりとしていたが、晴天のもと歩いていれば、そのうち乾くだろう。まずは下流に向かって歩き始めた。

　しばらく歩くと岩や石の転がっている河原は途切れ、川は土手を削るように流れていた。そこで川沿いを進むのは諦めて林の中へ入り、水の音を聞きながら歩き続ける。

　ふとジェフリーが立ち止まる。彼は大きな木の葉を摘むと、それを円錐状にくるりと丸めた。目の前にある小枝を揺すり、円錐の中に水滴を貯める。

「雨水ですが。どうぞ、ディアナさん」

　即席のコップに付着した水滴が、木漏れ日を反射して輝いている。そして唐突に、自分は喉が渇いていることに気がついた。水ならば近くに大量にあるが──普段は清き流れなのだろう──今は濁っていて、それはとても飲めそうにない。

「すごい……葉っぱを、こんな風に使ったりできるのね」

「俺の実家……アンバーリッジは田舎なんですよ。こういうのは、子供の頃によくやりました」

　ディアナは葉っぱのコップを受け取った。

「貴方のご家族の話……聞いてもいい？」

　昨日はディアナの家族の話をした。だが、ディアナが喋るだけでジェフリーの話を聞いてはいなかったし、彼がどんな環境で育ったのか、どんな家族がいるのか……ディアナは、初めて知りたいと思ったのだ。

「俺ですか？　両親と、姉と、弟がいます」

「まあ。真ん中なのね」

　姉がいることになんだか納得してしまう。女性に幻想を抱くことのない、斜に構えたような彼の言動。お姉さんの影響なのかもしれない、とディアナは思った。

「ええ、まあ。この姉が……ちょっと曲者でして」

　ジェフリーの姉は強烈な人物らしい。彼が大げさに語ったのかもしれないが、それを差し引いても、話を聞いている分にはとても面白かった。

　茂みをかき分けるようにしてしばらく進むと、倒木が転がっていた。それは昨夜の雨で濡れていたが、こちらの衣服も湿っているので、二人は気にせずそこに腰掛けて休憩をとる。

　少し休んだ後、ジェフリーはその辺を見てくると言って木々の間へ消えて行った。ディアナも一緒に行こうとしたが、彼は「ディアナさんは疲れているんですから、体力を温存しておいてください」と言う。

　しかし昨日もディアナは偵察をジェフリー任せにしていた。確かに昨日のディアナは動き回れる状態ではなかったが、ジェフリーの方がずっと体力を消耗しているのではないだろうか。彼はディアナを支えて泳ぎ、岸に引き上げ、一晩中温めてくれたのだから。なんだかジェフリーが心配になって、ディアナは彼の後を追った。

　木の葉の隙間から射す木漏れ日を受けて金色の髪が輝いていたので、ジェフリーのいる場所はすぐにわかった。彼は手に木の枝を持ち、中腰で地面にある黒っぽい塊──ディアナのいる場所からは、どう見ても動物のフンに見えた──をつついていた。

「な……にしてるの？」

「あ、ディアナさん」

　怪訝そうなディアナの問いに、ジェフリーは顔を上げた。

　彼に近寄って地面を確かめてみると、やはり、どう見ても何かのフンとしか思えない塊だった。だがジェフリーの表情は至って真剣なものだ。

「早めにここを離れましょう。多分、これ、イノシシのフンです」

「はあ」

　彼の真意が掴めずに曖昧な返事をする。

「この辺にまだイノシシがいるかもしれません。遭遇したくはないでしょう」

　そこでようやくディアナにも合点がいった。

「ええ」

　と、頷きはしたものの。もう一度ジェフリーの姿を見る。騎士の制服はすっかり草臥くたびれてしまっているが、それでも優男ぶりは健在だ。長めの前髪が頬にかかって、影を作っている。足はすらりと長くて……でも、手に枝を持って、動物の落とし物をつついていた。

「ふふっ」

　ディアナはとうとう噴き出した。

「あはははは！」

「え……ディ、ディアナさん？」

「ご、ごめんなさい。だ、だって……枝で……」

　ディアナはお腹を押さえながら笑う。

「いえ、昨日の雨で湿っただけで、古いものかもしれないって思ったんですよ。中身の方は乾いてるんじゃないかって」

　ジェフリーは木の枝を使って検分していた理由を述べた。

「でも、よくわかりませんでした。というか、見つけた時点で離れるべきですよね。俺、なんで確かめようなんて思ったんだろう……」

　ジェフリーの後に続いて件の落とし物から距離を取りながらも、ディアナの笑いは収まらぬままだった。

　ディアナは思う。この人、普通にしていれば人当たりはいいし、優しいし、面白いし、それに……じゅうぶん魅力的なんじゃない、と。初めからこんな風に接してくれていたら、彼に対するディアナの気持ちはまた違ったものになっていただろうに、と。

「そういうのって、やっぱり故郷で過ごしているうちに身についたの？」

「動物のフンの見分け方のことですか」

「それもあるけど、葉っぱでコップを作ったり、なんだか自然に慣れ親しんでいる気がしたから」

　二人きりになってからのジェフリーの行動は、とても落ち着いているように見えた。だから、アンバーリッジで過ごしていた頃は、頻繁に河原や山の中で遊んでいたのだろうかと思った。

「半分はそうかもしれません。でも、アカデミー時代にやった軍事演習で覚えたのもありますよ」

　彼は、森林地帯に分け入って、そこで七日間の模擬戦を行ったことがあると言う。士官候補生たちは二組に分かれ、戦果を競うのだ。

「たとえば、ほら」

　ジェフリーは上を指さした。ディアナも見上げる。木の葉の間から青空が見えた。

「茂っている木の葉は、南側の方が多いんですよ。これで大体の方角がわかります」

「まあ、ほんとね」

　瞬時にわかるものではなかったが、意識して見てみれば木の葉のつき方には偏りがある。

「山の中で、仲間とはぐれた時の合図なんかもありますよ」

「わかった。木の幹に印をつけたり、枝を折っておいたりするんでしょう」

「うーん、それだと敵にも気づかれてしまう可能性がありますから」

　ジェフリーは手近な場所の枝から葉をちぎった。それを地面に置き、小石を上に乗せる。

「こうして葉っぱで自分のいる方角を指したものを、不定の感覚で置いて行くんです。自然のものと区別をつけるために、葉っぱを少し千切って印をつけるんですけど、どんな風に千切るか事前に仲間内で相談して決めておくんですよ。ただ、すごく見つけ難いんですけど」

「探す方も大変ね」

　ジェフリーは確かに、と言って肩を竦めた。

「でも人間相手じゃなければ、ディアナさんが言った方法でじゅうぶんですよ。今ここにイノシシが現れて、逃げる時にはぐれてしまったら、その方法でいきましょう」

　その手段を使う時が来ませんようにと祈りつつ、ジェフリーのアカデミー時代の話を聞きながら、二人は先へ進んだ。

「ディアナさん。ここ、段差があります」

　二、三歩先を行くジェフリーが振り返った。

「滑るんで、気をつけてください」

　そう言って手を差し出す。彼はいとも簡単にディアナを段差の上に引き上げた。力強い手に、ディアナの胸はざわめいた。

　彼の手が離れて、思わずその温もりを確かめるようにディアナは自分の手の甲をさすった。

　……ジェフリーが、初めからこんな風に接してくれていたら？

　そんなことはわかっている。優しくて面白い仕事仲間として、アーヴィンやダラス、ヒューゴと同じように大切に思っていただろう。

　ディアナの心を乱すこともない、ただの良き仲間として。

　ならばあの夜、優しくされてふらつくことも無かったはずだ。

　彼がどんな風に女性を抱くのか、どんなことに傷つくのか、そして意外に直情的な面があることも知らず、ディアナは今頃失恋の傷を癒していただろう。

　静かに。自分の中に激しい感情が生まれることもなく、とても静かに。






　二度の休憩を挟んで林を抜けると、視界が広がった。山の向こう側に煙が上がっているのが見えた。民家の、煙突からの煙だろうと二人は期待し、そちらを目指して歩き続けた。

　煙の出どころは、猟師の一軒家からだった。集落らしきものはなく、その猟師の家だけがただぽつんと存在している。

　その家へ行き、上流の橋が壊れて流され、彷徨ってきたことをジェフリーが説明すると、初老の猟師とその妻は、二人を家の中に入れてくれた。彼らが言うには、川に沿ってもう半日ほど歩けば橋と村があるらしい。そして、今夜の寝床として納屋を貸してもいいと言う。ディアナたちは夕飯をごちそうになると、厚意に甘えて納屋へと向かった。

　ごちそうになったものは固くなったパンと、具が殆どないスープ、少しのチーズだった。きっと、楽ではない生活なのだろう。ディアナは申し訳なく思った。それに──。

　それに。ディアナは借りたランプで納屋の内部を照らした。

　中は狭く、狩猟に使うと思われる道具や、薪を割るための斧などが置いてある。それから藁布団に入れるためのものだろうか、藁が積んであった。寝床として使えそうな空間は少ししかない。

　ディアナとジェフリーは、自分たちのことを城の騎士だと説明していた。夫婦や恋人だとは一言も言っていない。そんな自分たちに躊躇なくこんな寝床を勧めるのだから、王都から離れて生活する農民や猟師たちにとっては、未婚の娘の評判などあまり重要ではないらしい。もっとも、ディアナはもうそんなことを気にする身体では無いのだが。

　寝床の狭さについてジェフリーが何を思ったかはわからない。でも彼は明るい口調で言った。

「藁を寝床にしましょう。詰めれば、二人とも横になれますよ」

「ええ」

　ディアナはランプを倒さないように気をつけながら下へ置くと、藁を広げて均しているジェフリーを手伝った。

「夕べと比べると、天国ですね」

「ええ、そうね」

　服はまだ若干湿っているもののちゃんと着ているし、身体を横たえることができる。そう考えると、ディアナの気持ちも上向きになった。

　ランプを消して藁の上で横になり、余った藁を身体の上にふり掛ける。チクチクしたが、昨日よりもずっと温かい。安心したせいか、ランプを消すと同時にディアナは眠りに落ちていた。






　カサ、という音でふと目を覚ます。周囲はまだ真っ暗だった。再びカサカサ、と藁が擦れるような音がして、ジェフリーが起き上がったとわかった。暗闇の中で、ジェフリーが動き出す気配がする。さらに身体にくっついた藁を払うような音と微かな足音がして、扉が軋んだ。ジェフリーは納屋を出て行ったのだ。用を足しに行ったのだろうかと、ディアナはぼんやり思った。

　再びうとうとしていたようだ。次に目を覚ました時、まだジェフリーの気配はない……ような気がした。そっと腕を伸ばし、彼が横たわっていた場所に触れる。手ごたえは、頼りない藁の感触だけだった。

　ディアナは起き上がった。ジェフリーはまだ戻っていない。用足しにしては長いのではないだろうか？　あれから自分はどれくらい眠っていたのだろう？　こんな夜中に、知らない土地で、一体どうしたというのだろう？　探しに行くべきかと考えたが、今は夜で、やはり知らない土地である。闇雲に動き回っていいはずがない。このまま彼が戻って来なかったらどうしようと不安に襲われた時、蝶番が軋む音がした。

「ジェ、ジェフリー……？」

「ディアナさん？」

　聞きなれた声が返ってきて、ディアナはほっと胸を撫で下ろした。

「すみません、起こしてしまいましたか」

　ジェフリーは囁くように言って、静かに藁の寝床へ入ってくる。

「い、いえ……目を覚ましたら、貴方がいないみたいだったから。あの……お腹の調子でも悪いの？」

　ディアナは遠慮がちに、だが気になっていたことを訊ねた。

「ごめんなさい。でも、ただの用足しにしては長かったみたいだから」

「ああ。そうなんです、ちょっと。……女性の前で、すみません」

「いえ。聞いたのは私の方だし……」

　ディアナは自分のお腹を押さえた。固くなったパン。野菜の切れ端が浮かんだスープ。ぽそぽそのチーズ。ジェフリーは、それをやたらとゆっくり食べていた。お腹がすいていたディアナは、鮮度や衛生状態など気にせず食べてしまったが。

「何がいけなかったのかしら」

「え？」

「いえ、あの……私も同じものを、食べたわけだから」

　ジェフリーがお腹を壊しているとなると、自分もそうなってもおかしくはない。すると、彼は「ああ、そうか」とため息を吐いた。

「ディアナさん」

「何？」

「あなたの不安を取り除こうとすれば、今度はあなたを不快にしてしまう」

　ジェフリーは謎かけのような物言いをした。

「ええと、すみません。腹の調子が悪いというのは、嘘です。ただ、えーと……」

　彼がこんな風に口ごもるのは珍しい。昨日彼が口にした「もし俺の具合が悪くなったら」という話を思い出して、ディアナは怖くなった。

「な、なに？　お腹じゃなければ、どこの具合が悪いの？　まさか、怪我でもしているの？」

「そうじゃなくて……俺、あのままじゃ、あなたを襲ってしまいそうだったんですよ！」

　ディアナは、やけくそ気味に吐き出された言葉の意味を考えようとした。彼がいるはずの方に顔を向けるが、真っ暗で何も見えない。ただ、藁がサラサラと音を立てている。

「すみません……けど、あなたを襲うよりいいでしょう」

　彼は、精を抜いてきたのだ。

　ようやくそのことに気づいたディアナは、混乱した。

「え、だ、だって。昨日はあんなに……」

　裸で、密着して過ごした。でも彼は──硬くなってはいたけれど──そのままディアナと過ごした。朝まで、何もせずに。

「昨日と今日じゃ、まるで違いますよ。そりゃ、あなたの身体に反応はしましたけれど……けど、考えることは他にたくさんありました。俺、あなたを死なせたらどうしようとか、どうやったら無事に帰れるんだろうとか……昨日はそういう心配事で、いっぱいいっぱいだったんです」

　また、カサカサと藁が動いた。

「けど、今日は違います。一応腹は満たされているし、ここは雨も風もしのげる寝床です。この先に村があることもわかっています。昨日とは、違うんですよ……」

　軽い混乱の後、ディアナは猛烈な恥ずかしさに襲われた。その次に、じわりと温かい気持ちがこみ上げる。昨日、ジェフリーはそんなことまで考えてくれていたのだ。

「あなたの寝息を聞いていたら、昨日の感触が生々しく蘇ってきて、それで、俺は……どうしようもなくなってしまったんです……すみません」

　ガサガサという大きな藁の音に続いたジェフリーの声は、若干遠く聞こえた。彼はこちらに背を向けたのだろう。

「これ以上あなたに嫌われたくなかったんですけど……なんだか、全然上手くいかない」

　独り言のようにジェフリーは呟き、それから黙った。

　暗闇には静寂だけが鎮座しており、藁の擦れる小さな音すらも聞こえない。

　ディアナは、ジェフリーがいる方をじっと見つめた。

　手淫してきたことを白状されたというのに、不思議と嫌な気持ちにはならなかった。嫌味ったらしく慇懃無礼いんぎんぶれいで、まったく本心がわからないと思っていたジェフリーの、等身大の泥臭さがそこに見えるような気がしたのだ。

「あの、私、別に……」

　嫌ではない、不快にはなっていないと伝えようとしたが、この状況でそんな科白を吐いたら、遠回しに誘っているみたいではないか。だから微妙に言い方を変える。

「別に……気にしないわ。だって、貴方に幻滅するのは今に始まったことではないし、今更という感じで」

「許してくれるんですか」

「許すも何も……男の人は大変ね、と思っただけ」

「ああ。けど、俺、前にも暴露しちゃいましたもんね。あなたを使って手淫してるって」

　彼が動いた気配はない。ディアナに背を向けたまま喋っているようだ。

　確かに、ジェフリーはディアナに言ったことがある。自分は想像の中で数えきれないくらいディアナを穢した、と。

「幻滅ついでに聞きますか？　俺の想像の中のディアナさんがどんな風か」

「なんだか、碌な話じゃなさそうね」

　ジェフリーが身体を揺らして笑うのがわかった。藁も一緒にカサカサと揺れる。

「俺とディアナさん、二人一緒に敵に捕まっちゃうんですよ。ディアナさんは敵兵に囲まれて……俺は、別の敵兵に押さえつけられて、『お前の仲間が犯されているところを見てろ』って言われるんです。ディアナさんは俺の目の前で服を剥かれていって……俺は、何もできない自分を呪いながらも、なぜかものすごく興奮してて」

「ちょっと待ってよ。そこは普通、貴方が敵をやっつけて、ヒーローになるべきでしょう」

「相手が大人数ですからね。俺、すぐやられちゃうんです」

「だらしないわね」

「すみません」

　ひどい話題だというのに、なぜか口角が持ち上がってきて、ディアナは笑ってしまっていた。

「他にも色々あるんですけど、俺の一番のお気に入りはウォレス少佐っていうやつです」

「私が少佐？」

「ええ。俺は一兵卒で、あなたは出世して、少佐辺りなんですよ」

「しかも、貴方が一兵卒ですって？」

　ジェフリーのような貴族であれば、たとえアカデミーを出ていなくても、そこそこの地位に就ける。一兵卒というのは考えられない。

「さては、何かへまをして降格になったのね。いい気味だわ」

　ジェフリーのくすくす笑いが聞こえる。

「まあまあ、俺の想像世界の話ですから」

「それを言うなら、妄想世界でしょう」

　そこで二人とも笑った。

「ウォレス少佐は勲章をたくさんつけた制服を格好よく着こなしていて、野郎どもの憧れの的なんですよ。俺はあなたから剣の手ほどきを受けるんだけど、どきどきして上手くいかない。あなたはため息を吐いて、俺に言うんです。『仕方ないわね、今夜、私の執務室にいらっしゃい、個人授業を行うわ』。それで、その個人授業の内容が──」

「もういいわ」

「色々あるんですよ。俺はこれをウォレス少佐シリーズって名づけて、繰り返し想像をめぐらせています」

「もうやめてったら」

　笑いすぎてお腹が痛くなってきた。

　ひとしきり笑って、苦しかった呼吸が落ち着くと、ディアナは不思議な解放感に包まれていた。

　ジェフリーが自分のこと──それも、ひどい内容の──を話してくれたせいか、そしてそれを二人で笑いながら共有したせいか、ディアナも自分のことを話してみようという気分になっていたのだ。家族や自分にまつわる話ではなく、心の内を。

「あの、聞いてくれる……？」

「はい。ディアナさんのことなら、なんでも」

　カサカサと藁が擦れる。彼がこちらを向いたのだ。

「団長のこと……」

　ディアナは、一度言葉を切り、唾を飲み込んだ。

「団長はね、本当に、私の夢だったの。完璧すぎて、神様みたいに思ってた。だって、私の中では、団長は用足しには行かないんだもの」

「ディアナさん、いくらなんでもそれは」

「もう。私の中ではって、言ったでしょう？　……私、団長のカッコ悪いところとか認めたくない部分とかを見てしまっても、自分の中でそれをなかったことにしてしまうと思うのね。貴方、私に聞いたことがあるでしょう。私が、その、団長を想ってひとりで、その……」

　──自分が団長と情交しているところを想像して、一人で慰めたりしていたんですか。

　──あなたの想像の中では、何回くらい団長とやったんですか。

　彼はディアナを抱きながら、そう訊ねてきたことがある。

「ああ、はい……」

　ジェフリーの声は気まずそうだった。

「私は、団長が誰かとそんなことするなんて、考えられないの」

「王女と婚約しましたよ。結婚したら、子供も生まれるでしょうね。それでも？」

「それはきっと、キャベツ畑で見つけたりするのよ……もう、笑わないで。だから、私にとっては夢だったの。私の理想を団長に重ねて、勝手に神様みたいに思ってた……そういうことなんだと思う。だって、神様と人間は、恋愛なんてできないでしょう？」

　ジェフリーは何も言わなかった。いい年齢をして、少女のように夢見ていたディアナを馬鹿だと思ったのかもしれない。こんな話を彼にすべきではなかったかも、とディアナが思い始めた時、ジェフリーが言った。

「ディアナさんの中で、俺は人間ですか」

　先ほどとは違う、真剣な声だ。

「俺とは。俺とは、恋愛できますか」

「そ、それは……」

　ディアナにとって、ジェフリーは生々しい現実そのものだった。

　彼がディアナの目の前でお腹を壊そうが、どれほど情けない姿を晒そうが、格好悪い真似をしようが、きっと、自分はあるがままのジェフリーを受け入れるだろう。

　ディアナにとって、ジェフリーは紛れもなく人間の男性である。だが、それは何を意味するのだろうか。ジェフリーと恋愛……できるという意味になるのだろうか。

　自分の中でジェフリーの評価が覆り始めている。そのことに気づいたディアナは、思わず身を起こしそうになった。

「……いえ、返事はまだいいです。今のは、忘れてください」

　ジェフリーは寝返りを打ち、ディアナに背を向けたようだ。

「早すぎる質問でした。俺はまず、あなたの信頼を勝ち取らなくちゃいけないんですから」










06．孵化の兆し






　夜が明けた後は納屋を使わせてくれた猟師夫婦にお礼を言って、二人は下流に向かって歩き始めた。川幅は徐々に広くなるが、人間が歩いて渡るにはまだまだ流れが速い。半日ほど歩いたところに村や橋があるという話だったので、焦らずに歩を進めた。

「村に、役人のいる施設があればいいんですけど」

　小さな集落らしきものが見えてきた時、ジェフリーはそう言って、自分の汚れた制服を見下ろした。

　昨夜の猟師夫婦は、二人の服装を見ても、城の騎士だと説明しても、ぴんと来ていないようだった。王都から離れた田舎ではそんなものなのかもしれない。だが、制服以外の装備は流され、二人は小銭すら持っていない。話の通じる村人や役人がいなければ、王都へ戻るのに苦労するだろう。

「ディアナさんだって、汚れ、流したいでしょう？」

　身体が乾いてくると、濁流の名残である土や砂が、髪の毛や服の繊維からざりざりと落ちてきて、気になるようになっていた。役人がいる村であれば、手持ちが無くとも宿屋を案内してもらえるはずだ。

　ジェフリーは自分の制服をあちこちと触り、銀の釦──いくつかは川に流されてしまっているが──やベルトのバックルを売ったらいくらぐらいになるのだろうと、ぶつぶつ呟いている。

　──俺とは、恋愛できますか。

　ディアナは、ジェフリーの言葉を思い返していた。彼は忘れろと言ったが、なぜかそれに腹が立った。どうして無かったことにしなくちゃならないの？　と。

　ディアナは俯いた。

　忘れろと言われて、どうして私は腹が立ったの？

　嬉しかったのだ。彼の問いが。

　けど。けれど……そんな馬鹿な。では、私は彼の気持ちに応える準備ができているというの？

　あのパーティーの夜みたいに、彼にちょっと気を使ってもらって、彼がちょっと優しかったから、ぐらついているだけなのではないの？

　ジェフリーはこうしてさんざんディアナに夢を見させて……。

　──大嫌いな俺に犯されて、今、どういう気分でよがってるんですか？

　結局はひどい言葉で、暗く冷たい深淵へと、叩き落とすのではないだろうか。

「ディアナさん？　どうしました」

　いつの間にか立ち止まっていたディアナに、ジェフリーが訝しげに声をかけた。

「どこか……痛いところでもあるんですか。それとも、疲れましたか」

　彼はディアナの様子を見ようと近づいてくる。

「い、いえ。何でも」

　そうだ。自分はまだ、彼を信頼しきれていないのだ。

　ジェフリーはそれを知っているからこそ「まずは信頼を勝ち取りたい」と言ったのだろう。彼は、ディアナ以上にディアナの気持ちに詳しいのかもしれない。

「ディアナさん？　本当に大丈夫ですか」

　ディアナと一緒に水流に揉まれ、林の中を歩き回り、ジェフリーもボロボロだ。制服はあちこち釦が千切れ、泥がこびりついて、かぎ裂きまでできている。みすぼらしい格好のはずなのに、ディアナの瞳に彼の姿はやたらと新鮮に映った。

「おおい！　そこの！　そこの、あんたら！」

　呼び声に、二人は顔を上げた。粗末な服を着た男がこちらへ手を振りながら駆けてくる。

「あんたら、お城の、騎士さんかい？」

　男は二人の前までやってくると、膝に手をついてぜえぜえと肩で息をした。男の問いにジェフリーが答える。

「……いかにも、我々はフローヴェリア城の騎士だが」

「ああ、やっぱりそうか」

「あの、失礼だが貴方は一体……？」

　男はしばらくの間苦しそうに息を整えていたが、ようやく二人に向き直った。

「お城の騎士さんが、あんたらのこと探してる。髪の短い女の子で……」

　そう言って遠くに見える集落を指さしたので、ディアナとジェフリーは顔を見合わせ、ほぼ同時に口にした。

「マーテルじゃない？」

「マーテルだ！」

　マーテルが集落へやって来たのは、昨日の昼前のことだったという。彼女は村人を集め、夜の間ずっと川面に向かって松明を掲げ、周囲にも篝火かがりびを焚き、何か──つまり、ジェフリーとディアナの死体──が流れてこないかと目を光らせていたようだ。

　彼女は夜通し河原で過ごしていたが、今は宿屋で仮眠をとっていると男は言った。マーテルは二人が見つかるまで眠らないと言い張ったらしいが、彼女は全力で馬を飛ばし、休む間もなく探したくもない探し物──仲間の死体など、探したくないはずだ──をしていたのだ。「いいかげん休むべきだ」と村人たちに言われ、しぶしぶ宿屋に入ったようだった。今は村人が代わる代わる、何かが流れてこないかと川面を見つめているという。

　二人は男の話を聞きながら集落へと向かった。案内された宿屋の入り口に、馬が繋いである。マーテルの馬と、それから……。

「サブリナ！」

　ディアナは自分の愛馬に駆け寄り、その首に抱きついた。

「その馬、やっぱりお城の騎士さんのものだったのかい」

　宿屋の主人は言った。サブリナは今朝早くこの村にやって来たらしい。サブリナを見たマーテルは「ディアナさんの馬だ」と言って泣き出し、村人たちはそのマーテルの姿に涙したそうだ。

「ああ、サブリナ……もう、会えないかと思っていたのよ」

　サブリナは小さく嘶いた。それとほぼ同時に、どたどたと、床を踏み抜きそうなほど乱暴に廊下を駆け抜ける音が聞こえてきた。

「ギャァアアアア！　ディアナさんっ！　ディアナさぁああん!!」

　そして宿屋の入り口からマーテルが飛び出してくる。

「マーテル！」

　ディアナは突進してきたマーテルの身体を、なんとか受け止めた。

「あたし！　あたし、ディアナさんのこと探しててぇええ！　でもっ、でもすっごく不安で！　だって、もし、ディアナさんが……うっ、うわぁああん」

「ま、マーテル、落ち着いて、私は大丈夫だから、ね？」

「お、俺の立場は、一体……？」

　マーテルはディアナしか目に入っていないようだ。ジェフリーがぼそりと呟く。

「ジェフリーが、私のこと、助けてくれたのよ」

　マーテルははたと顔を上げ、ジェフリーを見やり、

「ギャァアアア！　ジェフリーさんっ！　無事だったんですか！」

　再び叫んだ。






　宿でお湯を使わせてもらった後、女将が用意してくれた服を借りて、三人は食堂に集った。そしてマーテルはこれまでのことを説明してくれた。

「あの後、二人を探しに川を下ったんですけど。人や馬が入れない地形が続くようになって……でも殿下は予定が詰まってるから、どうしても王都に戻らなくちゃいけなくて」

　二人が落ちた川は、激しい濁流であった。生きているかどうかわからない人間のために、全員で捜索できるような状況ではなかった。そこで、マーテルだけが川沿いを下った。河口付近ならば、二人を──生きていても、そうでなくても──見つけやすいと考えたらしい。

　上流から何かが流れてくるたびに、不安で恐ろしくて仕方が無かったと言って、マーテルは涙をこぼした。

　ものすごく疲れていたから食事はほどほどにして切り上げ、ディアナは部屋へ下がった。ジェフリーが一部屋、マーテルとディアナで一部屋だ。

　ディアナはやはり宿から借りた寝巻に着替え、さっそく寝台を使おうとした。まだ陽は暮れていないが、寝台に入ったら明日の朝まで目を覚まさない自信がある。それほどディアナは疲れていた。ジェフリーもきっと同じだろう。

「ディアナさん、あの」

　毛布を捲った時、マーテルが躊躇いがちに口を開いた。

「大丈夫でしたか？　その……ジェフリーさんと二人きりで」

「え」

　ディアナは固まった。

　ジェフリーがディアナを助けて岸に上がり、二人は河原で一夜を過ごして、朝になって林を抜け、猟師の納屋に泊めてもらい、そしてこの村に行きついた。

　マーテルにはそう説明している。裸で温めあったことや、猟師の納屋でどんな風に過ごしたか……そこまで詳しい話をしてはいなかった。

　ひょっとしてマーテルは、ディアナがジェフリーと二晩も一緒だったから思うところがあるのだろうか。

「あっ、ああー！　違いますっ、そういう意味じゃなくてですね！」

　気まずそうな表情をしてしまっていたらしい。マーテルはディアナの顔を見て、焦ったように胸の前でバタバタと手を振った。

「あの、ディアナさんとジェフリーさんって、折り合い悪かったみたいだから。それで、ずっと一緒で大丈夫だったのかなって」

「え？　あ、ああ。そういうこと、ね」

　ホッとして、妙に白々しい言い方になってしまう。

「ええと、彼はとても親切にしてくれて」

　ジェフリーは可能な範囲で、ディアナに不自由がないようにしてくれたと思う。猟師の家では、質素な食事をジェフリーはやたらとゆっくり食べていた。そしてディアナが食べ終わったところで彼は言ったのだ。「食事、足りましたか」と。もちろん、猟師夫婦には聞こえないよう、囁くように。あれは、ディアナが食べ足りなかった場合に備えてのことだったのだ。

　今更気づいて、ディアナは目を見開いた。

「彼は……すべてにおいて、私を優先してくれたんじゃないかと、思う」

「へえ！」

　ディアナが寝台へ入るとマーテルはカーテンを閉めて光を遮り、眠りやすいようにしてくれた。

「ジェフリーさん、やるじゃないですか。そういう時って、その人の本質が現れるって言いますからねえ」

「そういう時？」

「だから、生命の危機とか……緊急事態の時ですよ」

　マーテルは王都に報せを送ってくると言って、部屋を出て行った。

　彼女がカーテンを閉めてくれたから、部屋の中は薄暗い。このまま瞳を閉じれば、数日ぶりに寝台で休めるというのに、ディアナの目は冴えてしまっていた。

　──そういう時って、その人間の本質が現れるって言いますからねえ。

　ディアナとジェフリーは、じゅうぶんに緊急事態に陥っていたと思う。近くに村があるとわかってからは少しだけ危機感が薄れたものの、最初の夜などは実際に生命の危機に晒された。

　ディアナはここ二日間の出来事を振り返る。

　ジェフリーは、ディアナに怪我がないか確かめ、一晩中温めてくれた。その間、ずっとディアナが死んだらどうしようと不安だったとも言った。それから……葉っぱのコップに水を入れてくれて……。

　──俺、あのままじゃ、あなたを襲ってしまいそうだったんですよ！

　ジェフリーは必死だった。彼はどんな表情で声を絞り出していたのだろう。見てみたかった。周りがもっと明るければよかったのに。

　だが暗闇の中ですら気恥ずかしかったのだ。きっと、ディアナの方こそ真っ赤になって、ジェフリーと口をきくのは難しくなっていたかもしれない。







＊＊＊








　割り当てられた部屋へ入ったジェフリーは、寝台の縁に腰掛けた。

　小さな村の小さな宿屋だが宿泊客はそれなりにいるようで、廊下からは使用人の忙しない足音や会話が聞こえてくる。しかしそれを決してうるさいとは思わない。生きている人間の気配は、今のジェフリーにとって有難いものだった。

　無事に人里へ辿り着くことはできた。だが王都へ戻るために体力の回復を図らなくてはならない。気分が高揚していて眠気は感じなかったが、ジェフリーは毛布を捲り、そこに身体を横たえる。

　目を閉じると、この数日間の出来事が瞼の裏に蘇った。






　川に飛び込んだ時はディアナを救うことで頭がいっぱいで、自分がどうなるかなんて考える暇もなかった。

　幸いディアナは崩れた石橋の残骸に引っかかっていたので、ジェフリーは狙いをつけて飛び込むことができた。しかし濁流の激しさは想像を超えるものだった。ジェフリーがディアナの腕に触れたと同時に、彼女の身体はどんどん押し流されていく。

　手を離してはいけないと思った。流れに揉まれながらも彼女のマントを引きちぎるように外し、顔が水に浸からないよう、上向かせた。ジェフリーも何度も溺れそうになったが、自分が意識を失ったらディアナも死んでしまう。だから必死で生せいにしがみついた。

　ようやく足が川底に触れるようになると、ジェフリーは岸に上がるために足掻いた。周囲を見渡せば、石橋があった辺りとは景色ががらりと変わっていて、どれくらいの距離を流されたのか見当もつかない。

　ディアナに大きな怪我がなかったことにホッとしたが、今度は凍死の恐怖が襲ってくる。彼女を死なせてはいけないと、ジェフリーはまた必死になった。

　そして次の夜。狭い納屋の中で、ジェフリーはひどく安堵していた。ディアナを死なせることなく、今夜の寝床に案内できたからだ。

　ディアナは横になってすぐに眠りに落ちたようで、暗闇の中、可愛らしい寝息がすうすうと聞こえてくる。

　ディアナの命がまだあることに、ジェフリーは泣きたくなった。

　騎士をやっているのだから、普通の女性よりは体力がある。それでもあのほっそりした身体で激流に耐え、寒さに耐え、短くはない距離を歩いて、今もジェフリーの隣にいる。これほど尊いことは二つとない。そう考えたら、泣きたくなったのだ。

　昂る感情のままに彼女を抱きしめたくなったが、起こしたら悪いし、何よりこの状況でそれをやったらまた嫌われてしまう。だからジェフリーは我慢した。

　そこで終わっていれば「いい話」だったかもしれない。

　ディアナを抱きしめる代わりに、ジェフリーは想像してしまったのだ。河原で二人、裸で温め合ったことを。あの時はそれどころではなかったが、後になって考えると……かなり際どいシチュエーションではないだろうか？　ちょっと手を彷徨わせたら触れられる場所にディアナの胸があって、ちょっと腰をずらしていたら……。

　そこまで想像したら、ディアナの寝息が艶めかしいものに思えてきた。

　深呼吸したり自分の太腿をつねったりしてみたが、脳裏に浮かんだ光景はどんどん煽情的なものになっていく。ジェフリーはとうとう起きあがり、納屋から出ることにした。

　そして欲望を吐き出してから納屋に戻るとディアナが起きていて、腹痛という言い訳も使えず、結局は「ひどくカッコ悪い話」になってしまった。

　ディアナが呆れた感じで笑ってくれたのが、せめてもの救いである。それに……。

　──あの、聞いてくれる……？

　──団長のこと……。

　彼女の口から、セオドアのことが語られたのは意外だった。

　セオドアはディアナにとって夢であり、神でもあった──それを聞いて、ジェフリーはまた泣きたくなった。二年もの間、そのような想いを秘めていたディアナが愛しく思えて堪らなかったからだ。

　そして同時に強く願った。

　ディアナにとって、自分は夢でも神でもありたくない、と。

　そして、つい「俺とは、恋愛できますか」と訊ねてしまった。早すぎる質問だった。

　ジェフリーは、大きく息を吐いた。

　その時、廊下からマーテルの声が聞こえてくる。

「二人とも無事だって、王都に報せを出してきますね！　ディアナさんは休んでてください！」

　扉の軋む音がして、足音が遠ざかっていった。

　マーテルが出て行ったということは、ディアナもこれから眠りにつくのかもしれない。

「ディアナさん。いつか、俺と……」

　小さな声で呟く。

　可愛い寝息と、細い肩と、形の良い額。シナモン色の真っ直ぐな髪。彼女にまつわるあらゆるものを思い浮かべつつ、ジェフリーも眠りについた。







（第２章　了）
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